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第３回定例会議事日程（第３号） 

 

第１ 一般質問 

  西別府 治君 

   １．コミュニティ交通について 

    （１）いきいきタクシー・バスの利用状況について伺う。 

    （２）いきいきタクシー・バスの運行等について、再度、アセスメント（査定）を行う

考えはないか伺う。 

   ２．少子化に伴う学校と地域の関わりについて 

    （１）本市における多様な学校の実態について 

     ①串木野高校の支援の状況と実績について伺う。 

     ②本市には普通科や農業系、私学など、多くの学校が設置されているが、相互活用で

きないか伺う。 

    （２）本年４月に設置された「総合教育会議」について 

     ①「総合教育会議」における市長と教育行政の関係について伺う。 

     ②「総合教育会議」の開催状況について伺う。 

    （３）教育で進める「地方創生」について 

     ①学生の定着化を図ることで、少子化対策と定住対策を加速できないか伺う。 

     ②教育機関を核とした地域活性化について伺う。 

  松崎幹夫君 

   １．消防行政について 

    （１）水利の確保について伺う。 

    （２）新たな防火水槽を設置する考えはないか伺う。 

   ２．学校教育におけるインターネット利用について 

    （１）小、中学校におけるタブレット端末の利用について、現状と今後の活用策を伺う。 

    （２）タブレット端末を活用する授業が増えてくると思うが、インターネット環境は大

丈夫か。 

   ３．少子化対策について 

    （１）市内の若者を対象とした婚活の取り組みについて、これまで以上に積極的に進め

ていくべきではないか。 

    （２）各種団体や企業等との連携した取り組みは出来ないか。 

   ４．道路整備について 

     今回の台風15号により、道路への倒木等の被害が多く見られた。道路わきの樹木の伐

採、除草等の対応について伺う。 

  中里純人君 

   １．安心・安全な街づくりについて 

    （１）災害対策について 

     ①台風15号の被害状況について伺う。 
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     ②情報発信と避難の対応について伺う。 

     ③停電の原因と対策について伺う。 

    （２）交通安全対策について 

     ①市道酔之尾・島平線の歩道整備について伺う。 

     ②市道島平・野元線の改良について伺う。 

     ③照島海の駅入り口の交差点の改良について伺う。 

   ２．地方創生について 

総合戦略の策定状況について伺う。 

   ３．商店活性化対策について 

    （１）商店街並びに地域商店の現状について伺う。 

    （２）空き店舗等活用促進事業補助金の成果と今後の対策について伺う。 

    （３）新たに店舗リフォーム補助金制度の創設は考えられないか。 

  福田清宏君 

   １．堤防等の改修について 

    （１）五反田川河口の左岸、東海大橋上流付近の堤防改修工事等について伺う。 

     ①堤防の亀裂の改修については、以前から一般質問でも取り上げてきたが、鹿児島県

との協議の進展について伺う。 

     ②堤防に隣接する歩道の改修について伺う。 

   ２．かもめ公園グラウンドの改修について 

    （１）かもめ公園グラウンドの土砂は、コンクリート状に硬く固まっている。この改修

について伺う。 

   ３．公の施設に関する利用料の減免等について 

    （１）高齢者や障害者手帳所持者等に対する利用料の減免等がある施設と利用料につい

て伺う。 

    （２）公の施設に関する利用料の一覧表（手引き）の作成について伺う。 

   ４．交流センターについて 

    （１）指定管理者と地区まちづくり協議会との関わりについて伺う。 

     ①大原交流センターの現況と今後について伺う。 

     ②中央交流センターの現況と今後について伺う。 

    （２）野平交流センター建設計画の進捗状況について伺う。 

   ５．原子力災害避難計画に基づく避難訓練について 

    （１）各公民館や地区まちづくり協議会等が行う避難先までの訓練に際し、バスの運行

や飲食費の支援等について伺う。 

  田中和矢君 

   １．台風災害対策について 

    （１）今回の台風により停電の復旧が数日間を要したが、この間の独居老人等に対し、

具体的配慮がなされたか伺う。 

    （２）水道水の出方が悪く、水に濁りが発生したが、その原因と今後の対策を伺う。 

    （３）倒木が非常に多く、生活道路の通行確保や送電線に支障があったが、その対応策

について伺う。 
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   ２．街路樹の管理について 

    （１）街路樹が茂りすぎて電線等に触れている。今後の対応について伺う。 

    （２）低木（つつじ）の中に雑草（茅）などが目立って見苦しい状況である。今後の対

応について伺う。 

   ３．指定管理者の契約期間について 

     指定管理する都市公園の契約期間等について伺う。 
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本会議第３号（９月１０日）（木曜） 

 

 出席議員  １７名 

     １番  松 崎 幹 夫 君      １１番  西別府   治 君 

     ２番  田 中 和 矢 君      １２番  中 里 純 人 君 

     ３番  福 田 道 代 君      １３番  竹之内   勉 君 

     ４番  平 石 耕 二 君      １４番  寺 師 和 男 君 

     ５番  西中間 義 德 君      １５番  原 口 政 敏 君 

     ６番  大六野 一 美 君      １６番  宇 都 耕 平 君 

     ８番  楮 山 四 夫 君      １７番  福 田 清 宏 君 

     ９番  東   育 代 君      １８番  下迫田 良 信 君 

    １０番  濵 田   尚 君       

――――――――――――――――――――――――――――― 

 欠席議員   １名 

     ７番  中 村 敏 彦 君 

――――――――――――――――――――――――――――― 

 職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

局       長  木 下 琢 治 君   主       査  石 元 謙 吾 君 

補       佐  岡 田 錦 也 君   主       査  岩 下 敬 史 君 

――――――――――――――――――――――――――――― 

 説明のため出席した者の職氏名 

市       長  田 畑 誠 一 君   消 防 長  原 薗 照 明 君 

副 市 長  石 田 信 一 君   水 産 商 工 課 長  平 川 秀 孝 君 

教 育 長  有 村   孝 君   まちづくり防災課長  久木野 親 志 君 

総 務 課 長  中 屋 謙 治 君   福 祉 課 長  東   浩 二 君 

政 策 課 長  田 中 和 幸 君   土 木 課 長  平 石 英 明 君 

財 政 課 長  満 薗 健士郎 君   上 下 水 道 課 長  濵 涯 三喜義 君 

教 委 総 務 課 長  臼 井 喜 宣 君   農 政 課 長  末 吉 浩 二 君 

市 来 支 所 長  下迫田 久 男 君 

――――――――――――――――――――――――――――― 
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平成27年９月10日午前10時00分開議 

 

 

   △開  議 

○副議長（濵田 尚君） 議長が急用のため欠席い

たしておりますので、議長にかわりまして議長職を

務めます。 

 これから本日の会議を開きます。 

────────────── 

   △日程第１ 一般質問 

○副議長（濵田 尚君） 日程第１、一般質問

を行います。 

 これより、通告順により順次質問を許します。 

 まず、西別府治議員の発言を許します。 

   ［11番西別府 治君登壇］ 

○11番（西別府 治君） 平成13年４月に循環

バスのいきいきバスが運行を開始され、そして５

年後に、市来地域のコースが運行開始されました。

また、平成23年12月には、運行ルートなどの見直

しで、市来地域の路線が廃止となり、事前予約制

のいきいきタクシーが運行されました。コミュニ

ティ交通のさまざまな課題に対応しながら、13年

間継続して運行されております。地域交通の確保

には、地方自治体の責任を負うという大きな役割

と意義があります。 

 そこで、いきいきタクシー・バスの利用状況に

ついて伺います。 

   ［市長田畑誠一君登壇］ 

○市長（田畑誠一君） おはようございます。 

 西別府治議員の質問にお答えをいたします。 

 まず、いきいきタクシー・いきいきバスの利用

状況についてであります。 

 いきいきタクシーの利用者につきましては、平

成24年度が1,054人、平成25年度が1,019人、平成

26年度が854人となっております。また、いきい

きバスにつきましては、平成24年度が9,532人、

平成25年度が9,612人、平成26年度が9,437人とな

っている状況であります。 

○11番（西別府 治君） 実績について今ござ

いました。安定しているように、この数字が並ん

でます。安定してるかといいますと、実際は乗車

率がどうなのかなというふうに考えております。

利用者の効率性とか、路線別の評価、そして何人

乗ったら安定的に運営されてるよねという基準点

とか、いろいろあると思います。そこらあたりを

判断していくのはやっぱり、市民から見た目とい

うのが、私は大切になってくるのではないかなと

いうふうに考えております。 

 まず、便利で、効率的で、乗客を輸送する、市

民をあらゆるところに連れていける、そんなこと

が大切ではないかなというふうに考えております。 

 そこで、いきいきタクシー・バスの運行等につ

いて、再度、アセスメント調査をする考えはない

か伺います。 

○市長（田畑誠一君） いきいきタクシー・バ

スの運行等について、再度、査定、アセスメント

する考えはないかというお尋ねであります。 

 平成23年12月から、本市のコミュニティ交通は、

交通空白地域の解消や、効率的な運行形態への移

行を目的として、先ほどお述べになられましたが、

串木野地域のいきいきバス路線の再編と、市来地

域へのいきいきタクシーを導入をしております。

市来地域のほうへタクシーを導入しましたのは、

細い道路等、なかなか利用がしにくいということ

で、市来地域のほうはタクシーのほうへ切りかえ

たわけであります。 

 導入後の状況等につきましては、バスのコース

や乗車時間、タクシーの予約時間や乗り継ぎに関

する要望があり、対応できる部分につきましては

改善を行ってまいりました。 

 今後も、コミュニティ交通については、利用促

進に努めつつ、利用者の要望や、利用状況、また、

他の公共交通機関との関係もございますので、その

連携を踏まえ、精査をしてまいりたいと考えており

ます。 

○11番（西別府 治君） 精査するということであ

ります。 

 現在のシステムについては、住民アンケート等を

とられながら、かなり吸い上げた状態の中で、今、

システムが確立されてるのかなというふうに考えて
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おります。 

 ただ、市長、これ、どこの自治体もよく言われま

す、空気を運んでいるということでありますよね。

そして、じゃあ、このいきいきタクシー・バスだけ

を自治体の、他市町村は考えずに、うちだけでシス

テムを、今の現状を考えた場合、いわゆる公共サー

ビスの中で、本当にこれが投資対効果、うまく公共

サービスの中であるのかなと。先ほども言いました

ように、他自治体もそうだからあんまり響かない部

分がありますけど、かなり公共サービスの中ではち

ょっと、精査していかれるということでありますけ

ど、必要性があるのかなと思っております。 

 思ってるんですけど、その中で今後、高齢化がど

んどんどんどん進んでいきますから、車の免許を返

される方がいらっしゃると思いますね。これ、必要

性あるんですね。これはかなりの必要性があります。

ただ、13年前に100円バスで予想もしなかったと思

うんですけど、医療機関がいわば無料でやってます

よね。これ、運送法も何も問題ないですね、無料で

すから、やってますから。病院とか行かれるのは、

どっちかというとそっちのほう使われてる可能性が

高いですね。それから、スタートが100円でしたの

で、非常に安い金額で乗れるよねと。実際は、約

1,000万ぐらい年間かかりますよね。まあ、丸く言

ってかかってますけど、市民の方々は100円じゃら

よと、乗らんでもよかよという感覚もあられるかも

しれないし。ただ、そういったバスの役割について

の誤解というのが、13年前からずうっと今でも続い

てるような気がしますね。市民の乗車率が低い、空

気を運んでるという意味ではですね。 

 その一つには、公平に回らなければならないとい

うのが前提にあるような気がします。芹ヶ野線であ

ったり、羽島・荒川線であったり、冠岳線であった

り、木原墓地線であったりというのがあって。私も、

インターネットで引けばカラーで出てくるんですけ

ど、白黒で出して、ずっと路線に色を塗ってみまし

たけど、追っかけなならんくらいすごい状態であり

ます。 

 そんな中で、やっぱり移動するというのは、時間

がかかって移動することも、それは大切でしょう、

いろんなコミュニケーションがあって。でも、ある

程度の時間、速達性といいますか、そこらあたりを

重視しないといけないと考えております。そりゃ、

ぴっちり時間も、何時何分にはどのバスと書いてあ

りますよね。ありますけど、実際、相当複雑であり

ます。そこらあたりを考えておるんですが、現状の

この流れの中、いかがでしょうか、そういった複雑

性。精査するとおっしゃってますから、精査されて

いくんでしょうけど、今の状態の中、かなりアンケ

ートをとられながらしていらっしゃいますけど、そ

ういった公共サービスの中での事業の一つとして見

たときの、いきいきバス、コミュニティ交通として

の考え方なんですけど。 

○市長（田畑誠一君） いきいきバスをまず、導入

したいきさつは、やはり市民の皆様方に、何といい

ますか、利便性に富んだ生活を営んでもらいたいと

いうことで、今日、高齢化社会がどんどん進んでい

く中で、いわゆる交通弱者と言えばいいんでしょう

か、運転をなさらない方の、朝晩のライフサイクル

といいますか、生活の中での足を確保してあげたい

と、そういう思い。それと、それから、何ですか、

路線バスがあっても、やっぱり採算性を重視するわ

けですから、そういった面で、交通空白地域という

のが、過疎化がどんどん進んできて、バスもだんだ

ん便も少なくなった、果ては出なくなった、廃止に

なったということやらで、市として、市民の皆さん

方の快適な生活のためにといって始めた事業であり

ます。 

 最初、始めたわけですけど、その後、今、御指摘

があるように、いろんな御意見がありました。その

一番最たる、大きないわゆる改善というのは、市来

地域のほうはタクシーを導入した、そしてその要請

に応えたということではないかと思います。 

 今、何回も走らすわけにはいかんもんですから、

それと便が少ないから、長い時間かけてぐるぐる回

らなきゃいけないんです。そういった面では、非常

に気の毒だなという思いもしておりますが、そんな

中で、要望を踏まえて、できるだけ、何度もアンケ

ートやらもとって路線も変更しながら、できるだけ

多くのところに立ち寄りたいということで、今の現
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在の形になっております。 

 私はある面これは、もちろんたくさん利用いただ

いて、そして、できればとんとんとか、あるいは少

しは利益も出ると、喜んでいただいた上に、とんと

んとか利益も出る、そういう形だったらもちろん望

ましいことですが、やはりこの使命というのは、そ

ういった意味では、ちょっと言い方が極端かもしれ

ませんが、採算性というのは度外視して、野放図じ

ゃないですけれども、度外視するような形で市民の

皆さんにサービスする事業だと思っております。 

 だから、今後も、これまでも何回も要望を聞いて

練り上げてきたんですけど、さらに、市民の皆さん

の声に耳を傾けながら、改善できるとこは、これか

らも改善しなけりゃいけないなというふうに思って

いる現状であります。 

○11番（西別府 治君） 市長がおっしゃるように、

採算性を余り重視しますと、市民サービスに対して

のさまざまな弊害が出てまいりますよね。やはり、

そこらあたりのバランスのとり方だと思います、高

齢化していく中での。 

 このアセスメントというのが、三つほどありまし

て、運行事業者としての評価、そして、運行方法・

ルートの評価、そして三つ目が、部分的な改善とい

うのがあるみたいです、ちょっとあれしてみればで

すね。その中で、このアセスメントを行っていって、

チェックシートとか、いろいろ手法があると思いま

すね。改善するところは改善するという結果が出て

くると思います。 

 また、市民の意向等も聞いていかなければならな

い。市民の意向等を聞きながら、私たち議会もそう

ですけど、市民にも今の、見える化といいますか、

市長と私が会話しているようなことが、やはり市民

にも伝わっていかないといけないのかなと。そのこ

とで、乗車率を上げようとか、温暖化の対策とか、

いろいろ複雑な部分でのことがあられたと思うんで

すね、スタートするとき説明されていらっしゃいま

すけど。やはり、それの見える化をやっていく。他

の市町村よりも先駆けて、市長、私はやっていくこ

とが必要ではないかなと思っております。 

 そこらあたりをできれば、結果を教えていただい

たりしながらですね。しかも、ある程度、年齢と体

力というのは、比例じゃないですよね。かなりギャ

ップがあっていきますから、高齢化社会のそういっ

た流れの中では、もしかしたらデマンド的な要素を

もうちょっと入れていく必要があるのかなと。いろ

いろ手法については御存じですから、私が述べるま

ではないですけど。 

 だから、そういったアセスをしながら、ローリン

グをしながら、市民の皆さんにわかっていただきな

がら、高齢化がどんどん進んでいくその地域でのい

わゆる交通弱者の方々に対する理解と、大きな流れ

を説明しながら、行政は、このいきいきタクシーや

らをやっていくことが必要じゃないかなというふう

に考えておりますので、精査されるということであ

りますので、ぜひ、そういった定期的なアセスメン

ト、やっていただきたいというふうに考えます。答

弁をお願いします。 

○市長（田畑誠一君） 私たちが心すべきことは、

利用していただく市民の皆さんに、やっぱり喜んで

利用していただくということが一番大事だと思いま

す。やっぱりそのためには、いきいきバスとか、い

きいきタクシーの使命とか、そういったもの、取り

組んでいる姿勢とか、そういったものをまた市民の

皆さんに御理解をいただくことも大事だと思います。 

 いずれにいたしましても、これまでも何回もお声

を聞いて、できるだけ最大公約数をとらまえながら、

時間的な制約もありますので、今日の運行に至って

いるのが実態であります。今後もやはり、市民の皆

さん方、おっしゃいますように、高齢化もどんどん

進んでまいります。もっと、また工夫するところは

ないものか、これからもお声を聞きながら、精査す

る努力は続けてまいりたいというふうに思っており

ます。 

○11番（西別府 治君） 次の質問に入っていきま

す。少子化に伴う学校と地域のかかわりについてで

あります。 

 市長、照島地区球技大会というのがありますよね。

恐らく市長も30年ぐらい、いつも来ていただいてい

らっしゃると思います。今、65回みたいですけど、

かなり長いスパンの中でありますけど、子供たちが
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非常に激減している、少子化といいますか、私で10

年ぐらいですから、市長は30年で３倍でいらっしゃ

いますから、あれが一番少子化の判断といいますか、

見える分だと思いますが、いかがですか。かなり減

ってるんじゃないかなと。 

○市長（田畑誠一君） 全国どこの自治体でも、非

常に少子化が進んでいるという、これはもう政治、

行政の最大の課題だと思います、国内の課題では。

私もそのように捉えておりますが、私ごとですけど、

30年ぐらい前、ＰＴＡ会長やらをさせてもらってお

りましたが、当時の串木野小学校は、確か1,600名

を超えておりました。私どもの地元の羽島小でも

340ぐらい、戸数が210戸ぐらいあったんです。220

戸でしたかね、あったんですが、今、串木野小学校

が600人台ですかね、たしか。だから1,000人ぐらい

減ってるんですね、串木野小学校は。もう羽島小に

至っては、今、50人、60人、たしか50人ぐらいなん

ですね。実に激減しております。 

 そういった点で、照島小学校の球技大会、あれは、

何かお話伺いますと、戦後間もないころ、子供たち

が夏休みに、今のように遊ぶ、野球とかいろんな道

具買えないころ、夏休みだったら専ら海岸で水泳と

いうことで、それで何か犠牲者が続いたということ

で、当時の地域の方々が、それじゃということで球

技大会をされるようになったんだそうですね。65回

とか聞きましたが、私もずっと市議会のころから行

かしてもらっておりますが、今おっしゃいましたと

おり、市内で一番大きい照島地区をもってしてこの

状態かというふうに、たしか昨年は、照島小学校１

年は１クラスじゃなかったですかね。たしか、そう

でしたよ。びっくりしました、それを聞いたときで

すね。それで私も、今回も出席をさせていただきま

したら、西別府議員、他の議員方も皆さん御一緒で

したけれども、もう本当に実感として少子化社会が

進行している。実感として私も、この校区をしてと

いう思いがしたところでありました。そういう感想

です。 

○11番（西別府 治君） 市長がおっしゃるように、

激減ですね。私10年ですから、私が行かせてもらっ

たころは、さのさ荘の前のグラウンドに、ホームか

ら３塁側に縦長に子供たちが全部並んでたですよね。

それで、拡声器で語らんといかんぐらいだったのが、

今、さのさ荘の前の体育館に、舞台に向かって短辺

方向に並んでいます。それで、今日はどこかの公民

館の人とかはまだ来ちょらんとじゃなかかというぐ

らい、本当、もうちょこっとですよね。そうして、

前はソフトやら、小・中・高学年やってましたけど、

もう今、ドッジボールとかバレーボールが一部ある

ぐらいで、本当、公民館単独で出れなくて、一緒に

なりながら隣の公民館と競技をする。そんな時代に

入ったのかなと考えております。市長がおっしゃる

とおりだと思います。私より長くいらっしゃいます

から、そらもう、そうであられると考えております。 

 そこで、本市における多様な学校の実態というこ

とで、串木野高校の支援をされていらっしゃいます。

その状況について、実績とあわせて伺いたいと思い

ます。 

○市長（田畑誠一君） 今お話のありましたとおり、

それに悪い形ですけどね、呼応するといいますか、

そういう形で、ほかにも要因があったわけですが、

串木野高校も26年度は何と33名、これまた１クラス

になりました。 

 そこで、かつては地方の名門校とうたわれた自慢

の県立串木野高校。この串木野高校の存続に向けて

の支援をしなければいけないということで、26年度

から、議員の皆様方と協議をして、御理解をいただ

いて、各種の支援を実施することといたしました。 

 もう御存じのとおりですが、26年度は支援措置を

打ち出した時期が３者面談が済んだ後だったんです

ね。したがって、ほぼ９割方といってよろしいんじ

ゃないでしょうか、学校によって違うでしょうけど、

進路先が決定した後であったもんですから、受験者

数が思うように伸びなかったのが実感でありました。 

 その反省を踏まえて、26年の６月の段階で、来年

の話だけど、27年度の当初予算に入学支度金等の増

額とか、遠距離通学費の助成とか、そのほかも新た

な支援項目を追加したらどうかということで、議会

の皆さん方の御意見等を賜りながら、思い切って今

のうちに、来年の予算ですけど、去年の６月の話で

すよね、でも今のうちにこれこれこれだけの支援を
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すると言い切らなければ、「するそうな」「大幅に

広げられるそうだよ」ということでは説得力がない

んですよね。だから、もう来年はこれこれするそう

だよということでないと説得力がないという、これ

はまた、議会の皆さん方の特段な御配慮をいただい

て、去年の６月にこの今の制度を打ち立てたんです

ね。そのことが、非常に功を奏したと思います。も

ちろん、在校生の頑張りやＯＢの皆さん方の頑張り、

それから、串木野高等学校の校長先生をはじめ、職

員の皆さん方も、自分たちの時代に灯を消しちゃい

かんということで、朝の課外から始められたわけで

すけど、さらにまた、各中学校ですね、有村教育長

も一生懸命頑張っていただきましたし。私と、議会

を代表して下迫田議長と、最終的にはまた、教育長

と私と議長と３人で全中学校回りました。そして、

進路指導の先生も入ってもらって、私たちの考え、

思いをお伝えしたわけでありますが、生徒諸君の理

解と、それからやはり保護者の皆さん方の本市に対

する熱い思いと、これが相まって、おかげさまで26

年度33名だったのが、27年度、今年はちょうど倍、

67名の２クラスを確保することができました。 

 この間、体育大会がありましたから、去年のとき

とすると違うんですね、30何人増えてますから。も

うとても嬉しかったです。まだこれでも、もちろん

少ないと思いましたが。 

 この動きを、やはり議会の皆さん方と協議をしな

がら、郷土の誇りとして続けてまいりたいというふ

うに考えております。 

○11番（西別府 治君） 市長の先駆けた判断とい

いますか、いわゆる首長が教育に対して力をかけた、

その結果がこれであるというふうに私は考えます。

そして、ふるさとを思う気持ちというのが、もしこ

の高校がなかったら違うところに子供たちは行きま

す。この地域に在籍しながら高校に通って、ふるさ

とというところの愛着を少しでも長く感じていただ

く。このことまでつながっているのかなと。子供た

ちのそういった思いをひしと感じるところでありま

す。まさしく学生の定着化であると思います。 

 次の質問であります。本市には普通科や農業系、

私学など多くの学校が設置されておりますが、相互

の活用ができないか伺います。 

○市長（田畑誠一君） 今お述べになりましたとお

り、市内には実業系といえばよろしいんでしょうか、

全国でも農業高校として名立たる、今現在、実績を

上げております、伝統も誇る市来農芸高等学校があ

ります。それから、神村学園は、もちろん学業のほ

うもすばらしいんですけど、とりわけ、私が申すま

でもなく、スポーツ、文化ですね。古武道部とかご

ざいますよね。これまたもう全国クラスですよね。

また、いま一つ、串木野高校もかつては、かつては

というのはちょっと語弊がありますが、かつては本

当に地方の名門校とうたわれて、今現在、多くの有

能な方を輩出して、社会で活躍しておられます。そ

して、また、いま再び、議会の皆さん、市民の皆さ

んの熱い声援を受けてよみがえろうとしておるわけ

であります。だから、非常に特色ある三つの高校が

存在をしてる。これはありがたいことだなと思いま

す。 

 そこで、この市内３高等学校の現在における相互

の活用についてですけれども、学校へちょっと確認

を、聞き取りをいたしましたところ、現時点におい

ては、特別交流活動というのは実施している状態は

ないそうです。それはなぜかといいますと、各学校

ともそれぞれ特色があるからそうでしょう、授業そ

のもののカリキュラムが全く異なるということが一

番の理由のようです。それだけ特色があるちゅうこ

とですよね、異なるちゅうことは。ただ、部活動に

おきましては、串木野高校の音楽担当の教師が市来

農芸高校の音楽も兼務しておられます。そういった

点で、皆さん方もいろんな会場でお聞きになられた

と思いますけれども、吹奏楽部につきましては、市

来農芸高校、串木野高等学校合同で活動を行ってい

る。こういったところが、強いて言えば相互交流と

いうことだと思います。 

○11番（西別府 治君） 特色があるがゆえに、な

かなかかみ合わない部分があって、吹奏楽部につい

ては指導者が一緒であるということでうまく流れて

るということであります。 

 この特色というのが、私、地域資源であると思い

ます。今ずっと学校のことを紹介していましたが、
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この地域資源を活かして進めていくことが今後大切

になってくるのではないかなというふうに考えてお

ります。 

 政府が進める教育再生実行会議というのがありま

して、ちょっと長いですから教育再生会議というこ

とで説明させていただきますけど、内閣総理大臣、

そして内閣官房長官、文部科学大臣兼教育再生担当

大臣、この３名が核になりまして、会議の主催は有

識者の方がされておりますけど、これが進んでおり

ます。平成25年、ちょっと２年ならないですけど、

２月から提言がずっとなされてきまして、今、８回

ほど提言がされている会議です。よく安倍総理大臣

が出てきていろんな話を、変えていきますよとか、

いろいろ言ってますよね。それがあります。 

 それが、本当すごいスピードで、地方の教育にも

変化をもたらしております。本議会で補正で提案さ

れております小中一貫教育、これも補正の中で出て

まいっております。これがちょうど25年の９月です

から、１年ぐらい前の提言で、もう出てきておりま

す。 

 それから、教育委員会制度の改革というのが、鹿

児島県はもうかなり教育については熱心であり、充

実してて、県教委もすばらしい、その中において改

革する必要がないんじゃないかなと、私なんか思っ

ていたんですけど、それがもう、既に改革が進みま

して、新教育長の設置。そして、教育長へのチェッ

ク機関の強化。それで、教育大綱の制定。そして、

四つ目が、総合教育会議というのを設置しなさいと

いうことになって、四つあるそうであります。 

 そこで、伺います。今年４月に、全ての地方自治

体に設置しなさいということで、この教育委員会の

会議がありましたので、総合教育会議における市長

と、教育長の関係について伺いたいと思います。 

○市長（田畑誠一君） 教育にかける国の思いとい

うのを今るるお述べになられました。閣僚は率先し

て頑張ってるんだというお話をされましたが、まさ

に、これまた国が掲げておる、去年の12月、法制化

した地方創生ですよね。私は、今、西別府議員がる

るお述べになりましたが、全く同感であります。さ

っき申し上げましたけど、本市には、三つの特色を

申し上げました市来農芸高等学校、神村学園、串木

野高等学校ですね、申し上げましたが、私はある意

味、食でまちおこしをしておりまして、もちろんこ

れからも一生懸命、今、商工会議所、団体の方がし

ておられますが、私はもう一つ、我がまちは、この

三つの特色ある学校をひっ提げて、文教のまちとい

うことでも売れるんじゃないかと、私なりに実は考

えています。それはまさに、地方創生の未来につな

がる大きな第一歩だと私なりに考えているところで

あります。ちょっと余談を申し上げましたが。 

 総合教育会議における市長と教育行政の関係であ

りますけれども、総合教育会議は、首長と教育委員

会が相互の連携を図りつつ、より一層民意を反映し

た教育行政を推進するために設置されたものであり

ます。 

 本市においても、市長と教育委員会という対等な

執行機関同士が、教育上の課題の協議や調整を行う

場として位置づけているところであります。市長は、

教育委員会の所管事項に関する予算の編成、執行や

条例提案など、重要な権限を有しております。した

がいまして、市長に教育大綱の策定を義務づけるこ

とになり、市民の意向のより一層の反映と、教育・

文化の振興に関する総合的な推進を図ることになり

ます。 

○11番（西別府 治君） わかりました。 

 短く言えば、市長が公の場で教育政策について議

論することが可能になったというふうに捉えていい

んじゃないかな。先ほど申し上げた分を見ながらで

すね。やはりそのことが、串木野高等学校のことも

含めながら、先駆けてやってらっしゃるのかなと考

えております。 

 それで、ちょっと時間が短くなっていますので、

総合教育会議というのは、されてますよね。それ、

どんな内容をされてるのか、ちょっと教えてくださ

い。 

○市長（田畑誠一君） 総合教育会議の開催状況で

ありますけれども、第１回の総合教育会議を４月16

日に開催しました。 

 協議事項ですが、大きく分けて二つになります。

その中の一つ、最初の項目が、総合教育会議の円滑
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な運営を図るために、会議の目的をはじめ、所掌事

務、構成員、会議の招集、進め方、会議録の作成、

公表などを規定した、いちき串木野市総合教育会議

設置要綱の制定であります。全部ひっくるめて一つ

ですが。もう一つが、法律で市長に策定を義務づけ

られた教育大綱の策定。大きくはこの２項目という

ことになります、主なものでありますと。 

 なお、この策定いたしました教育大綱につきまし

ては、いちき串木野市教育振興基本計画を基本とし

て、私が市政を進める上で掲げておりますマニフェ

ストの中から、教育施策に関する思いを加えた形に

なっているところであります。 

 会議内容等については、市ホームページで議事録

を公表しているところであります。 

○11番（西別府 治君） 地方公共団体の長として、

教育施策に関する方向性を、市長が大綱として決め

ていく、このことだと思います。マニフェストを取

り入れてのということでありますので、これ、どん

どんどんどんスピーディーに進めていっていただき

たいと思います。国は、相当早いスピードで進んで

ますから、早い段階で、まだ１回しかされてません

けど、進めていかれたらというふうに考えておりま

す。 

 次に、先ほどおっしゃいました地方創生でありま

す。 

 地方創生は、今まで進めてきた地域で特化した政

策を、具体的により進めることであると思います。

教育も同じであると、先ほどおっしゃってますよう

に、地域資源の活用であると思います。また、教育

は地域総がかりで強力に進めていく必要があると思

います。 

 そこで、教育で進める地方創生について、学生の

定着化を図ることで、少子化対策と定住対策を加速

できないか伺います。 

○市長（田畑誠一君） 学生の定着化についてであ

りますけれども、市来農芸高等学校、神村学園高等

学校には県内各地から御承知のように生徒が入学し

ております。通学や寮での生活など、まちの活気を

支える存在の一つだと思います。 

 年齢別の人口を見ましても、県内他市と比較して、

三つの高校がありますから、高校生年代の割合は高

い傾向にあるんですね。これがまた本市の特色だと

思います。 

 一方で、今度は本市の人口動態を見ますと、年齢

階級別の人口移動で申し上げますと、15歳～19歳が

20歳～24歳になるときの落ち込みが大きくて、学生

の進学や就職に伴う転出が社会減の最大の要因とな

っておるようです。 

 総合戦略の策定に当たっては、学生アンケート調

査においても、希望する企業がないなどの理由で、

ほとんどが市外での就職を考えており、また、本市

には大学もないことから、進学時や就職時の流出を

防ぐことがなかなか困難な状況だと。この辺に、や

はり刮目しなきゃいけないというふうに考えており

ます。 

 このため、就職時における市内での就業促進はも

ちろんのこと、一旦、市外へ就職した後でも、Ｕタ

ーンができるよう、企業誘致や新規産業の創出支援

など、産業の活性化による雇用の場の創出に全力を

注ぎつつ、その後の定住支援策の拡充が重要になっ

てくると考えております。 

○11番（西別府 治君） ちょっと流れが進んだと

ころからも呼び起こして、定住を図ろうという考え

方であられます。 

 この地方創生は、都市部にたくさん集まり過ぎて

んじゃないか。地方で分散することが必要じゃない

か。そして、定住をしていただく。そして、会社で

働いてもらう、地方のですよ。そして、子供たちが

生まれてくる。このぐるっと回るサイクルを地方創

生はつくろうとしてるわけでありますね。だからそ

こが、地方創生をうまく活用することで、私はどん

どん前に進んでいくと思います。 

 そのためには、串木野高校の話もありましたけど、

子供たちの家族、保護者が、本市の特色がある学校

に行くよ、ここがいいよね、じゃあそこに住んでみ

ようということをまず実感していただいて、多くの

方々にも定住をしていただく。このことが地方創生

の最も大事な部分になってくるのではないかなとい

うふうに考えております。時間が意外とどんどん進

んでおりますので、話したいことがいっぱいありま
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すけど。それを進めていくことが、今回の教育デー

という部分になっていくと思います。 

 次に入っていくわけなんですが、昨年の５月に、

グローバル化に対応した教育環境づくりを進めると

いう提言が出ております。グローバル化ですね。そ

の中で、初等・中学校教育段階からグローバル化に

対応した教育、特に小学校の英語教育の抜本的な拡

充、早期化、時間増、そして教科化すると。今、必

須ですからね、35時間。教科にする。これを１年前

に提案されたのが、どんどんどんどん下りてきてる

わけですが、本市は、市長は、英語のまちというこ

とで、これまた先駆けてされてらっしゃいます。グ

ローバル化に対応した流れの中を、英語を活用しな

がら進めていくということでありますね。 

 昨日の西中間議員への答弁の中に出てまいりまし

たけど、地方の大学、いいですか、ちょっと飛んで

ますけどね、順番はなってますけど、何も打ち合わ

せはしてませんから、市長とは。ちょっといいです

か。地方にある大学等への進学、大学等ですから専

修も含むと思います、奨学金の優先枠をつくるとい

うことですね。それから、地元企業への、さっきお

っしゃった就職がされたら、きのうもありましたけ

ど、返還額の軽減をやるよと。これ、地方創生枠で

あるんですね。だから、やっぱりここらあたりもう

まく活用していく必要があるのかなと。先ほどのと

つながって、答弁がいただいている中の分と。 

 教育再生会議では、日本人留学生を12万人。これ

２倍です。そして外国人留学生30万人。これを目指

しております。だから、多くの人が日本から出てい

って学び、多くの方々が特色あるいちき串木野に来

ていただくというのが教育再生会議のスタイルであ

ります。 

 ちょっと一方的に話しますけど、薩摩スチューデ

ント派遣事業ということで、西中間議員、ありまし

たですよね。あの中で、英語を一つのアイテムとお

っしゃったですかね。何かそれで議論ができると。

２泊３日で。それだけ感じたと、英語で。イギリス

に行かれた方々ですよね。 

 ですから、そういった意味では、もうグローバル

化がどんどんどんどん進んできていると。その中で、

市長が、どこよりも先に英語のまちをされたじゃな

いですか。それがだんだん、国よりも先に地方創生

ですよね、これ、あるんじゃないかなと私は考えて

おります。 

 そういった流れの中を踏まえながら、次の質問で

あります。 

 教育機関を核とした地域活性化について伺います。 

○市長（田畑誠一君） 先ほどから、広い視野に立

たれて、世界はグローバル化してるんだと。国際化

時代なんだというお話だと思いますが、一貫して流

れてるお考えというのはですね。きのうは、西中間

議員のほうから、すばらしい提言をいただきました。

なるほど、きのうお述べになっておられましたけど、

150年を記念して、外国行くようなやつに奨学金出

せちゅう、もう本当すばらしい意見だと思います。

現段階ではああいう形の答弁しかできませんでした

けれどもですね。 

 私は、友人からこんな話を聞いたことあります。

アメリカのロサンゼルスに行って15年なると。15年

前の日本と、今、アメリカのロサンゼルスで住んで

て感じることは、一言で言ったら、大変失礼だけど、

日本の将来は大丈夫なんだろうかと思うとおっしゃ

いました。どういうことですかと言ったら、日本の

若者はもう、きのう西中間議員が言われましたね、

そのとおりですよ。内向き志向だ、夢がない、将来

にと。例えばと言って例を言われましたが、アメリ

カのハーバード大学に、外国人が100人いたら、今

は、何と驚くなかれ、60人は中国の学生だそうです。

あと20人が韓国だそうですよ。韓国はあんまり大き

な国じゃないですよね。あと残った20人が、日本か

ら１人とか、ドイツから１人とか、そういう状況だ

そうですよ。これはある面、考えれば、日本はそれ

だけ豊かになったという、満足度ということになる

かも知らんけど、それでは、現状維持ということは

後退につながると私は思っています。ですから、か

つてはハーバード大学といえば、日本の学生がもう

10人も20人もいたとおっしゃる。そういうことを、

ちょっと横道ですけれどもやっぱり非常に大事なこ

とだと思います。 

 それで、韓国は御承知のとおり、日本にもバブル
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時代ちゅうのがありましたけど、二十何年前、四半

世紀前ですね。韓国もああいう経済好況の時代があ

ったんですよね。そのときに、英語力をということ

で力を入れたんだそうです、韓国は。それが、今の

経済の大国になったわけですね。サムスンとか何と

かかんとかですね。これは余計な話をしております

が。 

 先ほどの教育機関を核にした地域の活性化ですけ

ど、それぞれの教育機関、これは、スポーツ少年団

とか学校とか全てを含めて教育機関でありますから、

それぞれの活動の成績や取り組みは、市内外へ情報

発信がなされ、市としてのＰＲにつながるなど、大

いに貢献をしていただいております。 

 教育に関係する機関や組織が地域とかかわる機会

を持つことは、地域にとっては貴重なマンパワーと

なり、専門性を活かした地域活性化の可能性もある

とともに、児童・生徒にとっても、地域に対する誇

りが生まれ、将来的に地域を担う人材の育成にもつ

ながることではないかと思っております。 

 また、組織は、児童・生徒も、その保護者も入れ

かわりがあり、毎年、若くして新しくメンバーが加

わるため、いわば年をとらないといいますか、貴重

な組織だと思います、この教育機関ちゅうのはです

ね。各種ボランティアや、専門性を活かしてのイベ

ントの出店、地元企業との連携などのほか、最近で

は、七夕踊など、虫追踊なんかもそうですが、伝統

行事への高校生の参加が大変増えてきております。

そして、児童・生徒との交流、つながりも広がりつ

つありますので、市としましても引き続き、取り組

みを積極的に支援をしてまいりたいと思っておりま

す。 

○11番（西別府 治君） 市長、もう一回、照島地

区の球技大会ですね。あんだけ子供が少なくなって

きてます。本市で生活する子供たちも少なくなって

おります。今、高校の話をしてますけど、高校に行

くためには小学校、中学校出ていかないと高校には

行けないんですね。ですから、今、高校の話をさせ

てもらっております。小・中の子供たちも、私は、

この特色ある高校を見る必要があるんじゃないかな

というふうに考えております。 

 市来農芸、すごいです。ちょっと調べさせてもら

いましたら、九州大会、バイオ、それと養豚、優秀

賞をもらってます。これ、鹿児島県で初めてだそう

です、昨年ですね。そして、９月８日には、乳牛用

の評価、見て、さわって、こん牛はどんだけよかか

ちゅう評価ができる、評価しないと、いい牛買えな

いじゃないですか、その評価で、３年生の子ですけ

ど、これも優秀賞もらってますね。だから、相当勉

強もしてるだろうし、見る力もあるでしょうし、す

ごいです、すごいです。そして、品評会、肥育のは

常に最優秀賞ですね、市来農芸、もうすごいです、

市内でも。 

 そして、また一つ、ふるさと納税でも、これ、季

節の野菜、豚肉加工品、豚みそ、ジュース、ジャム、

それがふるさと納税の寄附金として返礼品になって

ますね、なるそうです。なってんでしょう、出てま

すからね。だから、とんでもない話になってますっ

ていうぐらい市来農芸すごいです。 

 それから、神村学園、これはもう、さっき市長が

おっしゃってましたように、全国メジャーですね。

すばらしい。いろんなところで全国メジャー、本市

にあるわけです。そして、なでしこジャパン、輩出

してますよね。これもまたすごいことだと思います。

そんなとこがあります。 

 そして、串木野高等学校は、市長の大きな力によ

って、見事にＶ字回復した。まだまだ、どんどんど

んどんいける高校が三つあります。 

 やはり、ここらあたりを、先ほどおっしゃいまし

たようにスポーツ・文化、学力もですけど、これ交

流を小・中も含めてぜひやってもらいたい。やらな

いかんと思ってます。そりゃ相当なものが詰まって

ますよ、各学校には。だから、これはやる必要があ

ると。球技大会でこんだけ小さくなった子供たちを

広げていける、増やしていける可能性というのは、

地方創生の教育であるんじゃないかなというふうに

考えております。 

 それから、きのうの西中間議員の答弁の中に、西

中間議員がおっしゃったと思いますが、外国人留学

生の中で、神村学園に50名ぐらい、タイとかベトナ

ムとか、来ていらっしゃいます。聞くところによれ
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ば、２年ぐらい本市に滞在される予定だそうですね。

勉強されるんでしょう。それで１年たたないです、

半年ぐらいで、日本語をほとんど話すんですね、英

語圏域の方もいらっしゃいます。英語もですよ。本

市は英語もやってますから。だから、こういった

方々は、どこか日本の大学に行かれるでしょう、恐

らく。京都大学であったり、多分そうだと思います。

いろんな大学に行かれると思います。で、勉強され

て、大学院まで行って、本国に帰られるんですね。 

 ですから、そのときに２年間のタイミングを、

我々は活かしていかなければならないと思ってます。

で、グローバルな人材を今から、日本人が、さっき

市長がアメリカの話をされましたけど、いや、本当

そうですよ。それを我々はできる立場にある。この

ことを、私はやるべきだと思います。ですから、学

校の高校の交流というより、スペシャリスト、社会

に適応していくための、何といいますか、これは市

長の大綱の中でうたわれていくでしょうけど、やは

り、これを急いで、どんどんどんどん進めていくこ

とが必要だと思っております。 

 それから、市長が先ほどおっしゃいました文教。

文教でまちをつくっていくんだと。食と文教。これ

やないですか。僕は、答えが出てるじゃないですか

というぐらいたくさんありますよね。 

 そのためには、市長がおっしゃるように、留学生、

本市の子供たちがイギリスでもアメリカでもいいん

ですよ、タイでもベトナムでもいいですよ、行って

勉強してくる薩摩藩留学生、そうじゃないですか。

そのために、給付型、いろいろあるでしょう、奨学

金。これは市長、ぜひやってほしいですよ。今だか

らできるんです。うちじゃないとできないんです、

これ。 

 ちょっと、時間がどんどん迫ってますけど。私は、

きのうの答弁はそれでいい、今さっきの答弁はそれ

でいいですけど、そうじゃないと思います。やるべ

きだと思います。手法については、我々が話すこと

ではありませんけど、であります。 

 繰り返すようになりますけど、本市のすばらしい

教育がありますね。これ、市民が知らないとだめな

んです、まず。市民が知って、そして、市長が教育

会議で、大綱で方向性を示して、そして、社会総が

かりで取り組んで、地方創生という手法でスピーデ

ィーにやるということであると思いますが、いかが

でしょうか。 

○市長（田畑誠一君） 一貫して、このグローバル

な国際化社会に、大きく躍動してすべきだという、

特に若者に期待をしたいというお話であります。そ

ういったことで、再び、150年前にさかのぼって、

再びここを支点にして世界を見渡したらどうかとい

うお話であります。きのうの西中間議員の御意見と

全く同じだと思います。 

 やっぱりそのためには、学生は経済的にも苦しい

わけですから、我々がすべきことは、そういった支

援ですよね、確かに。今、本市の場合は、今の制度

というのは１万5,000円から３万円という貸与型、

働くようになったら返してくださいというのしか今、

ないんですよね。そこで、しかし、本当に力強く学

生の諸君も、若者を伸び伸びと伸ばしていくために

は、今、おっしゃいました、また、何回も申し上げ

ますが、西中間議員もきのうおっしゃった、給付型

がやはり理想ですよね。ただ、そういうことで、学

生の支援については、今現在は貸与型で、こういう

ことをしてますと。給付型については、理想なんで

すが、当面は一つ、国の制度やら活用してください

ということを、きのう御答弁申し上げましたが、こ

れからも、将来への夢を託す研究課題だと思ってお

ります。 

 そういうことで、ずっとお述べになっております

ように、本当にさっき申し上げましたので詳しくは

言いませんが、三つの特色ある高校があるんですね。

だから私は、食のまちとあわせて、我がまちは文教

のまちでも売りたいんだ、そうであるんじゃないか

というふうに私は思っております。 

 それで、地方創生といいますと、地方創生という

のは要するに地方が栄えることです。できるなら、

地方が自分の力で人口増が図れれば理想です。でも、

その基礎固めのために、まず少なくとも地方から人

を出さないことに力を入れてくれというのが、まず

地方創生の第一歩だと思う。しからばどうすればい

いか。これは、いろいろありますけど、交流人口を
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増やすこともありますが、やはり一番の特効薬は、

何といっても企業誘致、働く場所です。そういった

意味で、企業誘致に関する全国でもトップクラスの

優遇制度を議会の皆さんの御承認をいただいて確立

をしております。そのことを活用して、ヒガシマル

さんであり、濵田酒造さんであり、それから、今度

のプリマハムさんであります。プリマハムさんにも

高校卒業した子供やら学生なんかも就職したという

ことを聞いております。10月から操業開始予定の、

これまた議会の皆さん方に同意をいただきました、

うちの支援制度に魅力、それと古くからの友人、い

ろんな関係で、おかげさまで来ていただいたわけで

すが、今、求人を、募集をしても、人が集まらんち

ゅうことをよく、そりゃ年齢層によりますよ、もち

ろん、聞いておったんですけど、このアールエフは、

何と30名の応募に対して10倍を超えたんですね、

300名から応募してるんですよ。恐らく、だから、

仕事がなくて外へ出てる人たちが、もし受かったら

帰ってこようと、そういう人たちがかなりいたんじ

ゃないかなと思います。 

 そういった意味で、やはり地方創生の核として、

教育振興もですが、企業誘致などを図って、若い人

に将来夢を広げてもらいたいというふうに考えてお

ります。そういった点で、議会の皆さんと施策をさ

らに練り上げていきたいというに考えております。 

○11番（西別府 治君） 少しまだ時間があります

から、市長、外に出ない政策をつくっていく、子供

たちがですね。そして、出ないこともですけど、入

ってくる政策も今どんどん打たれてます、していく。

やはり、少ない子供たちが、うちいいよと友達にも

言える環境づくりを私は進めるべきだと思いますね。

そのためには、やはり市長、三つの特色ある高校を

行政も一緒になって、串木野高校と市来農芸は公立

ですからスムーズな流れがあります。私学は私学助

成、私学振興ということで、今までちょっと別であ

りました。でも、首長は、大学やら私学については

何か言えないよねというのが、今までの教育委員会

の姿でありましたけど、これが改革によって首長が

さまざまな連携をとれるようになっておりますので、

ぜひそこらあたりの、私学との隔たりも超えていか

れて、３校全体での子供たち、そしてまた、高校生

の交流、そして、タイやらベトナムから来ている留

学生含めたトータルな政策を、交流を打ち出してい

ただきたいと思いますが、いかがですか。 

○市長（田畑誠一君） 例えば、この私立学校の、

今、神村学園の例を話しておられますが、神村学園

には日本語学科にベトナムやネパールなどから45人

留学生が在籍しております。そして、商店街イベン

トでの出店や国際料理教室などを通して、地域との

交流の機会もどんどんみずから増やしておられる。 

 また、雇用の場の確保が課題となる一方で、多く

の事業所で人手不足感があり、特に小売り・飲食店

等ではアルバイトとして貴重な担い手となっている

状況にあります。西別府議員も食事やら行かれて感

じられると思いますが、それから、コンビニとかで

すね。感心ですね、一生懸命働いてますね。昼は勉

強するんでしょうが。本当、私も感心してますね。

いいことだなと思ってます。そのこと自体がいわゆ

る国際交流につながってるわけですからね。 

 そういったことで、留学生の存在というのは本市

の特徴の一つであって、例えば、商店街等の空き店

舗・空き家を活用した居住支援などによって、人手

不足の解消と、国際色豊かなにぎわいのあるまちづ

くりができないかなと検討してみたいと考えており

ます。 

○11番（西別府 治君） あと、市長、さらなる強

い連携を進めていかれることを申しまして、全ての

質問を終わります。 

○副議長（濵田 尚君） 次に、松崎幹夫議員の発

言を許します。 

   ［１番松崎幹夫君登壇］ 

○１番（松崎幹夫君） 皆さん、おはようございま

す。先日の台風15号により被災されました皆様方に

心からお見舞いを申し上げます。一日も早い復興を

願っております。 

 それでは、通告に従いまして、４件について質問

をいたします。 

 １番の消防行政について。 

 水利の確保について伺いますが、近年、火災の発

生は少なくなってきていますが、火災が発生し、サ



 
- 74 -

イレンが鳴ったとき、現場はどんな場所か、水利は

あるか、私も消防分団員ですので想像をしますが、

特に山間部の林野火災や水利のないところでの火災

に対し、水利はどこからと考えてしまいます。 

 現在、市内の消火栓、防火水槽、ため池、河川等

はどれだけあるか、常に確認はされていると思いま

すが、私たちも各分団ではわかっていても、全体的

に把握していませんので、消火栓、防火水槽、ため

池など教えていただきたい。 

 また、消火栓、防火水槽の充足率はどのくらいか。 

 そして、消防水利の調査や確認はしているのか伺

いまして、壇上からの質問といたします。 

   ［市長田畑誠一君登壇］ 

○市長（田畑誠一君） 松崎幹夫議員の質問にお答

えをいたします。 

 消防水利の基準と充足率についてでありますが、

平成27年４月１日現在、設置目標数847基に対しま

して、消火栓が544基、防火水槽が297基、合計841

基でありまして、充足率で申し上げますと99.29％

であります。 

 消防水利の調査につきましては、毎月定期的に調

査して、使用可否を踏まえた減水状況等の確認や、

標識等の取りかえ、雑草の除去なども実施をしてお

ります。 

 もう一つございました。防火水槽や消火栓は、年

次的に計画で設置していますが、新設された場合は、

全分団の消防団員の方々に、分団長を通して周知を

図っております。そして、地元団員の方々には、現

地確認をしていただいているところであります。 

○１番（松崎幹夫君） 今、消火栓、防火水槽が

841基、99.29％、大変高い数字であるというふうに

思います。ただ、今、ため池のほうの数が出てこな

かったんですが、なぜ聞いたかといいますと、２年

近く前に羽島で深夜に火災が発生をいたしました。

水利部署が万福池でありました。真っ暗闇の中、水

利は万福池ですからたくさんありました。しかし、

吸管が届かずに、ダブルでつないで水を出したわけ

でございます。水利はあるけれども、県道から離れ

て吸管が届かないと。ですから、そういう場合に、

消防車両が万福池に入るようにコンクリート舗装を

していただくと。そして中のほうに入ることができ

ないか。 

 また、そういうようなため池等が市内に幾つある

のか。水利があって、コンクリート舗装など、何ら

かの形で消防車両を入れることができないか伺いま

す。 

○市長（田畑誠一君） たしか２年前の寒いときだ

ったと思いますが、あられが降ってたというふうに

聞いてますけど、あの深夜の消火作業に当たられた、

大変御苦労であられたと思います。寒さと空腹でと

いうことを後でお聞きをしましたが、距離が非常に

ありますので、ホースをつなぐのに、ため池まで、

大変御苦労されたということをお聞きをしておりま

す。そういったこと、体験を踏まえての御質問だと

思います。 

 市が管理するため池は、万福池をはじめ、市内に

23カ所あります。そのうち、消防ポンプ車が水利部

署できる箇所は９カ所であります。水利部署可能な

箇所の一部に舗装をされていないところもあります

ので、今お述べになったとおりですね、今後やはり

現地調査を踏まえて検討してまいりたいと思います。 

 ちなみに申し上げますと、自然水利である池や河

川も緊急時は活用する場合があるわけですが、渇水

や水量不足などの懸念もあり、常時期待できません

ので、消防水利としての指定はなされてない状況に

あります。でも、場合によっては万福池みたいに活

用するということであります。 

○１番（松崎幹夫君） 今、ため池のほうが23カ所

で、九つは前向きに検討していただくというふうに

お聞きをいたしました。 

 ため池の場合、本当に、渇水時期は水がなかった

りして、また、危険箇所でもあります。ですからフ

ェンスもしてありますので、簡単には入れないとい

う部分になってくると思いますけれども、フェンス

の鍵をあけて消防車両を入れられるように、前向き

に検討をしていただきたいというふうに思います。 

 また、先ほど、水利の数を確認しましたが、各分

団においても、毎月、地理調査をし、確認をしてお

ります。今は、消防分団においては、隣接の分団ま

で地理調査をするようになっております。ですから、
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羽島の場合、荒川まで地理調査をして、何かあった

ときには、常に荒川まで出動するという形で地理調

査をしております。ですから、もしもの場合に備え

て、市民の生命・財産を守る部分からも各分団の水

利の確認を徹底していただきたい。 

 そしてまた、そういうため池等におきましてはや

っぱり、私も見に行きました、９カ所全部は見れな

かったんですが、入れるところは入れますので、で

きるだけコンクリートをして、消防車両が入って、

水利が届くところに部署できたら全然違いますので、

そういう部分では前向きにお願いをいただきたいと

いうふうに思います。 

 また、次の部分でありますけれども、新たな消防

防火水槽を設置する考えはないか伺いますが、この

９月議会でも防火水槽設置が上がっております。大

変嬉しいことであります。山間部に行けば行くほど

水利がなくなります。しかし、水は必要であります

ので、消防法もありますけれども、どこでもという

わけにはいきませんが、消火栓や防火水槽を、消防

本部のほうで計画的に設置していただきたいが、そ

の件についてはいかがでしょうか。 

○市長（田畑誠一君） よく「火事は最初の５分

間」とも言われております。したがいまして、一刻

も早く消火体制に入ることが一番重要だと思います。

そういった面で、特に山間部等につきましては、こ

の間の事例でもお話しなさいましたとおり、ため池

等も活用する。だったらやっぱり、水利がちゃんと

できるように整えるちゅうことは大事でありますの

で、現場を確認の上、整備をしてまいりたいという

ふうに考えております。 

 次に、山火事に対する防火水槽の設置のお尋ねで

ありますが、御承知のとおり、火災防御方法として

池や谷川などの利用、防火線設定による延焼防止、

必要により空中消火などがあります。 

 防火水槽の設置につきましては、消防水利の告示

基準でその指針が示されております。お尋ねの山間

部や山林付近に住宅等があり、水利不足している地

域に対しては、これらの基準や要件を踏まえて、今

後、年次的に優先度を考慮しながら設置計画をして

まいりたいと考えております。 

○１番（松崎幹夫君） 本当に、やっぱり消防団員

にとっては、山間部での火災といったときには、一

番は水利です。ですから、そういう部分では、消防

法がありますので、しっかりとした形で、できる範

囲、消火栓、防火水槽を増やしていただきたいとい

うふうに思います。 

 充足率でいっても99.29％といえば、もう100％に

近い数字でありますけれども、増やすほうにいけば

幾らでもオーケーですので、どうかそういう形で、

前向きに御検討をいただきたいと。消防団にとって

も、増えることが一番嬉しいことでありますので、

よろしくお願いをいたしまして、１番の消防行政に

ついては、終わらさせていただきます。 

 次に、学校教育におけるインターネット利用につ

いてでありますが、小学校、中学校におけるタブレ

ット端末の利用についてということでございますが、

今の現状と今後の活用策を伺います。 

 また、小規模校での活用としては、複式学級の取

り組みについてはどうか伺ってみたいと思います。

よろしくお願いします。 

○教育長（有村 孝君） おはようございます。 

 小・中学校におけるタブレット端末の導入状況に

ついてでございますが、現在は、川上小学校へ５台

ほど導入しております。主に漢字ドリルあるいは計

算ドリルなどの個別学習や、学び合いでの表現手段

としてタブレット端末を活用しております。 

 また、来年度、まず中学校２校の生徒用パソコン

をタブレット端末に切りかえまして、以降は各小・

中学校のパソコンを年次的に切りかえていくことを

検討しております。 

 タブレット端末の活用例といたしましては、大型

ディスプレイにタブレット端末の複数の画面を並べ

て表示できたり、そういったような機能を持たせる

こと、また、そのことによりまして、それぞれの子

供たちの考え方や方法の違いなどに気づかせること

が可能でございます。 

 また、タブレット端末は、タッチパネルであるこ

とから、キーボード操作に不慣れな児童・生徒も比

較的抵抗なく活用することができ、簡易な操作で使

用することで、より高い学習効果が得られるものと
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考えております。 

 複式小規模校の学校でも活用が非常に有効ではな

かろうかなとは考えております。ただ、まだ、現在

のところは、川上小学校の５台だけが導入されてい

るという現状でございます。 

○１番（松崎幹夫君） 私自身もタブレット端末を

進めるほうで言ってるわけではございません。予算

もありますし、私もアナログ派でございますので、

インターネットに弱いほうでございますので、でき

たら、まだまだ子供たちにも、そういう部分では、

しっかり本のほうで勉強していただきたいというふ

うに思います。ただ、鹿児島県は児童・生徒用コン

ピューターが4.5人に１人と、全国１位の普及率で

あるということで、鹿児島市においても117校950台

タブレットを導入しているということでございます。

ですから、今からは、タブレット授業が本当に進ん

でいく時代になってくるというふうに思いますけれ

ども、まだまだ子供たちにとっては、パソコンを使

いながら、川上小にあるタブレットを使いながら、

少しずつでも慣れていく姿にしていただきたいとい

うふうに思っております。 

 また、この前、７月に、デジタル教科書の活用法

による研修会もありましたが、デジタル教科書につ

いてはいかがですか。 

 またそれと、電子黒板の利用状況についてはいか

がか、お伺いをいたします。 

○教育長（有村 孝君） デジタル教科書の活用法

にかかわる教員研修会を去る８月に実施いたしまし

た。そのことについての質問だと思いますが、本年

度、教科書改訂にあわせまして、小規模校４小学校

に国語のデジタル教科書を導入をいたしました。そ

こで、このデジタル教科書の効果的な活用による授

業の充実や、教員の指導力向上を図るために、夏季

休業中にデジタル教科書活用に係る教員研修会を開

催したところでございます。 

 当日は、教科書出版社からの講師を招聘いたしま

して、市内の小・中学校の教員20名に加えまして、

６名の議員の方々にもお越しいただき、一緒に研修

ができました。ありがとうございました。 

 具体的な内容といたしましては、教科書の挿絵を

スクリーンへ大きく映したり、それを皆で、子供た

ちに検討させる方法とか、あるいは、朗読の声に合

わせまして、教材文の色が変わることで、児童にス

ムーズに物語を読み取らせる方法、また、そのよう

なデジタル教科書のよさを実際に教員が体験をする

とともに、授業での具体的な活用法について研修を

深めたところでございます。 

 デジタル教科書は、これまでの紙の教科書を補う

ものでございまして、それに取ってかわるものでは

ございません。紙の教科書がなくなるということで

はございませんので、御了承ください。 

 今後とも、その有効な活用を図りながら、児童・

生徒の学力向上に取り組んでまいりたいと考えてい

るところでございます。 

 また、英語のまちにふさわしく、来年度の中学校

教科書改訂にあわせまして、英語のデジタル教科書

の導入についても、今後、検討をしてまいりたいと

考えております。 

 電子黒板の設置についてでございますが、各学年

に１台ずつは配布してございます。ただ、学級に配

置するのは中型のテレビでございます。パソコンと

連携して、電子黒板の一部の機能は、それで果たせ

ているということでございます。 

○１番（松崎幹夫君） ８月のデジタル教科書の活

用法の研修会、案内が来ましたが、私、行っており

ません、すみませんでした。 

 自分の思いとして、先ほど教育長先生が言われた

ように、紙の教科書がなくなるという部分ではない

ということでありますので、さっきも言いましたよ

うにアナログ派としましては、しっかり本で勉強し

てくれというのが思いなんですが、必ず、今からは

そういうふうに変わっていくというふうに思います。 

 ただ、電子黒板のことを言ったのは、学校で私も

実際、見にいきましたら、小さいですよね。教室の

中で見る分でいったら、やっぱり小さいなというふ

うに思いましたので、そこを改善するとなれば、ま

た別にタブレット端末を入れたほうがいいのかなと

いうふうに思いますけれども、自分で見た感じでは、

電子黒板が小さく感じたように思いましたので、改

善できたらなというふうに思っておりますので、そ



 
- 77 -

の辺もまた、活用、そしてまた、改善できる部分は、

改善していっていただきたいというふうに思います。 

 最後にですね、もう一つ、各学校同士の活用はな

いか伺います。 

○教育長（有村 孝君） 小規模校を指していらっ

しゃると思うんですが、各学校同士のやりとりには

どんな方法があるだろうかという御質問だと思いま

すが、現在のところ、学校パソコンの画像等の処理

能力の問題から、インターネット回線を利用したテ

レビ電話システム等は導入いたしておりません。小

規模校では、子供たちが調べ学習の成果を発表し合

ったり、感想を述べ合ったりするときに、多様な意

見が不足しがちでございます。小規模校のデメリッ

トの一つじゃなかろうかなと思ってるんですが。そ

れを補うための手段の一つとして、小規模校を対象

に、パソコンとカメラとマイクを用いて双方向で映

像と音声のやりとりができる新たなテレビ電話シス

テムを使って、各学校間で意見交換が行えるような

機器を導入する授業の実施を来年度に向けて検討は

いたしております。 

○１番（松崎幹夫君） 正直言いまして、小規模校

だからなおのこと、複式学級があるわけですので、

そういうタブレットとか、パソコンを使ったテレビ

同士の会話をするとか、そういうのが一番いい形で

学校同士のつき合いができるんじゃないかなという

ふうに思ったんですが、また今後あるということで

ございます。 

 さっきも言いました。小規模校が増えれば、本当

にタブレット授業が重要になってまいります。しか

し、昨日も同僚議員からありましたように、道徳教

育が私は一番基本だというふうに思っております。

そういう部分では、道徳を格上げした授業という形

で、命を大切にする心、他人を思いやる心、そうい

う心を指導をしていただきたいというのが一番であ

ります。 

 自分自身がタブレットに弱いのにインターネット

の質問をしました。これからのことをお願いしたい

という部分で質問をさせていただきました。このこ

とについて私は質問したかったんでなくて、２番目

にあります、インターネット環境について質問をし

たいということで、市長よろしくお願いをしたいと

思います。 

 インターネット環境でいえば、羽島に光回線がき

てない。10年ぐらい前に地元でアンケートをとって、

光回線をつないでほしいという声が多くありました

ので、進めましたけれども、お金がたくさんかかる

ということで進みませんでした。そして、そのとき

にＡＤＳＬ、関西ブロードバンドですね、につない

で、今現在に至っております。ＮＴＴさんに確認を

いたしましたら、普通は戸数が3,000軒ぐらいあれ

ばＮＴＴさんのほうが自力で、条件がよければつな

ぐということであります。しかし、羽島は1,000軒

しかないと言われましたが、もう今、1,000軒もあ

りません。750軒もありません。ですから、ＮＴＴ

さんが自力でつなぐということは、もう絶対にあり

ません。ですから、市の負担を出してでもつないで

いただけるのか。子供たちが使う部分で考えれば、

平等でなければいけないというふうに思いますが、

市長、光回線の件、どう思うかお伺いをいたします。 

○市長（田畑誠一君） 羽島地域での、このインタ

ーネットの環境についてであります。 

 現在、羽島地域につきましては、さっきお述べに

なられましたとおり、平成22年２月に市のブロード

バンド・ゼロ対策事業として約1,000万円の事業費

でＡＤＳＬのサービスを開始しております。ＡＤＳ

Ｌもブロードバンド、いわゆる高速回線ではありま

すが、電話局から離れるに従い通信速度が遅くなる

ため、接続状態が安定しない場合があります。 

 本市から提供事業者の西日本電信電話株式会社へ、

羽島地域の光回線整備について要望をいたしました

ところ、串木野・羽島間の5.5キロメートル及び羽

島地域25キロメートルに光回線を敷設し、必要な整

備を構築するとしますと費用が約１億8,000万円か

かると試算で示され、この費用の約４割の7,000万

円を自治体が支援をしなければならないということ

と、羽島地区の３割の約300戸の加入が見込める場

合に光サービスの提供ができるとのことでありまし

た。 

 光サービスが開始された場合の個人の初期投資費

として、屋内工事費など１万8,000円のほかに、光
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回線引き込み費用も発生することも考えられること

から、３割の加入が見込めるかの検討も必要だと思

います。 

 また、光回線以外にも、無線を利用したワイマッ

クスによるインターネットサービスが、羽島地域で

も利用できることや、より高速なワイマックス２が

使用できる範囲が、平成27年10月までに拡大される

ことを踏まえながら、今後も通信環境の改善に向け

た要望、協議を通信事業者に行うとともに、通信事

業の動向、新たな技術革新等を注視してまいりたい

というふうに考えております。 

○１番（松崎幹夫君） ＮＴＴさんも、羽島全域、

土川まで含めて7,000万円の負担金をお願いしたい

ということを言われましたけれども、逆に、土川は

よかでとか、山ん上はもうよかでというふうになれ

ば、負担金は下がってきますと。しかし、そういう

のもまたできませんので、そういう部分では、今、

市長も言われましたスマートフォンを利用したりと

か、他の選択肢もあるという部分も言われましたの

で、もう一回、子供たちだけで使う部分なら平等に

お願いしますと言いたいですけど、そうすると、羽

島の町だけ、学校周辺だけすれば、また簡単にでき

るというふうにも言われましたが、そういうわけに

もいきませんので、もう１回、地域の皆さんにも御

理解いただく部分で、れいめい羽島協議会の会長と

も話をしまして、もう一回アンケートをとろうと。

とった中でどれだけの方が賛同するのか。今現在、

ＡＤＳＬに100軒の方が参加をされているというこ

とでございます。とてもじゃありませんが300軒な

んて、もう今からはないですので。ですからやっぱ

り、あとはどのくらいの方々が参加して、どれだけ、

市長、御協力いただけるかという部分では、また今

後もう一回、アンケートをとった形で御相談に来た

いというふうに思っておりますので、前向きな方向

で御検討をよろしくお願いをいたしまして、この件

を終わらさせていただきます。 

 次に、３番目の少子化対策についてであります。 

 市内の若者を対象とした婚活の取り組みについて

積極的に進めていくべきではないかということで、

先ほど同僚議員のほうは、高校までという部分であ

りました。私は、その卒業した後の婚活を狙って、

何とかこの少子化対策にならないかという部分で質

問をさせていただきたいと思います。 

 現在、少子化、人口減少、本当に考えるだけで、

少なくなっていきますので大変であります。人口減

少への取り組みとしては、先ほど市長も言いました、

定住促進住宅の補助とかいろいろと、合併浄化槽補

助、リフォーム補助、そしてまた、今回も住宅建設

などがあります。そしてまた、雇用についても、先

ほど言われましたように、市内の企業さんが、誘致

をしていただいて、多くの雇用も今現在あるという

ことで、うれしいことであります。 

 しかし、先ほど同僚議員が言いましたように、高

校を卒業した後にいかにこの本市に住んでいただく

かという部分で考えれば、やっぱりここで、婚活に

対する、市長が、思い切った施策がないことには、

前には進まないんじゃないかなというふうに思いま

す。ですから、まずもって、市長がどう思っていら

っしゃるかお伺いしたいと思います。 

○市長（田畑誠一君） 先ほど西別府議員のほうか

ら、三つの特色のある高校がある、この高校を活か

せ、高校を大いに支援して、一言で言ったら生徒数

を増やしなさいよというようなお話だったと思いま

すが、高校の充実が、さっきの光じゃないですけど、

次の婚活・光につながるものと思っております。 

 そこで、本市の婚活について、少子化対策であり

ますが、本市の婚姻件数は減少傾向にあります。そ

れと、初婚の平均年齢が高くなるとともに、年代別

未婚率でも特に30代前半、40代前半の男性で、県と

比較しても高い状況にあるなど、このことがやっぱ

り少子化の要因の大きな一つであると認識をしてお

ります。 

 このため、平成24年度から始めた出会いサポート

事業では、いずれも市婦人会から御提案のあったイ

ベントを開催していただき、７回の開催で延べ615

人が参加され、うち市内は215人です。その中で50

組のカップルが誕生、うち市内が37名であり、結婚

された方々もおいでと聞いております。 

 今年度は、婦人会の皆さんのほかに、これまでも

活動されてきた市来若者隊の皆さんも、この事業を
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活用して実施されることになっており、引き続き、

積極的な支援を行ってまいりたいと考えております

し、その成果に大きく期待をしているところであり

ます。 

○１番（松崎幹夫君） 私もなれないインターネッ

トを見たときに、ジャーナリストの白河桃子さんと

いう方が、「婚活で少子化対策を考えるなら、20代、

30代の出産適齢期の女性が少ないのが原因なら、ま

ず地域にその年代の人に来てもらうための雇用が大

事。結婚は経済と愛の問題だと思います。経済は共

働き夫婦が安心して子育てができる世の中になれば、

かなりクリアできます。愛は、日本人は恋愛しない

国民。異性と交際経験がないという人が、30歳過ぎ

ても５人に１人はいます。働いていて経済的には問

題がない人でも、愛の問題は克服できません。まず

は恋愛から始めよう。結婚するまでつき合った平均

人数は、男性が５人、女性が4.5人だそうです。つ

まり、4.5人目の人と結婚する人が多い。まずは恋

愛から。特に地方の場合、婚活だけじゃだめです。

１に雇用、２に雇用、３、４がなくて５に婚活ぐら

いです」と書いてありました。 

 本市の場合、若い女性を集めるなら雇用、若い男

性を集めるなら恋愛というふうに思いますけど、と

てもじゃないですけど自分から積極的に恋愛をする

というふうには進まないというふうに思っておりま

す。 

 ですから、やっぱり婚活をするには、テレビ局を

連れてくるというのが一番じゃないかなというふう

に思います。ＴＢＳテレビの「ナイナイのお見合い

大作戦！」という番組がありますけれども、物すご

い視聴率であります。ですから、ここに出るからと

手を挙げても、簡単にはいきません。ですけど、や

っぱりこういうのをしていかないと婚活が進まない。

羽島にも、常に今、テレビ局が来ております。市長

もこの前テレビに出られて、猿島の話で、「地域を

盛り上げてください。去ることがないように」と洒

落まで言われました。やっぱり、そのぐらい誰もが

見ています。そういう話をされます。ですから、テ

レビ局を連れてくるということが、一番強いかもし

れません。 

 しかし、そう簡単にはいかないとなれば、やっぱ

り自分たちで何とか婚活を計画をしないといけない。

思いは、薩摩藩英国留学生記念館を取り上げて、記

念館プラス観光船で、羽島に集めてやるとか、いい

とこバスを利用して、県内から募集をして集めると

か、そして羽島には人魚姫もいます。スキューバダ

イビングで若者を集めて婚活をやるとか、そういう

いろいろな形をつくってやると。 

 簡単に言えば、担当課は政策課の片隅でやるんじ

ゃなくて、担当課をつくって婚活をやる。少子化に

対して頑張っていくという部分に考えられないかと。

そこまで行けないなら、プロジェクトチームをつく

って、何とか若者を呼ぶという形で、具体的に市長、

どう考えていらっしゃるか、お伺いをいたします。 

○市長（田畑誠一君） テレビ局のお話をされまし

たが、本当にテレビの影響ちゅうのは、力というの

は物すごいものがあります。今お話しなさいました

「ナイナイのお見合い大作戦！」、これは先週も放

送がございましたが、地元の独身男性とのお見合い

に、全国から応募で、女性の参加者に来ていただく

もので、出会いの機会はもちろん、自治体にとって

も、地域活性化や魅力の発信の一助にもなる企画で

はないかと思っております。大変アイデアに富んだ

企画だと思います。 

 それゆえに、現在の自治体の応募は十数カ所と言

われるなど、大変な人気で、数年待たなけりゃ開催

できないという状況と伺っております。また、開催

地となる地方自治体は、宿泊の手配なども含め、市

民や団体の皆様にも多くの協力をいただくことが必

要になるようです。まさに、地域を挙げた取り組み

といえるんじゃなかろうかと思います。自治体の予

算的な負担もあるようですが、今後、情報の収集や

ら検討をしたいと思います。 

 我々は何事も何か、よそが非常によく見えるもん

であります。でも、よく足元を見たら、足元に宝が

いっぱいある。人材にしても、ほかの全てですね。

食べ物にしても何にしても、宝がいっぱいあると思

います。その宝をどういうふうに探して、それを磨

いていくか、その心意気にかかると思っております。 

 今、たくさんの本市の魅力あるいろんな、今、取
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り組んでおられることなんかを、いろいろお話をさ

れました。まさに、いきいきバスやら人魚姫やら、

いろいろ話をされましたが、まさにそういったもの

を取り合わせれば、それそのものが本当に婚活のモ

デルになるんじゃなかろうかと思います。地域を活

かすという意味でも、最高のものだと思っています。 

 よく、未婚の方々にお聞きをしますと、出会いの

機会がないと言います。こんな開けた時代にと私な

んか思いますけれども、それほど実際は深刻なんで

すね、出会いの機会がない。ということがありまし

て、７年前から地域婦人団体、いわゆる市婦連の皆

さん方が立ち上がって、結婚まで結びつけられたと

いう事例も挙がっておりますし、50組もカップルは

誕生してるわけですね。それに、今度は、地域おこ

しに一生懸命取り組んでいる市来若者隊の皆さんも

加わるということですから、大変期待をしていると

ころであります。 

○１番（松崎幹夫君） ２番の各種団体や企業との

連携の取り組みはできないかという部分にも入って

くるんですけど、宝がたくさんあっても、市長、動

く人がいないと、まとめる人がいないと、先には進

まないというふうに思うんですよ。ですからやっぱ

り、本当に担当課じゃありませんけれども、そうい

う流れをつくらないことには、若者は自分からそう

いう婚活に参加しません。 

 ですから、婦人会の皆さん方が一生懸命して、本

当に615人集めたということは、すごいことです。

しかし、これを一団体じゃなくして、市来若者隊も、

青年団も、商工会青年部も、青年会議所もと、全部

がまとまって、登録制にして、一つの大きな盛り上

がりにしたら、また多くの若者が集まって、必ず結

果としてはいい方向に、そしてまた、地元に住むか

もしれないんです。だから、そういう部分も考えて

いただきたい。 

 そして、やっぱりカップルになって終わりじゃな

くして、結婚して終わりじゃなくして、ここに住ん

でいただいて、子供をつくっていただいて、この地

に住んでいただくというのが一番の目標であります。

それが、少子化対策になってくるというふうに思い

ますので、声高らかに、企業さんも含めて、企業の

方々にも参加していただいて、そして、若者を一緒

に、従業員も参加していただいて、一つの盛り上が

りを。あの商工会議所青年部がＧＥＮＫＩ祭りとい

うふうにやっております。あれは、いちき串木野市

市民の皆さん方の祭りになっておりますけれども、

婚活でいけば、そういう形で、また別で、各種団体

が集まって、そして、そこで婚活をやるというふう

になれば、若か者ばかり集まって、必ず形ができ上

がってくるというふうに思います。 

 そういう部分では、いま一度、形をつくる部分で

は、市長、いかがでしょうか、考えがあればお願い

をいたします。 

○市長（田畑誠一君） やはり、今おっしゃいまし

たとおり、他団体への広がりちゅうのが非常に大事

だと思います。出会いサポート事業を開始してから、

全国的にも自治体や各種の団体による取り組みは大

きく広がっており、また、商店街を舞台にした、い

わゆる街コンなどの手法や形態も、近年多様化して

きております。 

 今年は、これまでも取り組みをされてきた市来若

者隊の皆さんも活動されるということで、大変楽し

みにしておりますが、市内の飲食店や観光施設、地

域資源の活用など、まちの活性化につながるような

効果的な取り組みとして、その他の各種団体や、ま

ちづくり協議会などにも広がり、連携が図られるよ

うに、そして大きな力に、大きな輪になるように、

行政としても心しなきゃならないと思っております。 

 つい先だって、私はある結婚式に参りました。そ

したら、若い連中に聞いたら、出会いは、やっぱり

サークル活動で知り合ったと、これ出会いですよね。

だから、サークル活動そのものも、結局、婚活なん

ですね。そういうふうに思って、そんな機会ちゅう

のは大事なんだなということを痛感しながら、お祝

いに参加していることでありました。 

 これまでも、今、言うように、誰かそこに、よく、

これは表現が悪いですけど、お許しをいただいて、

もう夢中で、我が家のことも何もけも、うっちょれ

てする人が誰かおらないかん。いい意味で、地方の

言葉でばかになりきる人がという表現をしますけれ

ども、そういう、何でもそうですけど、機関車役に
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なる人がいないと、やっぱり話は進まんわけですね。

思いはあるけど、なかなか先頭に立ちきらん。だか

ら、そういった面で、まさに、松崎議員の青年活動

というのは、市の代表だと思います。市も一生懸命

取り組みますが、そういった部分で、松崎議員にも

ひとつ、牽引者となって頑張っていただきたいとい

うふうに期待をしております。 

○副議長（濵田 尚君） 松崎議員、質問の途中で

すけれども。 

 もう１回やりますか。 

○１番（松崎幹夫君） もう１回で終わります。 

○副議長（濵田 尚君） では、この項目までした

いと思います。 

○１番（松崎幹夫君） はい、済みません。 

 今、反対に市長から振られましたけれども、正直

言って、やっぱり出会いが大事です。そういう部分

では、各種団体が本当にまとまった中でやることで

必ず変わってくるというふうに思います。 

 私は政策課に振ったのに、私に振られてきました

けれども、お互いに、姿をつくっていく部分では、

やらないといけないというふうに思います。そうい

う活動をできるように。本腰を入れてやらないと、

少子化対策、子供を増やす部分にはなっていかない

というふうに思いますので、どうかよろしくお願い

します。 

○副議長（濵田 尚君） よろしいですかね。 

 それでは、ここで昼食のため休憩いたします。 

 再開は、午後１時10分といたします。 

             休憩 午後０時01分 

             ───────── 

             再開 午後１時10分 

○議長（下迫田良信君） 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

○教育長（有村 孝君） 松崎議員の午前中の答弁

に対しまして、少し誤りがありましたので、訂正を

させていただきたいと思います。 

 電子黒板の配置状況につきまして、学年に１台ず

つ配置してあると申し上げましたけれども、各学校

に１台ずつでございました。学年に１台ずつと申し

上げたのは、今年配置しました中学校で、学年１台

ずつ大型ディスプレイを配置したことと勘違いして

おりました。おわび申し上げます。すみませんでし

た。 

○１番（松崎幹夫君） 続きまして、４番目の道路

整備について伺います。 

 今回の台風15号により、道路への倒木等の被害が

多く見られました。道路脇の樹木の伐採・除草等の

対応について伺います。 

 昨日も同僚議員がたくさん言われておりますが、

私も消防で朝方から出動したわけでございますが、

今回の風による倒木という部分でいけば、物すごい

被害だったろうというふうに思います。羽島崎神社

の手前の塰泊集落の公民館のところの川があります。

あそこに30センチぐらいの倒木が、考えてもわけが

わかりません、ガードレールの下にそのまま飛び込

んでいると。だから、波が来て、一緒にそのまま持

っていって、そのガードレールの中に入ったという

ふうに思いますけど。その辺の集落の方々が通れな

いということで、我々も行って、朝早くは、チェー

ンソーがなくて、鋸や鉈でやっておりました。だん

だんだんだん消防分団も集まってきた中で言えば、

チェーンソーなんかが集まって、作業は早くなった

部分もあります。そういう部分でいけば、台風で道

路に倒木が相当あったと思うが、被害状況について

はどうか。 

 それとまた、私は白浜の松崎石材ですけれども、

その横の橋が、波によってガードレールが、二つの

橋とも倒壊しております。ガードレールが道路を塞

いでおりました。ですから、そこも本当に波が直接

上がったというふうに思います。そういう部分では、

災害復旧の対応は、どのように取り組んだのかとい

うことと、通常でも道路の草刈り、伐採等は、どの

ように管理されているかという部分についてお尋ね

をいたします。 

○市長（田畑誠一君） きのうからいろいろ御質問

をいただいておりますとおり、今回の台風15号とい

うのは本当に大きな被害を受けました。恐らく60メ

ーター、私が尾崎牧場のほうに行きましたら、64メ

ーターを指してたと言われますんで、かつてない大

きな風で、大変な被害でした。 
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 したがいまして、今お述べになりましたとおり、

この台風15号の被害は、道路沿線の民有地で植林さ

れた杉やヒノキが倒れ、配電線を切断したものや、

道路に倒れ、先ほどおっしゃったとおり、通行止め

になってしまったということで、大変な災害であっ

たわけでありますが、災害復旧の対応につきまして

は、まずは何といいましても幹線道路、そして、次

に生活に必要な道路の復旧をということで、市内32

社の土木業者並びに市の直営班で復旧作業に取り組

んだところであります。 

 なお、道路区域内は、定期的な伐採・除草を行う

とともに、道路沿線の杉ヒノキの山につきましては、

やはり、所有者に対しましても、広報紙等で適正な

管理をこれからお願いをしていかなければと思って

おります。 

○１番（松崎幹夫君） 本当に、土木業者の出動と

いう部分では、すごくありがたく感じたところであ

ります。 

 次に、今回の台風では風が強くて、多くの倒木が

あったわけですので、そういう部分では、私たち消

防団でも、道路に倒れた木を除去するために、やっ

ぱりチェーンソーが各分団に欲しいなと、前はあっ

たんですけど、今は配備してありませんので、そう

いう部分ではチェーンソーなんかを各分団のほうに

配備することができないかということについては、

いかがでしょうか。 

○消防長（原薗照明君） チェーンソーの配備・保

有状況についてでございますが、現在、消防署に６

台、分遣所に２台、市来地域の分団に４台、合計12

台ございます。今回の台風災害等を踏まえまして、

今後、消防団への配備を進めてまいりたいと思うと

ころでございます。 

 以上でございます。 

○１番（松崎幹夫君） 前向きにありがとうござい

ます。 

 やっぱりメンテナンスを考えると、大変厳しい部

分があるかもしれませんけれども、分団にも整備士

がいたりという部分もありますので、どうか、分団

のほうにも置いていただきたいというふうに思いま

す。 

 また、次に、災害復旧の対応を、先ほども言いま

した、市内の土木業者の組織をつくって対応してい

ただいた。私の家も、倒木で通れないぐらいどうも

できなかったんですけれども、私は林業の業者を呼

んで、お願いをいたしました。そのときに、林業の

業者の方々が、きのうも同僚議員が言いましたけど、

あたいだ、前もせんやったっおなあと。あたいどめ

な、何も声がかからんで我が家におったと。しかし、

機械はあたいどが持っちょっとおなあという話をさ

れたんですね。ですからやっぱり、こういう風の強

いときの台風、土木業者が組織を組んで動いている

部分、やっぱり林業関係の皆さん方にも、組織を組

んでいただいて、一番になって出動していただきた

いなという思いがありますので、その点については

いかがかお伺いいたします。 

○土木課長（平石英明君） 今回の災害復旧や道路

清掃には、いちき串木野市建設業協議会や住民の

方々の御協力をいただき、復旧作業を進めていると

ころでございます。今回の被害では、樹齢50年以上

の杉やヒノキが倒れており、復旧作業の大きな障害

になっておりました。土木業者ではどうしても対応

できない場所があり、後から、林業の方々にも協力

をお願いし、倒木の撤去作業に当たっていただいた

ところでございます。 

 今後は、林業業者の方々も災害対応時の組織に加

わっていただきますよう、お願いしてまいりたいと

思います。 

○１番（松崎幹夫君） 本当に、痛切に思うところ

でありますので、林業の業者の皆さん方にも組織を

つくっていただくという方向でお願いをしたいとい

うふうに思います。 

 それと、通常の道路除草は定期的にされておりま

すけれども、いわば道路脇の除草は常に業者さんで

あったり地域の住民の皆さん方であったり、除草は

します。しかし、市内一円、その草の上ですね、も

う手の届かないところから木や竹が覆いかぶさって

きております。どこもです。ですから、特にそうい

う部分について、これから伐採ができないのかどう

かという部分についてはいかがですか、お伺いいた

します。 
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○土木課長（平石英明君） 今おっしゃいました覆

いかぶさった竹や雑木等は、人力で伐採することが

困難な場所も多くあることから、市政報告会や、日

ごろの要望等でも多くの要望を受けております。市

としましては、松崎議員の御指摘のとおり、覆いか

ぶさった竹や雑木等を機械を使って効率的に伐採で

きるよう計画してまいりたいと思っております。 

○１番（松崎幹夫君） 機械を使ってということで

あります。そういう機械があるのかわかりませんけ

れども、本当にどこの道路もそういうふうになって

おります。今、土木課長は、市道という部分で答え

られたというふうに思いますけれども、県道におい

ても同じようにあります。ですけど、県道もお願い

しますと言ったって、県に伝えますとしか答えてく

れないと思いますので、そのとおりでよろしいです

ので、県道のほうも県に伝えていただきたいという

ふうに思います。 

 同じように、農道、林道という部分でも、かなり

山のほうに行けば多くあります。そういう部分につ

いてはいかがでしょうか、お伺いをいたします。 

○土木課長（平石英明君） 今おっしゃるように、

農道、林道のほうが雑木等が生い茂っておりますの

で、これも土木課と同じように対応してまいりたい

と思います。 

○１番（松崎幹夫君） こんな大きな台風は、もう

二度と来てほしくないという思いでありますけれど

も、まだまだ今から台風の時期であり、大きな災害

が出るかもしれません。そういう部分では、災害対

策にしっかりと対応していただきますようにお願い

をいたしまして、全ての質問を終わります。 

○議長（下迫田良信君） 次に、中里純人議員の発

言を許します。 

   ［12番中里純人君登壇］ 

○12番（中里純人君） 私は、さきに通告いたしま

した３件について質問いたします。 

 まず、安心・安全な街づくりについてであります。 

 ８月25日未明に本市を直撃した台風15号は、台風

銀座と言われる本県にとっても、また、幾たびかの

台風の襲来を経験してきた本市の市民にとっても、

これほどの強風と、その後の不自由な生活は、今さ

らながら台風に対する備えの大切さを実感させられ

ました。 

 県内約28万5,000戸に及ぶ停電で、住民生活は完

全に麻痺し、とりわけ本市でも、強風による甚大な

被害があり、長時間の停電と相まって、給水制限も

実施されました。今回の災害を教訓に、次への対応

を十分検討しておかねばなりません。 

 昨日来の同僚議員の質問と重複する点があると思

いますが、以下、数点について伺います。 

 第１、本市域内の被害についてであります。 

 倒壊をはじめとする家屋、道路、橋梁、水道等の

インフラ、学校等公の施設、水稲をはじめとする農

産物、漁船をはじめとする水産関係に対する被害等、

現時点で把握している数量、被害金額、特徴的な被

害等について明らかにされたい。 

 第２、今回の台風15号が本市に与えた影響の特徴

的なものは何か。 

 第３、とりわけ台風一過後の停電については、市

民の皆さんも大変不自由な生活を強いられ、私のと

ころにも多くの相談があったことから、伺います。 

 医療機関等をはじめ、停電による人的トラブルは

なかったものか。 

 停電の期間は地域によって異なるとはいえ、どの

ような状況だったのか。また、その停電期間の長短

は、何が起因していたのか。 

 本市の行政事務に影響はなかったのか。 

 以上で、ここでの質問を終わります。 

   ［市長田畑誠一君登壇］ 

○市長（田畑誠一君） 中里純人議員の御質問にお

答えをいたします。 

 台風15号は、非常に強い勢力を維持したまま、本

市と甑島の間の海上を北上しました。本市では、消

防署に設置する風速計で、最大瞬間風速54メートル

を観測をしたほか、山手側では60メートルを超すと

思われる猛烈な風に見舞われ、電線の切断等により

広範囲で長期間にわたり停電が発生をいたしました。 

 避難所は18カ所開設をし、129名の方が避難をさ

れております。 

 被害状況としましては、建屋では、かわら、窓ガ

ラス、テラスなどのほか、車庫の屋根などの損壊が
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1,500件以上に上っております。 

 農産物では、果樹、水稲、野菜など約4,590万円。

農業用施設では、畜産・園芸施設を中心に、１億

5,050万円の被害額と推計を現段階でしております。 

 また、漁業関係では、係留漁船４隻、プレジャー

ボート３隻が沈没をいたしました。 

 また、公共施設においても、市道等への倒木はも

とより、各学校施設、市営住宅、体育施設等も数々

の被害を受けたところであります。 

 今回の台風の特徴といいますと、まさに本市を直

撃したという、60メートルも超えたであろう風速で、

大変な被害をこうむりました。 

 たくさんの被害をこうむったわけですけど、最も

大きなのは倒木が非常に多かったというのが、今回

の最大の、一言で申し上げますとですね、あと、か

わらが飛んだとか、もういっぱい被害がありますけ

れども、一番の特徴的なものは、やはり、余りの風

の強さに倒木が多かったということが、九州電力の

復電についても大きな影響を与えたと思っておりま

す。 

 風がいかに強かったかといいますと、御承知だと

思いますが、串木野小学校にイチョウの木がありま

す。開校以来といいますから、古老の話を聞きます

と、開校するときからあそこにイチョウの木があっ

たやに聞いておると言われますから、少なくとも樹

齢150年は経過をしていたはずであります。生い茂

っておりましたあの勢いのあるイチョウの木が、恐

らく150年の間に何百回台風の直撃を受けたと思い

ますが、根元からぼっきり折られておりました。あ

のイチョウの木を見て、本当に今回の台風の風のす

ごさが証明されると思います。大変な被害をこうむ

りました。 

 あと、医療機関等々の状況につきましては、また

担当課のほうから答弁をいたさせます。 

○まちづくり防災課長（久木野親志君） 医療機関

等々への影響ということですが、直接的には私ども

のほうに来た事例で申しますと、ある福祉施設から、

停電になりました、自家発電を回しておりましたが、

燃料が切れました、何とか燃料をいただけないでし

ょうかという１件電話がございましたが、その他に

ついては、具体的な問い合わせ、被害状況等は、具

体的には聞いてないところであります。 

 停電についてですが、本市が停電いたしましたの

は、ピーク時の25日のさなかからなんですが、最大

で市内で98.4％が停電をいたしました。その後、完

全復旧するまではやはり、最終的には８月29日土曜

日の22時、要するに夜の10時22分というのが、九州

電力による復旧の状態でありました、市内において

ですね。土曜日の午後10時22分、これが最終的な復

旧状態でありました。 

 先ほど市長が申しましたように、復旧に時間かか

りました。これは、倒木による影響ですが、特に、

山手と申しますかね、の大もとがかなりやられてお

りまして、管内で大きな線が49路線あるようですが、

そのうちの46幹線が切断されておったということで

ありますので、大方がやられていたということで、

停電が大規模で、かつ、山手のほうはなかなか復旧

が難しかったと、そういうことでありますが、特に

市街地は割と早く復旧しましたけれども、山手がど

うしても倒木のために現地に行けない、こういう状

況から時間がかかってきたのかなというふうに思い

ます。 

 具体的には、本市でもかなりの、管内でもですけ

れども、被害の状況がございましたので、例えば、

管内では川内営業所の管内ですね。薩摩川内市・本

市・さつま町の２市１町ですが、ここでも切断が約

700カ所あったということです。倒木が870本弱。そ

ういう中で、本市においてもやはり、倒木が125カ

所とか、切断が144カ所とか、そういうふうに非常

に多かったということで、その辺の処理に、特に山

手のほうが時間を要して、復旧が遅れたというとこ

ろでございます。 

 すみません、大変失礼しました。本市における切

断の箇所は114カ所でございます。大変失礼いたし

ました。 

○議長（下迫田良信君） 145じゃないんですね。 

○まちづくり防災課長（久木野親志君） すみませ

ん、114カ所です。大変失礼しました。 

○議長（下迫田良信君） 行政事務に影響はなかっ

たかを。 
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○まちづくり防災課長（久木野親志君） 大変失礼

しました。 

 本市では、一時期、本庁舎も確かに停電いたしま

した。ですが、本庁の場合は、自家発電を持ってお

りましたので、事務上は最小限の電気を使うことで、

つまりクーラーとかを使いませんでしたけれども、

電気も必要のないところは全部消して、パソコンだ

けはずっと動かして、そういう意味では最小限の事

務はずっと遂行できたということで、直接的な影響

はありませんでした。ただ、水道とかは当然影響あ

りましたけれども、事務そのものについては、最小

限の自家発電を利用しての事務はできたということ

であります。 

○12番（中里純人君） 以上の答弁を踏まえまして、

さらに伺いますが、人的被害等は特にはなかったと

いうことで、安心しましたが、今後の行政の対応に

は十分このことを活かすべきと考えますが、串木野

中学校をはじめとします公の施設の補修等について

は、早急に行うべきと考えますが、見解を伺います。 

 また、漁船の破損、農産物への被害等については、

国・県の被害補償等など、どのような制度があるの

か、被災された方々への迅速な対応すべきと考えま

すが、見解を伺います。 

 断水について、原因は停電とのことでありました

が、水を供給するためにポンプアップするための機

器を十分な容量にかえるべきと考えますが、以上、

伺います。 

○教委総務課長（臼井喜宣君） 学校関係の災害復

旧についてでございますが、先ほど議員仰されまし

た串木野中学校・串木野西中学校等々につきまして

は、校舎の改造工事が入っておった関係もございま

して、それらと今回の台風というのが重なっておる

関係もございますが、校舎自体には特に、授業を始

めるについて支障はないというところでございます。 

 なお、学校の校庭の樹木等がかなり倒れていると。

近く、運動会・体育祭等々が控えておりますので、

今週いっぱいで各学校の大きな樹木については撤去

完了という見込みでございます。 

 終わります。 

○財政課長（満薗健士郎君） ただいま小学校関係

を申し上げましたけれども、そのほかの公共の施設

につきましても、公園等をはじめとする倒木、それ

から、交流センター等のガラスの破損等、それから、

教職員住宅等の危害等がございますので、これらに

ついては、取り急ぎ９月２日即決していただいた補

正予算で対応しておりますけれども、ただいま、15

日をもって締め切り、編成作業をしております、も

う１回の災害復旧の予算で対応させていただきたい

と思っているところでございます。 

 終わります。 

○上下水道課長（濵涯三喜義君） 非常用発電機に

関しましては、現在８カ所設置しております。平成

27年度には川上ポンプ場及び坂下水源池に現在２カ

所工事発注をしております。来年度以降、２カ所を

計画しておりましたが、今回の災害を教訓に、非常

用発電機の必要箇所を見直し、設置数を決めたいと

考えております。 

○総務課長（中屋謙治君） 公の施設が原因でとい

いましょうか、この賠償問題につきましては、現在、

顧問弁護士に相談をしておるところでございます。

この法的問題を含めまして、県・市の状況、こうい

ったものを勘案しながら検討中というところでござ

います。 

 終わります。 

○農政課長（末吉浩二君） 農作物の被害の補塡の

お話がございましたけれども、農作物について、特

に被害がありましたのが、水稲、それから野菜・果

樹関係が農作物では被害が大きくて、また、畜産に

おきましては、牛舎、堆肥舎、倉庫、これらの被害

がかなり大きく、被害額として出ております。 

 農作物の共済につきましては、それぞれ共済に加

入している方については、共済からの、あるいは牛

舎等につきましても、建物共済に加入されてる方に

ついては、それなりの共済からの支払いがあると思

いますけれども、その他については、特に補償とい

うのは今のところございません。 

○水産商工課長（平川秀孝君） 船舶の転覆船の補

償の関係ですけれども、補償については特にないも

のと認識しておりますが、漁船につきましては、漁

船保険等に加入されており、そちらのほうで申請を
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されてる方もいらっしゃいます。 

 以上です。 

○12番（中里純人君） さらに、今回の台風による

被害と教訓について、数点、以下伺います。 

 まず、情報発信についてであります。 

 防災無線で停電や断水のお知らせが幾度となくな

されたわけでございましたが、私も聞き逃して、ホ

ームページで確認しますと、緊急情報、防災行政無

線のいずれにも、「現在、情報はありません」と表

示されていて情報を確認できませんでした。防災無

線機も電池切れで役に立たず、情報が得られなくて

混乱した次第であります。入手された情報をホーム

ページを活用して、リアルタイムでの情報提供はで

きないものかと思うものでした。 

 私は、平成22年４月定例会で、防災ネットシステ

ム導入について質問いたしました。防災行政無線・

広報車等の既存の情報伝達手段に加えまして、携帯

電話のメール機能・ホームページ機能を利用して、

緊急情報や避難情報を発信したらどうかというもの

です。 

 答弁では、防災無線で各家庭への戸別受信機が有

効であり、システムは逐次充実の方向で検討したい

というものでした。今回の教訓を活かせるように検

討されたらと思いますが、どうか伺います。 

○市長（田畑誠一君） 今回の災害におきましては、

災害の規模が余りに大きかったこと。九州電力との

連携も十分ではなくて、停電情報がなかなか得られ

なかったため、市民の皆様に対して、今、御指摘が

ありましたとおり、情報提供が十分でなく、大変申

しわけなく思っております。 

 これらの教訓として、停電の対応については、九

州電力との情報の共有はもとより、倒木等について

も連携して対応し、迅速な災害対応による被害の最

小化を図れるよう、今後、協議をして進めてまいり

ます。 

 防災無線でありますが、停電に伴い、電池による

供給に切りかわりますが、電池だけでは２日間程度

しかもちませんので、長期の停電を考慮しますと、

交換用の電池の準備等について、もっとやっぱり広

く広報しておくべきであったと思っております。 

 さらに、防災無線がうまく機能しなかったという

点は、反省を踏まえて、さらに今後、検討してまい

りますが、平成22年でしたか、インターネットとか

携帯電話等を通じて、もっと情報の伝達を早く、的

確に進めるためにということで、平成22年に御提言

を中里議員からいただいたことがございますが、今

後は、情報発信手段の多様化を図るために、携帯電

話やスマートフォンなどのメールアドレスを登録を

していただいて、災害時には携帯電話等に直接情報

を配信する災害情報メールサービスについて、検討

をしていきたいと考えております。 

○12番（中里純人君） ぜひ、そのように検討して

いただきたいと思います。 

 市民の皆様からは、川内原発の再稼働の時期に当

たりまして、今回のような、台風と原発事故が重な

った場合、倒木により通行できない道路や、強風に

よる家屋の被害、長時間停電による混乱、電話の不

通といった状態では避難は困難であり、想定外の事

故となるのではないかという不安の声が聞かれまし

た。 

 複合災害への対応はできているのか、九州電力や

県においては、このような状況のとき、どのように

本市に連絡し、市としては、市民の皆様へどのよう

に周知されるのか伺います。 

○まちづくり防災課長（久木野親志君） 今回のよ

うな台風を含む複合災害時における、特に原発事故

への、あった場合の避難についてですが、今回の台

風になぞらえますと、まず本市庁内機能がしっかり

してないと、電源確保ができてないと、皆様への発

信ができないということになりますと、大変なこと

になりますので、そういう意味では、自家発電を、

まず活用するということですね。 

 それから、本市と主な県庁等とは、衛星電話等の

回線を持ってます。そういうところの活用ですね。 

 それから、防災行政無線が、停電の期間にもより

ますが、各基地局及び拡声、屋外ラッパですね、に

ついては、全てバッテリーで非常用電源と切りかわ

るようになってます。時間にもよりますが、そうい

う意味では、停電時もそういう対応は、手段として

は、こちらから発信する分においては、バッテリー
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対応ということが可能ではあります。ただ、現実的

に、道路とかについては確かに、いろんな障害物が

あるであろうということになりますので、その辺に

ついては今回の台風の教訓もあります。早急に復旧

に向けて、関係業者といいますか、そういう支援を

いただきながら。今回も、25日の朝６時半に集合か

けて、その日の午後５時ごろにはほぼ、生活路線は

何とか確保できたということでありましたので、そ

ういうことを踏まえながら、災害時の避難路の確保

ということに、地元のいろんな業者さん等の協力を

いただきながら、避難路の確保には今後も努力して

いきたいというふうに考えております。 

○12番（中里純人君） 今回の教訓を活かして対策

を願います。 

 次に、避難の対応についてでありますが、年配の

方々にお話をお聞きしますと、昭和26年のルース台

風を上回る強風だったとのことです。ルース台風で

は満潮と重なり、島平・須賀地区では、家々が流さ

れ、命からがら避難したそうです。広島の土砂災害

では、警告が遅かったことが問題になりました。口

永良部島や桜島は、噴火や噴火警報をもとに、事前

に避難警告が出され、スムーズに避難ができたよう

でございます。 

 本市におきましては、満潮時の高波被害などが想

定できる場合の避難警告の出し方は、何をもとに、

どのようなタイミングで考えておられるのか。 

 今回は、体育館の工事で避難所が変更となったこ

となどで混乱等はなかったのか伺います。 

○市長（田畑誠一君） 台風時の避難勧告、そして

また、避難基準はどうなってるかという御質問であ

りますが、台風の場合は、事前に接近の時期等がわ

かりますので、災害警戒準備会議又は災害警戒本部

会議を開催し、台風の大きさ、強さ、進行方向、暴

風域等を考慮して、前もって避難情報を出すことと

しております。 

 今回のように、夜半・明け方に接近する場合は、

前日の夕方に避難所を開設し、自主避難を促すとと

もに、大雨警報・土砂災害警戒情報などの発令の状

況によっては、避難準備情報等とあわせて発信する

こととしております。 

 近年、台風で避難勧告を発令したことはありませ

んが、今後は、大雨を伴う台風等においては、土砂

災害等を考慮し、気象庁や県が出す情報等に留意し

ながら、早目の対応をしなくてはいけないと考えて

おります。 

○12番（中里純人君） 早目の対応をしたいという

ことでございますが、お聞きしますと、羽島地区で

は波が住居まで押し寄せてきたというようなことも

お聞きしましたので、今回の状況を踏まえ、警告の

あり方につきましても十分検討されたいのでありま

す。 

 次に、停電についてでございます。 

 今回の停電が長引いた要因は、先ほどの答弁で倒

木とのことでありますが、市民の皆様の声は、停電

による生活の不自由さを実感しまして、何とか停電

に強いまちづくりをこの機会につくってほしいとい

うものでした。 

 そこで、停電になりにくいまちづくりに関しまし

ては、何といっても電線などの地中化です。鹿児島

市などは、中心市街地から順次、地中化を行い、ま

ちの景観もよく、今回の台風でも地中化された地域

は停電もなかったと聞きました。地中化に対しては、

財政負担もあると思います。 

 そこで、伺いますが、電線の地中化に関し、国・

県の補助はないものか。仮に、100メートル地中化

するとしたら、どの程度の費用がかかり、本市の負

担はどの程度になるのか伺います。 

○市長（田畑誠一君） 今回の台風におきましては、

長引く停電で本当に市民の皆さん方に大変御迷惑、

御不便、そしてまた、大きな、例えば冷蔵庫のもの

も全部だめになるとか、大変な損害を与えてしまい

ました。 

 市といたしましても、再三にわたり復旧要請を行

ったところでありますが、先ほど申し上げておりま

すとおり、断線が114カ所とか、倒木が125カ所とか、

飛来物ほか合わせると308カ所の設備が被害を受け

たということでありまして、九州電力といたしまし

ても、県外からの要請もされて、延べ555人、復旧

車両延べ310台の体制で復旧に当たられたわけであ

りますが、それでもなおかつ、多くの日数を要した
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ということで、大変申しわけなく思っております。 

 ただ、その中で、私どもが反省すべきは、九州電

力とのやはり連携というのは十分でなかったという

のも、またこれは反省材料であります。今後、そう

いった連携を密にするように努力をしてまいりたい

と思います。 

 電線の地中化というのは、これは現在、防災の面

からでもありますが、主として観光地などで景観の

改善というのも主眼に置かれて実施されてるんじゃ

なかろうかと思っております。 

 地中化としますと、災害面で言いますと、災害時

において、電柱が倒れたり電線が垂れ下がったりす

る危険がなくなりますので、防災性も向上するメリ

ットがあります。反面、破損・断線箇所が特定しに

くいことや、破損した場合には掘り返し工事が必要

となり、復旧が遅くなるとともに、冠水時には、配

線・復旧などの作業ができないなど、今度はデメリ

ットの面もあります。 

 工事費の面につきましては、場所にもよると思う

んですが、通常言われておりますのは、電柱工事の

約20倍を要するんじゃなかろうかというふうに言わ

れております。 

 あと、国の補助とか、想定される、現段階でわか

っている工事費等については、担当課のほうでわか

っている範囲で説明をいたさせます。 

○まちづくり防災課長（久木野親志君） 先ほどの

御質問で、地中化の具体的な経費、100メートル当

たり幾らぐらいするのかということですが、資料に

よりますと、１キロ当たり約４億円から５億円とい

う、大体そのように試算されているようであります。 

 これに対する国・県等の補助について、現在、詳

しく把握しておりませんので、ちょっとわかりませ

んけれども、通常は、景観重視のために市町村が手

を挙げたというパターンが多いようですが、いずれ

にせよ、国・県等の補助もあるものかと思いながら

も、ちょっと詳細は今のところ把握してないところ

であります。 

○12番（中里純人君） 多額の費用がかかるようで

ございますが、どんな台風、強風が吹いても停電に

なりにくいまち、もう一つは停電になったとしても

早急な復旧ができますよう、今回の教訓を活かして

いただきたいものです。 

 被災されました皆様方の一日も早い復旧を願いま

して、次の質問に移ります。 

 交通安全対策であります。 

 第１回定例会で、通学路の危険箇所57カ所のうち

44カ所が対策済みで、残りが13カ所あるという答弁

でありましたが、その後、どのような状況か伺いま

す。 

○教育長（有村 孝君） 平成24年８月に、通学路

の合同点検が実施されまして、御指摘のとおり57カ

所の危険箇所について、それ以降、関係機関と連携

を図りながら、安全対策の進捗状況を確認してまい

りました。 

 平成26年度末の時点で、44カ所において対策が完

了しておりましたが、御質問の残り13カ所につきま

しては、去る９月１日現在で、神村学園付近の国道

３号線歩道拡幅など、あるいは看板設置、それらを

含めました新たに８カ所の安全対策が完了しており

ます。残り５カ所につきましては、道路管理者等で

引き続き安全対策が完了するように取り組んでいる

ところでございますが、そのうちの２カ所につきま

しては、着工までに相当時間がかかる見通しのため、

それまでは安全指導を徹底するように学校へ指導し

ているところでございます。 

○12番（中里純人君） ８月５日の照島での市政報

告会で、照島小学校のＰＴＡから要望がありました、

警察裏の市道酔之尾・島平線と、金子病院前の県道

酔之尾・島平線を結ぶ里道の転落防止の柵の設置に

ついて、教育長は検討する旨の答弁をされましたが、

対策はどのようになったのか伺います。 

○教育長（有村 孝君） 照島小学校の通学路にな

っております、ひばりが丘から酔之尾公民館横に出

る里道の安全対策でございます。 

 ここは、一部分で片側に柵がございません。児童

が転落する危険があるため、防護柵設置の要望が出

されております。６月に実施いたしました通学路合

同点検でも、関係機関ともに現地を点検いたしまし

て対策を検討したところでございます。 

 里道につきましては、現在、生活のために利用す
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る方々や、公民館等で維持管理をしていただいてい

るところでございます。里道といえども通学路であ

りますので、本里道への対応策につきましては、次

の方法等が考えられると思います。 

 一つは、まちづくり協議会で土木の補助事業10分

の７補助を活用して、防護柵を設置する方法。 

 もう一つは、まちづくり協議会の地域づくり計画

書に事業として取り上げていただきまして、100万

円を限度とした10分の９の補助がありますので、そ

れらを活用して設置するなどの対応も考えられます

ので、今後、まちづくり協議会とも協議を進めてま

いりたいと思っているところでございます。 

○12番（中里純人君） 私も学校長に確認しますと、

この里道は通学路に指定してあるとのことでござい

ます。学校点検でも危険箇所として挙げてあるよう

でございます。私も現場を確認しましたが、道幅は

狭く、道路から1.5メートルほどの段差がありまし

て、ふざけたりしがちな子供たちにとっては、かな

り危険な場所であります。 

 今、教育長が述べられましたように、私もお聞き

したところによりますと、里道であるので、照島地

区まちづくり協議会で設置するようにということを

言われたようでございますが、子供の通学路の安全

対策の観点から、教育長が責任持って行うべき案件

ではないかと思います。地区のまちづくり協議会に

設置をさせること自体が筋違いではないかと考えま

すが、答弁願います。 

○教育長（有村 孝君） 通学路は、学校長が、子

供たちが登下校するときに最も安全であるという道

路を指定するのが通学路でございます。したがいま

して、里道を通学路に指定する、しないは校長なん

ですけれども、通常は、やはり大きな道路を指定す

るのが、安全な道路を指定するのが当然と言えば当

然でございます。 

 ただ、今の道路事情等を考えますと、先ほど申し

ました里道が最も通学路としては近道で、従来通っ

ているということのようでございます。以前は、そ

こにロープが張ってあって、危険防止のためにとい

うことであったようですが、今、それが撤去されて

おりまして、入り口だけロープが張ってあるようで

ございます。私どもの責任ということにもなります

が、そこらあたりも含めて、何とかできないものか、

まちづくり協議会とか、あるいはまた、市長部局の

各課とも相談をしながら検討してまいりたいと思っ

ております。 

○12番（中里純人君） この問題を取り上げました

のは、照島地区のまちづくり協議会の中から、そう

いうような声が出たわけでございます。 

 先ほど申し上げましたように、通学路は校長が指

定する道路であると、それはわかるんですが、そこ

の安全対策というのは、地区がしないといけないの

か、それとも教育長が、学校の責任者でございます

から、そこがしないといけないか、そこら辺の問題

だと思うんですが。 

 通学路の指定も、大きい通りをということでござ

いますが、金子病院前の県道の酔之尾・島平線がご

ざいますけれども、そこも今カラー舗装がなされて

おりますが、そこをもし通学路に指定するとなると、

かなり交通量が多いということと、ガードレールを

設置するにしても、駐車場や住居がありまして、な

かなかそういう設置はできないというような状況で、

現在の里道が最適であろうというようなことでござ

いますが、この件につきましては、もう一度、まち

づくり協議会のほうとも十分協議されて、どこがす

べきなのかというのをはっきりして、設置をして、

子供たちの安全を守っていただきたいというふうに

思います。 

 次の質問に移ります。 

 神村学園前駅周辺まちづくり計画の中で、平成33

年までの路線別整備方針として、県道島平・酔之尾

線、先ほど申しました、金子病院までの道路でござ

いますが、車道幅員が狭く、歩道がないことから、

自転車や歩行者の安全な通行ができるように整備す

るという方針が挙げられています。 

 石川山方面や恵比須町方面からの児童が合流する

警察署から酔之尾へ向かう道路の、ガードパイプで

囲ってある水路の部分を歩道として活用できないも

のか。現状では、車両が通るたびに、子供たちは広

い場所まで行って、車をよけないといけないという

ような状況でございます。 
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 答弁願います。 

○市長（田畑誠一君） 市道酔之尾・島平線は、酔

之尾川からいちき串木野警察署北側を通って、国道

３号までの１車線の道路で、一部、時間帯の通行規

制を行いながら、通学路として多くの児童・生徒が

利用をしております。 

 今後の整備につきましては、道路の北側にある水

路部分を暗渠化して拡幅するとともに、通行規制を

行いながら、児童・生徒等も含む歩行者の安全確保

に努めてまいります。 

 また、同じく連担しての通学路になりますが、今

年度は昨年度に引き続き、旧池ノ上ストアー前から

酔之尾川までの側溝の布設替え約170メートルも計

画をしております。 

○12番（中里純人君） 子供たちの安全対策のため

に、整備をお願いしたいと思います。 

 次に、野元・島平線の改良について伺います。 

 平成25年の私の一般質問で、ゾーン30の導入とと

もに、市道の整備を検討するという答弁でした。 

 平成26年に、照島地区がゾーン30となり、駅周辺

まちづくり計画の整備計画の時期も中期に入ってま

いりました。地域の皆様方に説明があったようです

が、その後、どのような検討がなされているのか伺

います。 

○市長（田畑誠一君） 島平・野元線につきまして

は、昨年、測量・設計業務を実施し、計画案を作成

しております。現在は、関係機関との協議を行って

おりますが、協議が整い次第、沿線地域住民の方々

及びまちづくり協議会に説明を行ってまいりたい、

その中で協議してまいりたいというふうに考えてお

ります。 

○12番（中里純人君） ここの道路は、歩道が狭く

て、車道側へ傾斜してる部分が多いことから、車道

を手押し車で通行するお年寄りがよく見られまして、

その後ろに車が二、三台ついていくというような状

況も見受けられますが、ゾーン30として指定してい

ただいたんですが、なかなか守っていただけない、

速度オーバーの車が多いということで、これも再度、

周知に努めるべきではないかと思っております。 

 また、把握しておられると思いますが、旧平田薬

局の一帯が、排水が悪くて、少しの雨で水があふれ、

川のような状態になっていて、車が水をはねて、住

民の皆さんも迷惑しておりますが、これらのことも

考慮して、計画を進めていただきたいと思います。 

 答弁があったら伺います。 

○土木課長（平石英明君） 今、御質問の島平・野

元線につきましては、延長が353メーターございま

して、幅員が８メーターある中に、両側に１メータ

ーずつの歩道がありまして、大変狭い歩道がついて

いるわけでございます。今、おっしゃるように、歩

道部分を歩くのがなかなか困難で、車道部分を歩い

ていらっしゃるちゅうのが現状でございます。 

 そこで、車道部分を歩道の高さに持ち上げまして、

同じ高さにして、そして、ゾーン30の中で考えてる

のが、真ん中の中央線をとって、歩道を広く使った

ほうがいいんじゃないかと。それが基本的な考え方

なんですが、そういうふうに計画をしまして、今、

進めてるところです。 

 今おっしゃいました平田薬局の水はけの件につき

ましても、それと同時に解消するようにしていきた

いと思います。 

○12番（中里純人君） 次に、照島海の駅入り口交

差点の改良について伺います。 

 照島海の駅並びに食堂は、オープンして以来、順

調に集客があり、特に食堂は地域外からの車での利

用客が多いようです。 

 また、本浦地区から鹿児島方面へは石川山から島

平漁協前を経由して、照島海の駅入り口交差点を通

過するため、交通量が増加する傾向にあります。 

 この照島海の駅入り口交差点で事故が多発してい

ます。 

 去る、８月17日は軽自動車同士、７月４日は軽自

動車とバイクの老人、昨年も軽自動車と主婦のバイ

クの事故のほか、危うく事故になりかけたという声

も多数お聞きしております。 

 事故の多くは、塩屋町方面からの車が、右側、島

平漁協方面の見通しが悪いため、一旦停止線より先

に出てしまい衝突するようです。見通しのよい交差

点への改良はできないものか伺います。 

○市長（田畑誠一君） 海の駅入り口交差点は、左
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右の見通しが悪くて、今お述べになったとおり、今

年になってから、もう３件の人身事故が発生をして

おります。 

 市といたしましては、路面標示やカーブミラー等

の位置の再確認を行い、交差点全体の安全対策を実

施しておりますが、交差点を改良するとなりますと、

沿線には家屋が近接しているため、抜本的な交差点

改良はなかなか難しい面があるんではなかろうかと

思っております。 

 したがいまして、今後は交差点付近の地権者の

方々に同意をいただければ、隅切りを設けるなどし

て、見通しがよいような形の対策を講じたいと考え

ているところであります。 

○12番（中里純人君） 隅切り工事をするというこ

とでございますが、島平漁協と九州電力が協議をさ

れまして、交差点角の電柱が移転されますので、バ

スをはじめ、車の離合がしやすくなります。ぜひ地

権者の御理解をいただきまして、進めていただきた

いものであります。 

 また、海の駅の前に、車の停止線がないので、加

えて要望しておきます。 

 次に、地方創生について伺います。 

 本年第１回定例会でこの件について質問しました。

本年度中に策定を求められている、いちき串木野市

版まち・ひと・しごと創生総合戦略は、全庁体制で

取り組むこととし、専門部会やワーキンググループ

を設置する。これまでの施策は全国一律の取り組み

で、３割自治のため、国に主導的に引っ張られてき

たことに問題があったと述べられていましたが、１、

総合戦略と人口ビジョン策定にあたって、地域活性

化を含めた本市の課題はどのようか。また、重点施

策をどうお考えか伺います。 

○市長（田畑誠一君） 地域創生における総合戦略

の策定状況についてであります。人口ビジョン総合

戦略の策定に当たりましては、３月に推進本部を設

置し、まちづくり、ひとづくり、しごとづくりの各

専門部会や、ワーキンググループを設置し、全庁体

制で取り組むとともに、市民の皆様をはじめ、産業、

行政、教育、金融機関などによる推進委員会で御意

見をいただきながら、進めております。 

 ９月１日の第２回の推進委員会において、人口ビ

ジョン総合戦略それぞれの素案について御意見をい

ただいたところであり、今後、今議会最終日の全員

協議会におきまして議員の皆様方に説明させていた

だきますとともに、パブリックコメントの実施を経

て、10月末までに策定したいと考えております。 

 人口動態の現状を見ますと、初婚平均年齢の上昇

や、合計特殊出生率が県平均を下回っていることな

どから、年少人口の減少が続いており、社会動態で

は、年齢階層級別で、学生の進学や就職による転出

分を転入で補完しきれない状況にあります。 

 このことから、人口ビジョンの基本的視点として

は、人口構造の若返りに重点を置きつつ、自然現象

と社会現象への歯どめを同時並行的に進めることと

して、若い世代の転入促進と出生数の増加、雇用創

出とＵターン促進、ベッドタウンとしての定住促進

を将来の方向性として進めていきたいと考えており

ます。 

 中でも雇用の確保は、若者の定住化、子供を生み

育てる環境のためにも、重要なテーマとして取り組

むこととしており、地域産業経済の活性化の観点か

ら、産業振興全般にかかわるものとして、食のまち

づくりや、新産業としてのエネルギー施策である環

境維新のまちづくりにつきまして、官民一体となっ

て重点的に取り組んでいきたいと考えております。 

○12番（中里純人君） 本市の総合戦略並びに人口

ビジョンは、県の総合戦略と人口ビジョンとの協議

をすることになっていますが、県の進捗状況と協議

の状況、並びに今後のスケジュール等についてどの

ようか伺います。 

○政策課長（田中和幸君） 地方創生の総合戦略に

つきましては、国、県、市それぞれ調整を図る、統

一的な考え方に基づいて作成するような形になって

おります。 

 個別の自治体の計画につきまして、県とのすり合

わせ、これ自体は現在のところ行われておりません。

県自体にも確認をとりましたが、それは、市町村が

まずは自分のところで考えてやっていただきたいと

いうことで、県内におきましても、総合戦略の策定

につきましては、今年度中というのは決まっており
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ます。ただし、その時期につきましては、先ほど、

市長のほうが答弁いたしましたけれども、10月をめ

どに、市としては、一応の計画をつくりたいという

ことを申し上げましたが、それにつきましては、う

ちは10月末ですが、年度内に県内は全て出そろう、

このような考え方ということで聞いておるところで

ございます。 

○12番（中里純人君） 国は来年度予算の概算要求

を８月末に締め切りましたが、地方創生関連予算は

1,100億円とのことです。この額について各県の知

事をはじめ、自治体の首長から批判が相次いでいま

すが、市長はどのように評価されますか。この交付

金のスキームとあわせて見解を伺います。 

○政策課長（田中和幸君） 現在、国におきまして、

地方創生の交付金のあり方についても、来年度の国

の当初予算をベースに、今協議中でございます。確

かに各自治体のほうから、少ないのではないか、こ

のような意見もございます。ですが、それにつきま

しては、国として判断されることになろうと思いま

すけれども、交付金ばかりではなくて、今、地方交

付税の普通交付税の部分でもいろいろと補填できる

部分もあるので、そういう部分を活用しながら策を

練ってほしいというようなお話もございます。 

 いずれにしましても、そういうような声があるこ

とは間違いないことでございます。 

○12番（中里純人君） 国の方針では、人口増につ

ながる具体的施策と、その施策で達成できる指標を

総合戦略に求めていますが、５年間で人口増など非

常に厳しいことはいうまでもありません。 

 この示した数字を達成できなければ、首長の責任

も問われかねないことになるとも指摘されています

が、市長は今回の地方創生に対してどのような決意

をお持ちか伺います。 

○市長（田畑誠一君） 今回、昨年の12月でしたか、

国のほうで、このままでは、日本の将来を展望した

とき、地方が疲弊していくということで、地方創生

という法律を制定をして、各都道府県、地方自治体

に対しましても、総合戦略を立てなさいということ

であります。 

 中里議員かねて御承知のとおり、少子高齢化で、

今朝の質問でもありましたけれども、少子化がどん

どん進んでいく中で地方がますます疲弊をしていく

ということでの国の大きな政策の柱として位置づけ

たものだと思っております。 

 私はかねがね、国の姿、国のあり方、国の勢いと

いうのも人間の体と一緒だと思っています。それは

やっぱり心臓が丈夫でなければ、まず。そして、体

の隅々まで、極端に言いますと髪の毛一本一本まで

やっぱり元気がなければ、活力がなければ、国家全

体としての繁栄と勢いはないと将来の展望はないと

私も思っております。 

 そういった意味で心臓になるのは、文字どおり心

臓は東京だと思います。しかし我々地方隅々の髪の

毛一本一本に至るまで、指の先まで、この地方に元

気があって、地方に活力があって、地方が希望を見

出すような形でないと発展はない。そういった意味

で、地方創生法ができたと思っております。 

 具体的には一言で言ったら、地方創生というのは、

それぞれのまちで少子化対策に歯どめをかける、で

きれば自分の力で人口増対策を図らなきゃいけない

が、まずせめて地方からの人口流出を防ぎなさいと

いうのが最初の手段だと思うんです。そういった面

では、今朝ほどもいろいろ西別府議員の質問もござ

いましたけれども、やはり若者が定住しやすい、働

きやすい企業誘致などが大きな柱になると思います。 

 本市はおかげさまで、今年は議会の皆さん方の御

理解をいただき、また、御提言をいただきまして、

全国でもトップクラスの優遇制度を制定をいたしま

した。その優遇制度を活かして、ヒガシマルさんと

か濵田酒造さんとかプリマハムさん。今度10月から

操業いたしますアールエフさんは、今朝申し上げま

したとおり、30人の募集に対して、300人を超える

応募があったと聞いております。ことほどさように

男子雇用型で日本の産業100選にも入った会社、世

界のテクノロジーの100社の中に入った会社、魅力

的な会社であり、男子雇用ということで、大いに楽

しみにしているところであります。 

 この５年間にどうするかというお話でありますが、

これはもうやはり、ずっと将来を見据えて、将来に

向かって、今後、地方創生を盛り上げる施策を議会
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の皆さん、市民の皆さん、各種団体の皆さんと一緒

になって、今後やっぱり、大きな目標に向かって、

将来に備えて努力をすべきものだと考えております。 

○政策課長（田中和幸君） 市長の答弁に補足させ

ていただきたいと思います。 

 総合戦略には、重要業績評価指標、いわゆる数値

目標を盛り込むようになっております。これが達成

されなかったときの考え方というようなことも御質

問でござました。 

 これにつきましては、一応、これに絡んだ、先ほ

どの交付金とかも、これに付随した形で、この事業

にのっけて申請する形になろうかと思いますが、仮

にこの数値目標がクリアできなくても、それに関し

て補助金の返納を求めるとかいうようなことはない

というふうに伺っているところでございます。 

 一応、数値目標は定めていただいて、それに実質

に、身に合う、しっかりと数値目標を達成できるよ

うに、よく戦略を練って、達成していただきたいと

いうのが趣旨ということでございますので、ＰＤＣ

Ａサイクル等でここの部分もより効果的に達成でき

るように、そこは修正できるというふうに私どもと

しては理解してるところでございます。 

○12番（中里純人君） 都市間の連携について、総

務省の人口20万人以上の医療、介護、教育等の機能

を集約する地方中枢拠点都市構想についても質問い

たしましたが、先日、全協で報告のありました、鹿

児島市による連携中枢都市圏宣言については、本市、

日置市、姶良市の４市で協議がなされるとのことで

す。 

 １、圏域全体の経済成長の牽引。 

 ２、高次の都市機能の集積強化。 

 ３、圏域全体の生活関連機能サービスの向上の効

果があると言われておりますが、どのように取り組

んでいかれるのか。 

 本市の市民にとって、年間1,500万円の交付税以

外に何かあるのか、デメリットは考えられないのか。 

 また、国土交通省の、車で60分以内で移動できる

圏内で30万人規模の地方都市圏をつくる高次地方都

市連合構想については、何らか情報はないのか伺い

ます。 

○市長（田畑誠一君） 連携中枢都市圏についてで

あります。先日の議員全員協議会で御説明をいたし

ました。連携中枢都市は、本県では鹿児島市のみが

該当し、鹿児島市への通勤・通学割合が10％以上の

全市町村と協議を行うものとされ、連携中枢都市、

連携市町村の取り組みに対し、交付税等の財政措置

がなされるものであります。 

 一般的に想定される連携では、６次産業化支援や

高度医療の提供体制の充実、地域公共交通ネットワ

ークの形成などとされ、モデル事業としては、地域

資源を活用した観光政策やバス路線網の再編、保育

サービスの広域利用などが検討されているようであ

ります。 

 鹿児島市は、平成28年度にかけて協議し、連携中

枢都市宣言連携協約の締結を行うとの意向であり、

本市としましても、例えば観光の振興などの面で連

携が考えられないものか考えているところでありま

すが、現時点での具体的な状況につきましては、現

段階でわかっている範囲で担当課長に答弁をいたさ

せます。 

○政策課長（田中和幸君） 現時点で、その連携中

枢都市でどのようなものが見込まれるかということ

でございます。 

 これにつきましても、今のところ白紙の状態でご

ざいます。ですので、今後、約１年間ぐらいかけて

協議をする中で、どういうものについて連携ができ

るか、そういうのを調査・研究していくという段階

でございます。 

 それと、先ほど、高次地方都市連合、国土交通省

の所管でやってらっしゃる部分かと思います。 

 内容的には、複数の地方都市圏がコンパクト化と

ネットワーク化の活用により、一定規模の人口を確

保し、相互に各種高次都市機能を分担・連携すると

いったような内容のものでございます。ですので、

これにつきましても、広域行政の中の一つというよ

うな捉え方であると思います。今回の総務省の部分

の連携中枢都市に関しましても、当然、その広域圏

の中での役割分担という形で、これにつきましては、

地方の中心都市、人口が50万人ぐらいのところと、

その周辺のベッドタウンといいますか、そういうよ
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うなところとの連携をどう図っていくかということ

が趣旨でございますので、今後そういう観点に立ち

まして、協議を進めていきたいと思っております。 

○12番（中里純人君） 何ができるかは今後協議し

ていくとのことでございますが、戦略の策定に関し

ましては、各課から推薦されたメンバーでワーキン

ググループにかかわってこられたようですが、職員

全員が共有できるように徹底していただきたいと思

っております。 

 次の質問に移ります。 

 商店活性化策についてであります。 

 第１次総合計画の後期基本計画に、商業、サービ

ス業の振興の主要施策として、空き店舗の活用、イ

ベントの実施、後継者育成、創業支援、観光との連

携による商店街の活性化、地域密着型サービスの展

開などが挙げられております。 

 空き店舗等活用促進事業補助金により、新規開業

店が増え、会議所や青年団体が中心となり、地域を

巻き込んでのイベント開催など、また、留学生記念

館の順調な集客効果で商店街も活性化の糸口が見え

つつあります。 

 物販では、撤退した空きビルに食品スーパーが出

店し、飲食では、24時間チェーン店や、まぐろ館が

オープンしていますが、本市域内の商店街並びに地

域商店の現状についてどのような認識か伺います。 

○市長（田畑誠一君） 商店街並びに地域商店の現

状についてのお尋ねだと思います。 

 串木野地域市街地の七つの通り会の現状につきま

しては、本年６月末現在で、営業店舗数が137店舗、

空き店舗数が23店舗で、平成25年の同時期と比較を

しますと、営業店舗数で６店舗の増、空き店舗数で

５店舗の減となっております。 

 また、地域商店の現状につきましては、経済セン

サスによりますと、卸売小売業の事業所数で、平成

24年度が394事業所、平成18年度が478事業所となっ

ておりますので、17.6％の減少ということになりま

す。 

○12番（中里純人君） 地域商店は激減しているよ

うでございますが、商店街は店舗数ではやや増加し

ているようですが、業種別ではどのような状況か伺

います。 

○水産商工課長（平川秀孝君） 商店街の業種別の

状況についてでございます。 

 串木野地域７通り会の業種別状況につきましては、

先ほど市長が申し上げました、本年６月末現在で

137店舗となっております。 

 内訳としましては、小売業が73店舗、サービス業

が27店舗、飲食業が27店舗、金融・保険業が５店舗、

不動産業が３店舗、製造業が２店舗となっておりま

す。平成25年と比較しまして、サービス業で３店舗、

飲食業で３店舗増加しております。 

○12番（中里純人君） ６店舗も増加しているよう

でございます。 

 先ほど、主要施策で観光との連携による商店街の

活性化について触れましたが、少し紹介させていた

だきますと、茨城県に大洗町というところがござい

まして、人口が１万7,000人の町でございまして、

魚のあんこう料理で有名なところでございます。 

 そこでは、食と観光を通して商店街の活性化を図

ろうと、実際の街並みや学校を舞台にして、ガール

ズ＆パンツァーというアニメをつくっています。あ

んこう祭り＆ガールズ＆パンツァーツアーという１

日のイベントで12万人。年間では、450万人の観光

客を呼び込んでいるようでございます。アニメに登

場する人物の缶バッヂなど、いろいろアイデアを皆

さんで出して、これがコレクター向けに好評で、観

光を仕掛けて、商店街活性化に成功した事例として

注目を集めているようでございます。 

 本市の羽島沖の沖ノ島の猿がテレビ番組の「いき

なり！黄金伝説」で全国放映され、来年のさる年に

向けて、録画撮りがなされているようでございます。 

 私は、平成22年６月定例会に、沖ノ島の猿を観光

資源として活用できないかという質問をしましたが、

答弁では、地元の方々と何か方策はないかと今後検

討したいということでございました。 

 市外の知り合いに聞いてみますと、この番組の視

聴者が多く、羽島の無人島と聞いてびっくりします。

先ほどの同僚議員によりますと、市長もみずからテ

レビ出演なさって、去ることがないようにというす

ばらしいギャグで本市のＰＲをされたようでござい
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ますが、枇榔船長のグラスボートも、お猿さんだら

けの無人島観光船と名称も変更して、船体にはタレ

ントや猿のイラストを描いてあり、テレビ局も観光

地にすると張り切っているようでございます。 

 先に紹介しました大洗町の仕掛けをつくりだすと

いう事例もありますように、この機会にテレビ局と

タイアップして、猿というほかのまちにはない地域

資源を活かして、まぐろや留学生記念館といった食

と観光が連携して、さらには商店の活性化を図れな

いものか伺います。 

○市長（田畑誠一君） 観光と連携して商店街の活

性化というすばらしいアイデアだと思います。 

 現在、イベントに来場された方々、例えば今、記

念館を申されましたが、記念館で申し上げますと、

きのう９月９日現在、７万2,195人の来場者がござ

います。そのうちの約８割の方々が市内で食事等を

されているとお聞きをしておりますので、大変大き

な経済効果があるのではないかというふうに喜んで

いるところであります。 

 お述べになられました、この沖ノ島の活用につい

ては、今後、ＥＡＴこバスのツアーが企画されるな

ど、本市観光資源の一つとして活用をされておりま

す。一昨日も何か、観光船で新聞に出たようであり

ますが、この「いきなり！黄金伝説」という番組で

非常に評判になって、観光客が多いということを聞

いております。もう対応できないぐらい来られるそ

うであります。非常にありがたいことだと思ってお

ります。 

 これは、今おっしゃいましたとおり考えますと、

もう５年も前、平成22年に中里議員のほうから沖ノ

島の猿を観光にしたらどうかということを御提言が

あったわけでありますが、まさに今そのことが実現

をされているわけであります。中里議員の先見性と

申しますか、大変御立派であられると思いますが、

今、実現をいたしております。 

 テレビの影響は何としても物すごく大きいです。

私も実はまたテレビ朝日のほうから出演依頼を受け

ておるのですが、台風が続いて延び延びになってお

ります。また何らかの形でＰＲできたらなというふ

うに思っておりますが。 

 いずれにしても、せっかくお越しいただいた方々

に、本市の活性化のためにお金を使っていただきた

いというふうに思いますので、これからも、こうい

った本市はたくさんのイベントがありますので、こ

ういうイベントを活かして、一層、大洗町の話もさ

れましたが、随分スケールが大きいなと思ってお聞

きをしておりますが、そういった大きくにぎわうよ

うな、まちづくりに結びつけていくべきだなという

ふうに思っております。 

 今後ともいろいろ御提言をいただきたいものであ

ります。 

○12番（中里純人君） 先ほどの大洗町には商工会

議所のほうでも先進地視察を行っておりまして、観

光と商店街の活性化について研究されているようで

ございますので、ぜひ皆さんで知恵を出して、この

チャンスを活かしていただきたいものであります。 

 次に、空き店舗等活用促進事業補助金の成果と今

後の対策について伺いますが、平成25年から始まり

ました空き店舗等活用促進事業補助金の成果はどの

ようなのか。また、３年間の期限つきということで

ございましたが、これを延長するお考えはないのか

伺います。 

○市長（田畑誠一君） 空き店舗等活用促進事業補

助金の成果と事業の継続についてであります。 

 空き店舗等活用促進事業は市内の空き店舗等を活

用して、新規に出店しようとする方に対して店舗改

装経費と家賃の一部助成を行うものであります。 

 平成25年から実施をしておりますが、今お述べに

なりましたとおり大変好評であります。平成25年度

と平成26年度で、新たに18店舗の事業者が出店をさ

れております。また、平成27年度におきましても、

現時点で７事業者の出店を見込んでおります。 

 本事業につきましては、空き店舗等の活用が図ら

れるなど、一定の成果を挙げており、関係団体から

も事業存続の要望が提出されていることから、活用

状況を見ながら今後も継続の方向で検討していきた

いと考えております。 

○12番（中里純人君） 25店舗ほど出店並びに予定

があったとのことでございます。継続の方向で検討

されるとのことですが、創業者の支援と同時に、ま
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ちに活気を取り戻すためにも、ぜひ続けていってい

ただきたいものです。 

 次に、店舗リフォーム補助金制度についてであり

ます。 

 住宅リフォーム補助金制度は、市民や業者の皆様

から大変喜ばれていて、本定例会にも補正予算が組

まれているようでございますが、薩摩川内市では、

商工業者店舗改装費補助金として、店舗、事業所、

工場、倉庫等の改装工事費用５分の１の補助で上限

が20万円以内。南島原市では、住宅・店舗リフォー

ム資金補助金として、平成22年から実施。高崎市で

は、店舗並びに備品の購入に予算額を決めて実施し

ております。商店の活性化策として、数多くの自治

体が補助制度に取り組んでいます。 

 商業者が魅力のある商店づくりをすることにより

まして、売り上げ向上と地域活性化を図るためにも、

新たに店舗リフォーム補助金制度は考えられないの

か伺います。 

○市長（田畑誠一君） 店舗リフォーム補助金制度

の創設でありますが、今お述べになりましたとおり、

薩摩川内市などで店舗リフォーム補助金制度が設け

られているということをお聞きをいたしております。

本制度は、既存店舗の活性化、振興を図る意味から

も有効な制度ではないかと考えます。したがいまし

て、今後、他市の状況等も見ながら検討してみたい

というふうに考えております。 

○12番（中里純人君） シャッターが閉まったまち

は活気が感じられません。検討するとの答弁ですが、

若手や中堅の商店主や後継者を中心に、商店に元気

を取り戻そうという機運が高まりつつある今、この

制度を活用して、やる気のある商業者を増やせてい

けたらと思っております。 

 以上で全ての質問を終わります。 

○議長（下迫田良信君） 次に、福田清宏議員の発

言を許します。 

   ［17番福田清宏君登壇］ 

○17番（福田清宏君） 台風15号は市内の至るとこ

ろにその爪跡を残し、被災の状況はルース台風をは

じめ、幾つかの強い台風を思い出すに十分でありま

した。被災された皆さん方にお見舞いを申し上げま

す。あわせて、復興に御尽力をされました皆さん方

にねぎらいの言葉を申し上げたいと思います。 

 さきに通告いたしました事項について、順次質問

を行います。 

 １番目は、堤防等の改修についてであります。 

 五反田川河口の左岸、東海大橋上流付近の堤防改

修工事等について伺います。 

 その一つは、堤防の亀裂の改修については、以前

から一般質問でも取り上げてまいりましたが、今日

に至る間の鹿児島県との協議の進展について伺いま

す。 

 以上で壇上からの質問を終わります。答弁をいた

だき、その後の質問は質問者席から行います。 

   ［市長田畑誠一君登壇］ 

○市長（田畑誠一君） 福田清宏議員の御質問にお

答えをいたします。 

 五反田川河口左岸、東海大橋上流付近の堤防改修

についてであります。 

 防潮堤の改修につきましては、これまで福田議員

のほうからたびたび御質問をいただいておりますが、

県のほうへ要望をし続けてまいりました。 

 今年度、県が水産基盤機能保全事業により調査・

設計までを行うこととしている状況にあります。 

 なお、工事着手につきましては、予算の配分によ

っては不確定な部分もありますが、次年度からの予

定で進めているとのことであります。 

 引き続き、県に対して、早期整備が図られるよう

強く要望をしてまいります。 

○17番（福田清宏君） 今年度から動き出し、次年

度から工事着工の予定とのことでありまして、長年

にわたる県への要望が実りつつあると存じます。 

 先ほども申し上げましたが、以前から一般質問で

も取り上げてまいりましたけれども、なかなか難し

い事案のために、住民の方々からの改修要望もあり

まして、去る５月に現状を把握していただくために、

吉留県議と所管の県職員に現場の確認をお願いし、

説明もいたしました。 

 今回、台風15号が本市の西方海上を通過し、満潮

時間と前後したために、海は太って、波は高くなり、

五反田川河口の左岸の堤防を越波し、右岸の堤防の
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先端は決壊しております。左岸堤防の腹付けの改修

をしてある箇所の上流側と下流側、特に下流側は亀

裂が大きくなっております。左岸堤防内側の車道及

び歩道の損傷もひどいものであります。あわせて右

岸堤防先端の決壊も左岸堤防に波が強く当たる一因

となっていると思います。 

 このような状況を一日も早く解消するために、今

回、市長当局の長年の県への要望が身を結び、調

査・設計費がついたことを契機として、早期の事業

実施に向けての御努力に夢を託したいと思います。 

 次に、台風15号が本市の西方海上を通過し、満潮

時間と前後し、波浪が大きかったため右岸の堤防の

先端は決壊し、左岸堤防に波が強く当たる一因とな

ったと思います。この改修についてお伺いをいたし

ます。 

○市長（田畑誠一君） 台風15号による被害を被っ

た野元導流堤につきましては、漁港を管理している

県に対して、航行の安全性の確保からも、導流堤の

改良も含めて早急に対応していただくよう要請をし

ましたところ、予算の配分によっては不確定な部分

もありますが、今後、調査・設計を行い、次年度か

ら工事に着手する予定で進めているとのことであり

ます。 

 引き続き、県に対して早期整備が図られるよう強

く要望をしてまいります。 

○17番（福田清宏君） この件も、次年度からの工

事着工の予定で進めるとのことでありますが、安堵

しております。右岸堤防の決壊は、左岸堤防の越波

や、五反田川の上流に向かって波浪の遡上の怖さを

思うとき、ぜひとも早期の整備を望むものでありま

す。 

 次に、その二つ目ですが、堤防に隣接する歩道の

改修について伺います。 

 今日まで堤防の亀裂からの土砂の吸い出しによる

陥没がたびたび起こるために、アスファルトによる

舗装をとめて、簡易な舗装をとお願いをしてまいっ

たところであります。 

 今回の台風による陥没等は今までになくひどく、

歩道や車道の改修をやらなければならない状況にあ

ると存じます。工法的には堤防の腹付けが先と思っ

てまいりましたが、歩道や車道の改修工事のときに、

堤防の裏打ちもすべきであるというふうに思うこと

でありますが、いかがでしょうか、お伺いいたしま

す。 

○市長（田畑誠一君） 堤防に隣接する歩道は、こ

れまでも台風時の高波の影響で歩道が陥没し、その

都度、復旧を行ってまいりました。しかし、よく考

えますと、陥没はやはり護岸からの吸い出しが原因

じゃないかというふうに思われます。これは福田議

員もこれまでお述べになっておられますが、私もそ

のように考えております。 

 したがいまして、護岸の改修を行った後に、歩道

の整備を行うべきであると考えております。しかし、

この吸い出しのための改修工事となりますと、完了

するまでには相当の時間がかかることから、現在の

状況を勘案した上で、応急的な補修を行い、歩行者

等の安全確保に当面努めてまいりたいというふうに

考えております。 

○17番（福田清宏君） 今までずっとそういうこと

でお願いをしてまいりました。やはり、今回再度こ

の亀裂を見てみますと、特にこの腹付けを一部して

あります下流側が特にひどくなっているように感じ

ます。あわせて、その越波も影響したんでしょうけ

れども、車道のコンクリートの動きも激しいし、歩

道も至るところで陥没したり、そして越波した波が

50、60メートル、川上のほうに、東側のほうに流れ

てきた跡もあったりして、歩道は至るところに大変

な傷みがあったようですが、その後、業者の手によ

りまして、歩道はきちんときれいにされております。

ですが、やはりこの吸い出しはどうにかしないと、

やっぱり、いたちごっこで同じ工事の繰り返しにな

ると思います。 

 一時期、もう四、五年になりますか、きちんとし

たアスファルトでの舗装をしていただいたんです。

ですが、やはり陥没して、いろんな箇所が出てきま

したので、これじゃ危ないということで、アスファ

ルトの本当の舗装をやめて、簡易的にとにかく固め

てくださいと。そして陥没したらまたすぐ砂を入れ

て応急処置をということで、今日まできたのが、あ

そこの歩道とのかかわりです。 
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 今、市長が申されましたように、そういうような

ことでありますので、歩道を大々的に改修するとき

には、堤防の裏打ちも必要じゃないのかなと、海側

からの腹付けだけじゃなくてですね、そんなふうに

近ごろ思うようになりました。そういうことでもし

ないと、この吸い出しはとまらないのかなというふ

うに思うことでありまして、今、市長が御回答いた

だきましたことに沿って、時間がかかるとは思いま

すけれども、できるだけ短時間で改修されますよう

に、御尽力をお願いしたいと思うことであります。 

 この項を終わります。 

 次に、２番目は、かもめ公園グラウンドの改修に

ついて伺います。 

 かもめ公園グラウンドの土砂、砂はコンクリート

状にかたく固まっております。この改修について伺

います。 

 このグラウンドの砂は、砂を入れかえる、あるい

は耕すというか、新しい砂を入れてまぜるというか、

何かそういう形での改修はできないものか。 

 今、あそこでやってますのはグラウンドゴルフ、

少年の野球、そして子供たちが放課後学校から帰っ

てきてからのいい遊び場になっています。そういう

意味からも、あの砂はどうしても入れかえる時期に

きたんじゃないかというふうに思うんですが、いか

がでしょうか。お尋ねをいたします。 

○市長（田畑誠一君） かもめ公園は鹿児島県の所

有でありますが、いちき串木野市で年間を通して維

持管理を行っております。 

 現在は、お述べになりましたとおり、高齢者のグ

ラウンドゴルフやスポーツ少年団の硬式野球などで

毎日のように市民の方々に利用されている状況であ

ります。 

 しかし、かもめ公園グラウンドは平成６年に開園

ですから、もう20年経過しております。これまで、

表土を補充した程度で、グラウンドの改修工事等は

なされておりません。したがって、競技によっては、

今、御質問がありますように、使いにくい状況にな

っております。 

 現在の状況を、鹿児島地域振興局に現地調査を実

施していただきました。今後は、鹿児島地域振興局

と協議を詰め、早急に改修が着手できるよう要望し

てまいります。 

○17番（福田清宏君） ぜひ、そのようにお願いを

したいと思います。県の施設なんですが、漁港の船

員さんたちの厚生施設の一つとしてもつくられたと

いうふうに、歴史的には思ってます。５大プロジェ

クトの１つの流れの中で、二十数年経ちました、そ

ういう中で、コンクリート状に土がなっているとい

う、しばらく私もああいう状態は見たことがないん

ですが、全面的にそうなんですよ。たたけばこんこ

んこんこんいうという状況でありますので、ぜひと

もそうしてください。 

 そして、市民の皆さんにとっては、県の施設だと

言ったって、なかなか理解いかないんですよ。やっ

ぱり市にある施設なんだからちゃんとして取り組ん

でくれよというのが、あそこを使われる方々の声で

ありますので、ぜひともその地方振興局とのかかわ

りの中で進めていくという御回答でありますが、ぜ

ひそのようなことで一日も早い改修をされて、また

あそこを使う高齢者の皆さん、子供たち喜ばせてほ

しいと思うことであります。よろしく御期待いたし

ます。 

 この項を終わります。 

○議長（下迫田良信君） 質問の途中ですが、ここ

でしばらく休憩をいたします。 

 再開は午後３時15分といたします。 

             休憩 午後２時55分 

             ───────── 

             再開 午後３時15分 

○議長（下迫田良信君） 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

○市長（田畑誠一君） 先ほどのかもめ公園のグラ

ウンドの改修ですけれども、これはさっき申し上げ

ましたとおり、県の所有でありますので、県のほう

にお越しをいただいて、現地で調査をしていただい

ております。 

 その結果、県としても前向きに検討をしますとい

う回答をいただいておるのでありますが、何せすぐ

工事といいますと、御案内のとおり予算を伴うこと

で、期間を要するので、もしできましたら市のほう
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でも御配慮をということはお聞きをしておりますの

で。利用しているのは、高齢者の皆さん方のグラウ

ンドゴルフ、そしてまた、スポーツ少年団、そのほ

か利用してるのはみんな市民の皆さんでありますか

ら、この改修につきましては、市のほうで早速行う

ようにいたします。 

○17番（福田清宏君） ありがたい答弁であります。

この状況を聞いている高齢者の皆さんやら少年の人

たちは大変喜んでいることと思います。ぜひひとつ

そういうことで、一日も早く改修されますように、

御期待を申し上げます。ありがとうございます。あ

まり、ありがとうというのは言わないんですけどね。

何か法を破ってでも、ありがとうと言いたくて、申

しわけないことであります。 

 それでは、３番目の質問です。 

 公の施設に関する利用料の減免等について伺いま

す。 

 ここで、通告の文言の訂正をお願い申し上げます。 

 利用料と通告しましたが、条例あるいは条例施行

規則等を読んでいきますと、使用料というのが正し

いのかなと思います。指定管理者が定めるときは利

用料となっておりますが、そういうようなことであ

りますので、ここは使用料に訂正方をお願いいたし

ます。 

 一つ目は、高齢者や障害者手帳所持者等に対する

使用料の減免等がある施設と使用料について伺うと

ころです。 

 施設の名前と使用料とその減免の額について御回

答いただければありがたいと思います。 

○市長（田畑誠一君） 公の施設の中で、高齢者や

障害者の方に対して、使用料の減免等がある施設の

状況ということでお尋ねであります。 

 現在、市民の方々が利用されている公の施設のう

ち、高齢者や障害者の両方のそれぞれの方に対して

使用料の減免等がある施設は、串木野及び市来高齢

者福祉センター、秀栄ドームの３施設であります。

また、障害者の方のみに対して使用料の減免等があ

る施設は、薩摩藩英国留学生記念館、総合体育館な

ど計16施設であります。 

○17番（福田清宏君） この減免、減額等について

は、障害者手帳の保持者からお尋ねがありまして、

議会事務局の手伝いをいただきながら、条例と条例

施行規則を手に入れて、ずっと調べてまいりました。

手元にあるこの書類は全部、条例と同施行規則です。

ですが、なかなか追いつかない状況にありました。

そういう中で福祉施設はですが、16の施設にそうい

う状況があるということでありますので、例えば、

薩摩藩英国留学生記念館の場合は、50円引きとかあ

るようですが、この手帳を持っている人が行かれた

ときは、ありませんということで、本当にありませ

んかと聞いて、いろいろする中で50円引きますとい

うことだったそうで、その利用者は負けてくいやっ

たという感覚でしかなかったという思いのようでし

た。ですから、そういうことも含めて、やっぱりき

ちんとして減免やら減額の額を一覧表にしてつくる

べきじゃないのかなと。 

 今回私も長いことこうして議員として活動させて

いただいてますが、これほど時間をかけて探したこ

とはなかったです。本当にこの一覧表、今までこう

いう発想はなかったのかなという思いで、非常に悔

やまれてなりませんが、ぜひともそういうことで、

この減免あるいは減額の施設と使用料を一覧表にし

て、明らかにすることで、また利用する人たちにと

ってとてもいいことになるのではないかなと、市の

サービスにもなるんじゃないかなというふうに思う

ことでありますが、その辺についてはいかがでしょ

うか。 

○市長（田畑誠一君） 公の施設の使用料につきま

しては、それぞれの施設ごとに施設窓口やホームペ

ージなどで周知をして、今までのところおるわけで

ありますが、現在のところ、すべての施設の使用料

を掲載した一覧表はありませんので、まずは福祉課

で配布しております、福祉サービス情報に施設使用

料の減免等の情報を掲載するようにしたいと考えて

おります。 

 また今後はすべての施設使用料の一覧表を作成す

ることについても検討してまいりたいと考えており

ます。 

○17番（福田清宏君） 公の施設に関する利用料の

一覧表の作成ですが、今、市長からもう回答をいた
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だきました。 

 ずっと条例やら調べていく中に、今年の県民手帳

ですが、後ろから二、三枚目のところに、割引パス

ポートということで、この手帳を持っていけばこれ

だけの割引をしますという金額が出てるんです。そ

の金額がこの２ページにわたって、こんな狭いとこ

ろに３カ所分書いてあるんですよ。だから、こうい

うような形で端的に使用料はこうだよ、それで、減

額された額はこうだよという、もう端的にそんな流

れでいいと思うんですが、条例とか施行規則を見る

と、もういっぱいいっぱい言葉が書いてあって、な

かなか難しいというふうに思いますので、今、市長

が言われたようなことも含めて、簡単に見られるよ

うに、まずさっき回答いただきましたように、身体

障害者の手帳をもらうときに、サービス情報の一覧、

電車賃とかいろいろバス料とかありますが、それに

まずは載せてということでありますが、どんな手段

でもいいですから、とにかくそういうことで、この

使用料が一覧になっていく、そしてあわせて、減免

される施設はこういう施設で、これこれこれがこう

なりますという形のものをぜひともつくっていただ

ければと思うことでありますが、再度お答えくださ

い。 

○市長（田畑誠一君） 利用する場所に行かなきゃ

わからないというようでは、これは大変市民の皆さ

んに不便を来しておりますので、今言われますとお

り、とにかく一覧表をつくってみたいと、まずは福

祉手帳のサービス情報に掲載をいたしますが、そこ

でこれから検討してつくりますけれども、やっぱり

考えなきゃいけないことは高齢者の皆さん、障害者

の皆さんに見やすいように、コンパクトにしたいで

すけど、例えば、一言で言ったら、今度は字が小さ

くてまた見にくい、そういったことやら配慮しなが

ら、いろんな角度から検討して、まずは福祉サービ

ス手帳から、そしてその後、一覧表に結びつけるよ

うに検討をしてまいります。 

○17番（福田清宏君） そういうことで、でき上が

りを楽しみに待っております。 

 次の項に入ります。 

 ４番目は、交流センターについて伺います。 

 その１つ目は、指定管理者と地区まちづくり協議

会とのかかわりについてであります。 

 管理を指定管理者に行わせている施設に設置され

ている、次の２つの交流センターについて今日はお

伺いします。 

 まず、大原交流センターの現況と今後について伺

いますが、中央公民館の１階部分を改修して設置さ

れたところでありますが、その後、大原地区まちづ

くり協議会から設置や使用等についての要望、申し

出等はありませんでしょうか、お伺いをいたします。 

○市長（田畑誠一君） 指定管理者とまちづくり協

議会の皆さんとのかかわりについてであります。 

 大原まちづくり協議会及び中央まちづくり協議会

が事務所のある中央公民館及びドリームセンターは、

株式会社図書館流通センター及び串木野シール会が

それぞれ指定管理者となっていただいております。 

 両まちづくり協議会とも、事務所以外の会議室な

どを使用する際は、関係条例、規則に基づき事前に

使用許可申請書を指定管理者に提出していただいて

おります。すなわち、指定管理者が他の団体等によ

る施設使用申請と調整により、まちづくり協議会の

事務所以外の施設使用の可否を判断しております。 

 なお、まちづくり協議会が指定管理者となってい

る他の交流センターにおきましても、まちづくり協

議会が施設を使用する際は原則、使用申請書を提出

していただいております。 

 以上のような状況であります。 

○17番（福田清宏君） まず、大原交流センターに

ついて少しお尋ねしていきますが、先般、市政報告

会の会場が市役所の２階会議室であったんですね、

大原地区の。それで、何でここであるのかな、中央

公民館に会議室あるのになと思いながら、思ってず

っと調べていく中で、今回のこの質問になりました。 

 中央公民館は３階が資料室になりましたね、そう

いうことで２階が畳の部屋ということもあって、そ

ういうことになったのかなというふうには思います

けれども。今申し上げましたように、設置されてか

ら今日に至る間、何もその要望とか申し出等はあり

ませんでしたでしょうかね。 

 中央交流センターのまちづくり協議会とのかかわ
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りということでお尋ねします。 

○まちづくり防災課長（久木野親志君） 大原まち

づくり協議会から使用についての御意見がなかった

かということですけれども。 

 今、１階の部分をまち協の事務室にさせていただ

いておりますが、隣は一般の人が使える会議室にな

っております。そういうことで、普通、中央公民館

ということで、ほかの団体の利用が多い施設でもご

ざいます。そういう意味で、大原まちづくり協議会

が自分たちで使いたいというときに、借りようかな

といったときに既に予約が入っていて使えない状況

があったり、また隣は会議室で、隣の声とか、たま

に楽器を使ってる、使用があった場合に、それが漏

れてくると、そういう声を聞いております。それに

関しては、極力、指定管理者も、そういうことに対

して対応するために、事前にまち協さんの行事予定

をお聞きして、場合によっては他の団体の利用のと

きに部屋を移っていただくといった配慮はなさって

おられるようであります。 

○17番（福田清宏君） １階の会議室を一般のとい

うのは、大原まちづくり協議会の参加の皆さんじゃ

なくての一般の人たちという意味ですか。 

○まちづくり防災課長（久木野親志君） １階には

まちづくり協議会の事務室と隣にまた小会議室みた

いなのがあるんですが、そこが誰でも使える部屋に

なってるものですから。パーテーションで仕切って

ありまして。そういう意味で、事務室隣が普通の会

議室と、そこの会議室を利用されたときに、声とか

音が伝わるという意味でございます。 

○17番（福田清宏君） だけど、大原交流センター

の場合には、指定管理者との間に何か協議したこと

があるんじゃないですか、事項が。この大原交流セ

ンターを設置するに当たって、指定管理者と何かお

話された事項というのはないんですか。 

○まちづくり防災課長（久木野親志君） 事務室の

ほうは、まち協さんが専属的に使いますので、他の

団体はもちろん使えません。これはもうそういう約

束事でございました。ただ、隣の部屋は２階の小会

議室と全く同じ取り扱いになっておりまして、使用

料をいただいて、申請者がどの団体であろうが使え

るという取り扱いになってます。そういうところで、

隣の部屋の声が聞こえてくるという状況があります

ので、そこは極力、事前に、まち協さんの事業を聞

いておいて、移っていただく、そういう配慮はして

るということであります。 

○17番（福田清宏君） 私がちょっと調べた限りじ

ゃそうなってないんだよな。 

 大原交流センターの会議室というのはその２つの

会議室じゃないの。どこを大原交流センターの会議

室というんですか。 

○まちづくり防災課長（久木野親志君） 入ってす

ぐ、１階の手前の部分、調理室までの間が細かくい

えば三つに分かれてます、調理室までの間が。一番

手前がまち協の事務室、真ん中というかその隣が小

会議室みたいになっています。またその隣がさらに

小さくなって、つくった料理を食べる部屋といいま

すか。そのように、部屋が三つに分かれております。

で、一番手前のところがまち協さんの専用となる事

務室というふうに位置づけられております。 

○17番（福田清宏君） まことにもって、この条例

の改正のときの審査等からするとね、疑問があるん

ですが。その３つの会議室があるのはわかってるん

ですよ。それは大原交流センターの専用の会議室と

は違うんですか。今、言うように、大原まちづくり

協議会の皆さん以外の人たちも、使えることは使え

るんですよ。だけど、まずは専属としては、大原の

まちづくり協議会が使うんだよというのはないんで

すか。 

○まちづくり防災課長（久木野親志君） これを改

装するに当たって、１階は全て事務室でした。会議

関係は２階で全て今までやってたんですが、改装前

ですね。それで、改装する段階で、利用者の方々か

ら１階にも使える部屋が欲しいという声がありまし

た。そういうのを踏まえまして、これまでの事務室

をやや、今までロビーのところまで出して、スペー

ス全体を、１階のスペースをやや、できるだけスペ

ースを大きくして、それをさっき言いました、まち

協の事務室、それで会議室もつくったとそういう意

味で、まち協さんが専属で使えるのはまち協の事務

室ということで、そして隣の部屋はもちろんパーテ
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ーションを外せば使えますので、その折は指定管理

者に申請書を出して使っていただいてるということ

であります。 

○17番（福田清宏君） 何か使い勝手の悪い交流セ

ンターなんですね。私が調べた流れの中じゃそうな

ってませんけどね。今、まちづくり防災課が担当な

んでしょうから、そういうことなんでしょうけどね、

ちょっと違うんだよな。違うというよりかは違って

ほしいと思います、逆にね。 

 やっぱり交流センターとしてきちんとしておくな

らば、交流センター条例の中で、第１条の設置とか、

第12条の名称及び位置というところには、出てくる

んですよね、名称が。だけど、それ以外全然名前が

出てこないんですよ。あわせて、いちき串木野市公

民館条例にも大原交流センターにかかわる記述はな

いんですよ。 

 そういう中で、大原交流センターがあそこに設置

されたという流れの中はどこにあるんですか。ただ、

交流センターを第１条で設置するよ、設置したとこ

ろはこれこれですよと、それだけでしてるんですか。 

 だけど、形としては全てが指定管理者に指定して

あるんでしょう。そういう中で、何の約束事もなく

てとんと入ってるんですか。お答えください。 

○まちづくり防災課長（久木野親志君） 中央公民

館といいますか、大原地区の分ですね、これをつく

るに当たって、一つは約束事ということで、まず大

原交流センターの専用の出入り口をつくりますとい

うことですね。そして、その中に専用の湯沸し室も

つくりましょうということにしました。それで、ト

イレとかは共有にしましょうと、１階のロビーでで

すね。専用のスペース以外を使うときは指定管理者

に申請書を出して使います。そして他のスペースも

使用に関しては免除いたしますと。そういう基本的

な約束事を設置する段階で定めております。 

○17番（福田清宏君） それね、どことどことで結

んであるのかな、約束してあるのかな。 

 あわせて、専用施設という言葉を使われたけど、

どことどこが大原交流センターの専用施設なの、も

う一遍お尋ねします。 

○まちづくり防災課長（久木野親志君） 全体とし

ては交流センターと位置づけますが、その中で大原

地区だけしか使えない部屋というのが、その事務室

というふうに位置づけています。 

 ですので、他の施設も、もちろん交流センターと

いう一部ですが、それはしかし他の団体とも一緒に

使う可能性がございますので、そういう意味では指

定管理者に申請書を出して、使っていただくという

取り扱いにしております。 

○17番（福田清宏君） たしか条例改正のときに会

議室が二つ追加されましたよね。この公民館条例の

改正のときにね。恐らくそのことを二つ、三つ目の

部屋ということで今言われてるんだと思うけれども

ね。でもやっぱり、交流センターとしては、その事

務室だけが交流センターよ、あとは一般の人たちと

同じように申請を管理者にしなさいよ、そうせんと

使ってはならんぞという話は、市長、どうもいただ

けないんですがね。そういう状況のようなんですが。

なかなか市長もそこまではね、届かないところがあ

られるんじゃないかと思うんですよ。現実ですね、

そこを調べていけばいくほど、今言ったように、ど

うして大原の交流センターが中央公民館のあそこに

あるの、その約束事はどけあっとけと言うてみたか

らが、条例にも条例の施行規則にも何もでてきやせ

んとですよ。だから、今、課長が答弁されたのも、

どこに書いちゃっとかですね。私たちはわかりませ

ん。恐らくわからんと思いますよ。 

 そういう状況でありますけれどもね、やっぱりそ

ういう意味では、少し設置の仕方についても、もう

ちょっと考えていかないといけないのではないかな

というふうに思います。 

 あわせて、次の中央交流センターのことについて、

また似たようなことなんです。お伺いします。 

 現況と今後についてということです。さっき、も

う市長がある程度答弁されました。したがって、そ

のことに触れながら、一つずつ少し少し、形を変え

てお尋ねをしていきたいと思います。 

 平成25年６月３日提出の議案第30号に、いちき串

木野市交流センター条例の一部を改正する条例の制

定というのの提案理由に、「共生・共働のまちづく

りを推進するための拠点施設として、ドリームセン
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ター内に中央交流センターを併設するとともに、中

央交流センターの休館日及び開館時間をドリームセ

ンターに準じて定めようとするものであります」と

いうふうにあります。附則に、その第７条の表中の、

音楽室の項を削るということで、施行期日が平成25

年の７月１日、このように今あるんですが、今さら

聞くのもおかしいんですけれども、この「ドリーム

センター内に中央交流センターを併設する」、これ

はどういうことですかね。ただ旧音楽室に交流セン

ターの事務所を置くだけの話なんですかね、お答え

ください。 

○まちづくり防災課長（久木野親志君） 先ほどの

中央公民館と似ておりますが、ドリームセンターの

全館を中央交流センターという位置づけで、その中

で、事務室は専用的にまち協さんが使うと。ただし、

他の団体も他の施設を使われますので、そこは調整

するために、指定管理者に申請を出していただいて、

調整といいますか、そういうのを出していただいて

使っていただくと、そういう取り扱いになっており

ます。 

○17番（福田清宏君） 本当に、旧音楽室に事務室

をつくっただけで、併設するという。で、廊下を隔

てた２階の会議室、この前、市政報告会も、市民と

語る会の議会のほうもありましたけれどもね、その

部屋は常に鍵がかかってるんでしょう。そして、そ

の都度、今言われたように、指定管理者に使用を申

し込まないかんという状態じゃないんですか。その

ことを今の答弁は意味しているんですかね。 

 あわせて、一般の人たちと同じような使用の仕方

ですということは、出入り口の鍵の管理も、まち協

はしていないということを意味しますか。 

○まちづくり防災課長（久木野親志君） まず、鍵

の件でございますが、今、結果的には指定管理者は

もちろん鍵をお持ちですけれども、結果的にはまち

づくり協議会のほうも、施設の入り口、それから自

分たちの事務室の入り口、この両鍵はお持ちですが、

ほかの会議室の部屋の鍵は今のところお持ちではあ

りません。指定管理者のほうがもちろん全館の鍵を

お持ちですが、いろいろとそういう、いざ使いたい

ときに、鍵がかかっている、部屋が、ほかの会議室

が、というお声がありました。管理上、指定管理者

がそのような鍵をかけてということがありました。

やはり、いざぱっと、指定管理者が帰った後に使い

たいというときに、使いづらい、使えないというこ

とが御指摘がありました。本来は、先ほど言いまし

た、事前に言っていただくというのが原則ながら、

急に人数がふえたりして、自分たちの部屋で使えな

いときに、そっちに移りたいというときに使えない

のでというお声がありましたので、今現在は、そこ

の鍵は自由といいますか、常にあけておくように、

今はそのように指定管理者に対応をしていただいて

いるところであります。 

○17番（福田清宏君） 恐らく、そういう意味では、

今説明されたような状況がどこかに活字として残っ

ていながらも、きちんとした申し合わせみたいなも

のはないんでしょうね。あそこに設置するに当たっ

てね。きちんとして条例を踏まえて併設するとなっ

ているものの、その併設について指定管理者との約

束事の紙もないという話は、おおよそどうなんです

かね。なかなか理解に苦しむところなんですけどね。 

 とにかく会議室、何ですか、旧音楽室、前の金庫

ですけどね、ここに事務室を置いてるだけで、あと

は一般の利用と変わらない利用の仕方だよという話

のようでありまして、大変疑問に思います。 

 あわせて、平成25年の６月17日の議案質疑のとき

に私が申し上げました質問、あるいは、６月18日の

総務委員会の審査、そして６月27日の委員長報告で

の懸念がそのまま今日の課題になっているんじゃな

いかと思います。 

 それは、事務所が旧音楽室で金庫の後ですから、

密閉性があって、長いこと会議できないんですよ、

形として。そういうことで今度は、一々部屋を借り

るのにも、管理者の許可を得なきゃいけないものだ

から、まち協の人たちの集まり方も大変苦労してい

ると。そういうことに委員会も、委員長報告も、疑

問があるということを言ってるんですよ、このとき

に。あわせて、市内で２番目の大きな世帯数を持つ

中央地区のまち協の交流センターとするには、違う

んじゃないかというところまで、このときの委員会

でも言ってるんですよ。それがそのまま今の使いに
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くい交流センターの姿になってると思うんですがね。 

 その辺についてはどうですかね。そんなふうな思

いはありませんか。市長に答えてもらうのは先にあ

るから、私は課長が答えるのはあまり好かんたっど

んね、だけど酷だもん、市長にこんなことを聞くの

は。だから、とりあえずは、そういうことで答弁し

てください。あと、市長には大事なことを聞きたい

と思いますので、お願いします。 

○まちづくり防災課長（久木野親志君） 中央交流

センターにつきましては、使い勝手という意味でい

ろいろ御意見を実際いただいております。現在、指

定管理者がシール会さんがなさってらっしゃいます。

そういうのを踏まえて、その今の段階でできること

という意味で、例えば、お声として、独自の倉庫等

がないということで、それにつきましては、今の指

定管理者と相談して、あるスペースをあけていただ

いて、今後はそこに内倉庫といいますか、そういう

ことは、場所とスペースをつくっていきましょうと。

また、外倉庫についても、これは指定管理者が直接

は管理しておりませんけれども、いろんな行政とか

商工会議所のものが入っているスペースがあります

が、こちらの地下のスペースを何とかまち協で使え

るように、こちらもちょっと関係機関と協議してい

かないといけない、そのようには考えているところ

であります。 

○17番（福田清宏君） 市長、ちょっとお答えくだ

さい。旧串木野市においては、電源交付金を使って

各地区にコミュニティセンターがずっとできてきま

した。それが好都合に今、交流センターとして立派

に機能してるんですね。 

 こういうことを思うと、今申し上げましたような

ことで、音楽室に事務室があるばっかりの話なんで

すよ、中央交流センターの流れは。ほかのことは全

部指定管理者の許可をもらわなきゃいけない。鍵だ

って、恐らく正式には渡してないと思うんですよ。 

 そういうことですから、どこの交流センター、指

定管理してあるところはちょっと、様子がここと似

ていますけれども、ほかの交流センターみたいに事

務所があって、会議室があって、調理室があって、

倉庫、トイレ等が整っている、そういう新しい交流

センターの建設を、中央交流センターとして建設す

るというお考えはございませんですか、どうでしょ

う。 

○市長（田畑誠一君） 市政を進めていく上での原

動力は、何といっても市民の皆さん方の総和であり

ます。そういった面で、まちづくり協議会というの

を各地区つくっていただきまして、まちづくり協議

会の中に今までそれぞれの組織で頑張ってきた、例

えば高齢者クラブの皆さんとか、あるいはＰＴＡの

皆さんとか、消防団の皆さんとか、婦人会の皆さん

とか、みんな一緒になって、まとめてまちづくり協

議会ということで、スタートをさせていただいて、

それぞれのまちづくり協議会の皆さん方が、市も職

員を配置しまして、まちづくりに懸命に、建設的に

取り組んでいただいております。 

 ですから、本来ならば、拠点となる館をそれぞれ、

電源交付金なんかで過去はやってまいりました。近

年では、本浦、そしてまた野平の話が出ております

が、検討しておりますけれども、そういった形です

が、一挙にはなかなかこの財源的な問題もあって、

できるだけ現在の施設ですね、市来地域でも現在の

公の施設を活用してもらってるところもあります。

できるだけ現在の施設が使えるところは、現在の施

設をお願いして、今までやってきております。 

 お述べになっておられますように、中央地区まち

づくり協議会の場合はドリームセンター、大原地区

の場合は中央公民館ということで、かねてのいろん

な会合等も兼ねて、活用をしていただいておるとい

うことで、ということは、それぞれのまち協の皆さ

ん方が大変窮屈な思いをされて、そして協力をしな

がら運営をしていただいているということでありま

す。だから、中央地区、まち協の皆さん方には誠に

窮屈な思いを、市来にもございますが、窮屈な思い

で申しわけない、今状況なんですけれども。工夫を

しながらほかの団体との会合等なんかもあわせて、

まちづくり協議会で活動をしておられる、運営をし

ておられるということに本当に敬意を表していると

ころであります。現段階では大変窮屈な思いをさせ

て申しわけないんですけれども、運用のあり方で、

もっと何か工夫する方法はないのか、まち協の皆さ
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ん、それから指定管理者の皆さん、もちろん市を含

めて現段階で何か方法はないのかというのは協議を

してまいりたいと思います。 

 また、何と言いましても、拠点を持たなきゃいけ

ないわけでありますから、だからできるだけ工夫を

しながら、できるだけ早い機会にこういったどこか

を借りてやってるようなまち協の皆さんに対しては、

やはりちゃんとした会議室もあれば事務室もある、

厨房もある、そういう館を我々は建設すべきだと思

ってます。ただ、現段階で一挙にというわけにはい

きませんが、今後やはりいろんな角度からそういっ

た検討をしていきたいというふうに考えております。 

○17番（福田清宏君） 本当にそういうことで、な

かなか一挙に、１年に幾つもという話にはならない

と思うんですね、ですが、今の市長の心意気十分理

解しました。 

 そういうことからいきますと、創意工夫の中にド

リームセンターの場合は、２階を全部、中央の交流

センターとしてやると、そして、南側の鍵も一つは

ちゃんと管理させるとかね、そういうことにすれば、

２階の会議室だって、この前あった、市長の市政報

告会とか議会の市民と語る会とか、あるいはまち協

さんの会議とか、あるいはまち協さん傘下の皆さん

方の会議とか、そういうことでやってるわけですよ

ね。だから使い勝手が悪いから、中には本浦の交流

センターを使ったり、中央まちづくり協議会のメン

バーがですよ。本浦を使ってはいけないという意味

じゃないんですよ。不便だからそういうこと。あと

はサロンを使ったりだとか、そんなことになってる

んですよ。だからそういうことからいうと、やっぱ

り２階の全室を中央交流センターとして、中央まち

づくり協議会に新しい施設ができますまでの間とい

うことで、そんな工夫というか大胆な判断をしても

らうことが、まち協の活動の一層の推進になるんじ

ゃないかと思うんです。 

 この新たな施設をつくっていこうとして検討した

り、その時を待つ間も、まちづくり協議会の活動は

とまらないんですよ、やっぱり続いてるんですね。

だからそのためには、いつも市長が言われるように、

自治公民館の活動、あるいはまちづくり協議会のま

ちづくり推進の拠点が必要なんですよ。先ほども市

長が言われたように、拠点の大切さということに触

れていけば、当然のこととして、２階の全フロアは

中央交流センターとして位置づけるよという判断を

下していただければ、まだ、新しい施設が建設され

るまでの間は何とか創意工夫、まちづくり協議会の

人たちがして、活動していけるんじゃないかと、そ

んな思いもするんですけれども。その辺については

市長どうでしょうかね。もう市長の一存でこれは決

まるんじゃないかと思うんですよ。 

 それで、担当課もドリームセンターは水産商工課

なんですよ。交流センターはまちづくり防災課なん

ですよ。だから、その辺もしっちゃかめっちゃかな

んですよね。何かやり方が。だから今日は市長も

あんまり、途中でお答えにならなかったということ

は、詳細のところまで市長には上がってないんじゃ

ないかと思うんですね、設置されてから今日までの

流れが。だからそういうことも含めて話をしますと、

今、言ったように、新しい交流センターができる間

は、２階の全フロアを中央交流センターとして位置

づけるよということで、指定管理者と申し合わせを

すれば済むことじゃないかというふうに思うんです

けれどもね。いかがなものでしょうか。 

 あわせて言うならば、指定管理者の任期もあけて

３月までというふうに、私たちが議決した期間の中

にはあるようなんですが、いかがでしょうか。お答

えいただきたいと思います。 

○市長（田畑誠一君） 先ほど申し上げましたとお

り、市政推進、市政発展の原動力は、これまでずっ

といろんな団体がそれぞれの立場で活動をしてきた、

さっき申し上げましたＰＴＡとか高齢者クラブとか、

消防団とか婦人会とか、いろいろ申し上げてまいり

ましたが、そういう方々が今度は一つの輪になって、

そしてまちづくり協議会というのを結成をしていた

だいて、みんなで今までと同じように、今まで以上

に力を合わせて、まちづくり協議会で地域住民の皆

さん方の絆を深めながら、市の発展に御貢献をいた

だきたいというのが、まちづくり協議会へのお願い

でありますし、まさに市政推進の主役はまとまった

まちづくり協議会であります。したがいまして、当
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然のこととして、本来ならば館をそれぞれ建設すべ

きであるのは承知をしておりますが、あれこれ財政

事情やらあって、順次、整備をしてきておりますが、

いまだ、今申し上げましたとおり、大原まちづくり

協議会とか中央まちづくり協議会とか、市来の湊町

ですかね、とか大変御不便をおかけをしながら、他

の会合やらと、お互い競合しながらそんな中で工夫

をして、今、まちづくり協議会で頑張っておられま

すので、できるだけ早くそれぞれの館を建設するの

が筋なんですが、一挙には財政事情等でできません

ので、当面の間は、運用の中で、まちづくり協議会

の皆さんのご意見を賜り、指定管理者の皆さん、市

が一緒になってより効率的な、より快適なと申しま

すか、そういう活用使用方法、利用法はないものか、

検討をしてまいりたいと思います。 

○17番（福田清宏君） ぜひそういう方向に。もう、

市長の一声で形がなっていくと思うんですね、この

ことは。ぜひお願いしたいと思います。 

 と言いますのも、いちき串木野市の自治基本条例

の20条には、まちづくり協議会の要件及び設置とい

うのがあって、要件を満たせば、市長が適当と認め

ますよとか、あるいは、21条には、まちづくり協議

会の権能として、まちづくり協議会の市長への提言

とか尊重とかいう項目もあったりして、行政を推進

する中で、今、市長言われるように、市長とまちづ

くり協議会はもう一心同体ともいえるような状態だ

と思うんですよね。あるいは、またこの条文からし

てもそうだろうというふうに推察します。そういう

中で、共生・共働のまちづくりを推進していく拠点

たるものということで、今、市長がお述べになりま

したような運用の中で一緒になって検討していただ

いて、さっきから何回も言いますが、せっかくのこ

とですから、２階の全フロアをまちづくり協議会に

中央交流センターとして位置づけて、拠点としてさ

せていただくということになれば、また新しい施設

ができるまでの間は十分に活動ができる、活用でき

るんじゃないかというふうに思うことであります。

どうぞひとつ検討の課題の俎上に上げて、今、市長

が述べられましたとおりに、どうかよろしく御検討

を期待するものであります。 

 この項をこれで終わりたいと思います。 

 次に、４番目の二つ目です。 

 野平交流センターの建設計画の進捗状況について

伺います。 

 土地の確保とか設計とか、あるいは地元に建設委

員会でしょうかね、検討会でしょうかね、そういう

のもできてるようにも、耳に入ってくるんですが、

状況はどういうものなんでしょうかと思いましての、

お尋ねでございます。 

○市長（田畑誠一君） 今までずっと、るる御意見

いただいてまいりましたとおり、やはり拠点づくり

ということで、現在、野平地区の皆さん方で交流セ

ンターの建設についていろいろ協議をしていただい

ております。 

 まず、やっぱり一番大事なのは、この用地の取得

なんですけれども、野平交流センター用地につきま

しては、野平地区の公民館の皆さん方と協議をして、

そして場所を大体選んでいただく形で、今、その用

地取得について、地権者の方々に御相談をしており

ます。幸い、ありがたいことに大変前向きに対応し

ていただいている状況でありますので、今後も用地

の取得についてお願いをしてまいりたいというふう

に考えております。 

○17番（福田清宏君） 用地が確保されれば、次は

設計、建設と進むんでしょうけれども、まず、今交

渉中ということで、建設に向かって進んでいるとい

うことを認識しました。 

 あわせて、これは聞こえてくる話で、直接、市の

担当課から聞いた話ではないんですが、この平江公

民館を何というんですか、併用するというんですか

ね、交流センターの一部に平江の公民館を設置する

よという話もちょっと聞こえたりしてくるんですけ

れども。それは、そういう構想なんでしょうかね、

どうなんでしょうか。 

○市長（田畑誠一君） これまで、野平交流センタ

ーの特別委員会というのを設置しておられます。そ

れぞれの地域から代表の方が出られましてですね。

その特別委員会の皆様方と３回の協議を行っており

ます。その協議の中で、建設場所や平江公民館と併

用した施設とすることと、それから平江公民館は建
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設に係る経費を一部負担すること等を現在までのと

ころ確認をしているところであります。 

 また、会議室の大きさや施設の具体的な内容等に

ついても、今、協議を始めているところであります。 

○17番（福田清宏君） 併用するところに、平江公

民館の一部負担ということでありますから、公民館

建設での補助金は当然使えんですね、併用となると。 

 交流センターができて、その隣とでもいいますか、

事務所、倉庫をもとにした、平江の公民館ができれ

ば、もちろん併用部分の負担はなくなりますが、公

民館建設の補助金というのは受けられますかね、そ

ういう形にしたときに。どうなんでしょうかね。 

○市長（田畑誠一君） 現在のところ、今の特別委

員会の皆様方と３回の協議をして、場所はここにし

ましょう、それから平江公民館と併用した形で建設

をしましょうということ、それと３点目、平江公民

館の部分、建設に当たっては一部経費を負担してい

ただくことになると思いますよということだけは、

今のところ合意に達しているわけでありますが、今

後、具体的に、公民館建設整備事業補助金とか、平

江公民館の負担のあり方ということについては、こ

れから地元の皆さん方と十分協議をしてまいりたい

と、今そういう段階であります。 

○17番（福田清宏君） 状況をよく把握することが

できました。交流センターは地区が望むところであ

りますし、市長が言われるように、共生・協働のま

ちづくり推進の拠点でもありますので、できるだけ

早く建設が進みますように、御期待申し上げて、こ

の項を終わります。 

 次に、５番目ですが、原子力災害避難計画に基づ

く避難訓練について伺います。 

 避難計画ができ上がりまして、また、いろいろ説

明も受けたところでありますけれども、自治公民館、

あるいは地区まちづくり協議会等が、避難先まで避

難訓練ということで、避難計画に基づく避難先まで

訓練するに、バスの運行とか、あるいは、距離が遠

いですので、どうしても食事が要るんですね。そう

いうこと等も含めて、そういうもののバスとか飲食

費とかの支援について、市のほうでは何かお考えで

はありませんかというお尋ねであります。 

○市長（田畑誠一君） 原子力災害にかかわるこの

避難訓練につきましては、去る８月23日、鏑楠公民

館が実施をされました。その際、市の行政バスを利

用して避難経路、避難施設の確認を行われたところ

であります。 

 このように、多くの住民の方々が参加する広域避

難訓練の実施に当たりましてはバスが必要になって

まいります。そのため、自治公民館等が避難訓練を

計画しやすいように、バスの手配に当たっては、今

回同様、行政バスの利用、または、原子力に関する

広報・調査等交付金を利用して、市でバスを借り上

げて対応することといたしました。 

 また、避難先となる南薩地域への広域避難訓練は

長時間におよび、お述べになられましたとおり、昼

食を挟むことになると思います。その昼食費等につ

きましては、昨年度から実施しております自主防災

組織活動補助金、または地区まちづくり計画事業に

おけるソフト事業補助金を活用して、避難訓練経費

として対応していただいたらと考えております。 

○17番（福田清宏君） 本当にそうだと思いますが、

計画ができました、計画が不備だよなんていう話じ

ゃなくて、やっぱりみずから、自治公民館なりまち

協なり挙げて、その計画のルートをたどって、そし

て初めてこういうところが改善しないといけないよ、

あるいはここがよかったよというやりとりをするこ

とが一番の避難訓練の計画ができ上がっていく過程

では大切なことじゃないかと私は思います。 

 そういうことで、今日はこういう質問を組み立て

たわけで、手を挙げて、行きたい自治公民館とかま

ち協があれば、どしどし予算をつけて行っていただ

くと。そしてバスの車中では担当課が同乗して、い

ろんなことの説明をしながら、苦情を聞いたり、相

談にのったりという形の中で、いいものをつくり上

げていくという努力がそこでできると思うんですよ

ね。一々、市役所に言ってきなさいじゃなくて、そ

の場でできると思うんですよ。そういう意味からし

ても大事な避難訓練じゃないかなと思うことであり

ます。 

 今の市長の回答にありましたように、バスの手配

は広報・安全等の対策費でということでありまして、
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あと、食事等の支援については、自主防災活動の補

助金ということで、少し自主防災の活動の補助金は

上乗せしてほしいですね。というのは、通常の防災

訓練でこのお金全部使うんですよ、今の３万円は。

だからあわせて、その年はそれよ、次の年は避難訓

練よ、バスで行く避難訓練よというふうにすれば、

予算の有効利用になるんですけどね。同じ年にもし

両方ともやるよとなったら、その辺のことが重複し

ていきますので、その辺もひとつお考えいただけれ

ばありがたいかなというふうに思います。 

 ですが、きのう全協で説明を受けました、新交付

金の活用というのも、その辺まで回っていくのかど

うかなと、今、市長が申されましたような、広報・

安全等対策、従前の対策費と自主防災活動の補助金

という形でしか運用できないのかなという思いはし

ますけれども。 

 とにかく、希望があったら全力を挙げて支援して

いくということで、再度ひとつ、この項についての

御回答をお願いしたいのですが、いかがなものでし

ょうか。 

○市長（田畑誠一君） まず、先ほど公民館名を間

違えました。鏑楠公民館であります。これは訂正を

させていただきます。 

 それから、避難訓練を議会の皆さん方からたくさ

んの御意見賜りますが、避難訓練の充実をして、実

行性のある避難経路というのを確立するということ

は、市民の皆さんがそれをみんなお互いが認識し合

うということはとても大事であります。 

 それで、現段階では、バスは市で用立てするとか、

それから昼食費等については、自主防災活動補助金

とか、また、まちづくり協議会の事業計画の中での

ソフト事業の補助金とか活用していただきたいとい

うふうに、今お願いをしておりますが、できるだけ

お互い歩み寄って工夫をしていきたいもんだと思っ

ております。 

 避難訓練を一層充実させることはとても大事です

ので、そういった観点からいろんな話し合いをして

いただきたいというふうに思っております。 

○17番（福田清宏君） 今、言われましたように、

避難訓練はみずから訓練で動く以外ないと思うんで

すね。そういう意味からも、今、市長の回答も十二

分に受けとめます。 

 さっき申されました、鏑楠の自治公民館の例も聞

いておりますので、また、実施に向けてはどういう

状況だったのかなということも聞きながら、今後ま

たそういう訓練をやりたいという自治公民館やらま

ち協がありましたら、こういう状況でこういうふう

な支援の仕方だよということもお互いに語りながら、

この避難訓練の実施に向けて、進めていければいい

なというふうに思うことであります。 

 いろいろと御回答をいただきました。これをもっ

て全ての質問を終わります。ありがとうございまし

た。 

○議長（下迫田良信君） 次に、田中和矢議員の発

言を許します。 

   ［２番田中和矢君登壇］ 

○２番（田中和矢君） 今回の台風15号の被害で、

かわらが飛び、家や車のガラスなども割れた、そう

いった物理的な被害がかなり大きく、それだけでは

なくて、停電のために真っ暗な闇の中、ひとり暮ら

しの方や、体の不自由な方、親戚が近くにいない方

など、そういった方々が本当に寂しい、怖い思いを

されたと思います。心からお見舞いを申し上げたい

と思います。 

 さて、８月の25日のわずか１時間半ぐらいの間の

物すごい風台風で、私が経験したことのないような

台風でした。昭和20年の枕崎台風、10月にあった同

年の阿久根台風、それから、私が生まれました昭和

26年、1951年の10月20日のルース台風などは経験し

たことでもなく、母のおなかの中におりましたので、

実際には経験しておりませんが、いろいろな方、先

輩の方、親に聞いて、その台風にも劣らないぐらい

のものすごい台風であったと思います。 

 当日、朝起きまして、自宅の周りを見まして、愕

然としました。まちなかであるにもかかわらず、相

当数のかわらが飛散して、それから近くの看板もご

ろごろ道路上に落ちておりました。これは、全く想

像もしていない状況で、この状況は、いちき串木野

市、当市だけで対処できるのかなとまず思いました。 

 そうしている間に、すぐにあちこち見にいきまし
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たが、倒木のために、車では進めないような場所も

多数あり、まちなかであるにもかかわらず、相当大

きな木が倒れておりました。駅前通りです。 

 ともかく、こんなひどい状況は、いちき串木野市

の土木建設業の皆さんが懸命に御苦労なさって、そ

れこそ寝ないで、私も実際に見ました、九州電力の

方、土木業者の方たちが、道路に直接寝転がってお

られる現場も見まして、本当にありがたいなという

感謝の気持ちではいっぱいでありましたが、先ほど

言いましたように、当市だけの力ではどうしようも

ない状況だと直感しましたので、これは自衛隊の力

をかりる必要があるのではないかなとも思いました。 

 そこで、１日目に、衆議院議員の方に、総務省の

防災課におられたという経験をお持ちの宮路拓馬さ

んに携帯で電話しまして、野間さんにも電話しまし

たが、不幸にして通じなかったものですから、宮路

拓馬さんにお電話して、自衛隊の要請の要件をお聞

きしましたが、二、三時間、時間を下さいというこ

とで、返事がきました。それは激甚災害を受けると

か受けないとか、そういったことではなくて、この

自衛隊の出動というのは、初動が大事なので、とも

かく災害でも何でも初動が大事だと思っております

ので、お願いしたわけですが、当該市のあるいは市

町村の首長、つまり市長の要請が県知事に行き、そ

して県知事が自衛隊に要請をするという回答でした。 

 やはりこういったときに、けが人や死人はその時

点では確認されておりませんけれども、私も、あち

こちを見て回って、本当に大変な状況だ、ともかく

生活幹線道路と、生活道路を確保、通れるようにす

ることがまず第一だなと思いましたので。そのよう

な動きは、あるいは考えは、田畑市長どうでしょう

か。初動が大事だという観点からも近隣の市長さん

と連絡をとって、要請すべきではなかったかなと思

うんですが。その件に関して、まずお聞きして、壇

上からの質問として、あとは質問席からさせていた

だきます。よろしくお願いします。 

   ［市長田畑誠一君登壇］ 

○市長（田畑誠一君） 田中和矢議員の御質問にお

答えをいたします。 

 まず、自衛隊派遣の要件についてであります。 

 自衛隊派遣は、大災害が発生し、県・市防災関係

機関単独では対処することが困難な事態が予想され、

人命又は財産の保護のため必要があると認めた場合

に派遣要請ができるときとされております。 

 要請の方法としましては、原則として、知事が自

己の判断、または当該市長の要求に基づき派遣要請

ができるとされているところであります。 

 御案内のように、ちなみに最近の状況を申し上げ

ますと、自衛隊派遣の事例としては、御嶽山におけ

る行方不明の捜索、口永良部島における噴火に係る

災害派遣などに出動をしておられるようであります。 

○２番（田中和矢君） 市長のお話によりますと、

自衛隊を要請するような状況ではなかったというこ

とで理解しました。 

 しかし今後、地盤がかなり緩み、各地で倒木がま

だまだ残っております。先ほど具体的に何本とか、

いろいろとおっしゃいましたが、その数字は別とし

ましても、幸い、今日の台風17号、18号のルートが、

ありがたいことに、関東の栃木、埼玉の方には申し

わけないですが、私たち当市にとっては助かりまし

たけれども、本当に風だけでなく、雨の災害も、雨

も今日のような関東地方の状況になりますと、本当

に大変な状況が発生します。 

 今回の15号の貴重な体験をもとに、今後そういっ

た自衛隊が出てくるようなことにならなければいい

ですが、気持ちとしては、心の準備をしておくべき

であるなと考えます。 

 それから、通告にあります、独居老人とか体の不

自由な方などに対する具体的な配慮はどのようなこ

とがなされたのでしょうか。お伺いいたします。 

○市長（田畑誠一君） 今、田中議員のほうから、

大災害は初動体制が非常に大事で、そういった観点

に立ったとき、有事あらば自衛隊の出動を要請すべ

しだと常々心に置くべきだという御提案であります

が、全く同感であります。 

 台風は必ずといっていいぐらいに大雨を伴ってき

ます。集中豪雨を。したがいまして、風と土砂災害、

広島の例でも75名だったと記憶していますが、とう

とい犠牲を出しました。だから、本当に台風の場合

は、大雨とともにですから、今おっしゃいましたよ
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うな心構えで対処しておらなければならないと思い

ます。 

 台風による停電時の独居老人等に対する対策であ

りますけれども、まず災害時に大事な食についてで

あります。 

 ひとり暮らしの高齢者の方々、それから虚弱な

方々への訪問給食サービス事業につきましては、串

木野地域を委託しております社会福祉協議会は、25

日の夕食から、市来地域を委託しております慈昂会

は25日の昼食から、平常どおり配食をしていただい

ております。配食と同時に、安否確認をしていただ

いております。 

 また、要介護・要支援の認定を受けておられる方

は、担当マネージャーやサービス事業者が電話や訪

問するなどして利用者の安否確認をしております。 

 そのほか、自治公民館長さんや婦人会、民生委員

の方々もそれぞれ活動されており、市への情報提供

をいただき、迅速に必要な対応がなされたところで

あります。 

○２番（田中和矢君） ということは、一応安否確

認をされて、今回の15号の関係では、給食と今おっ

しゃいましたが、それは常々頼んでいる方への通常

の給食配給があったということで、今回の台風によ

る給食を提供しなければいけないような状況は一件

も発生しなかったということでしょうか。 

○福祉課長（東 浩二君） ただいま市長が申し上

げました配食サービス、いわゆる訪問給食サービス

につきましては、かねてから申し込みをされていら

っしゃる方ということになります。そして、民間事

業所で行っているところもございますが、そこも25

日から平常どおり配食がされているというような状

況がございました。 

 あと、私どものほうに入ってくる情報というのは、

地域で活動されていらっしゃる民生委員の方を中心

にして、福祉課のほうに、必要な支援があれば報告

をいただくというようなシステムになっております

が、26日の午前中、翌日ですね、民生委員児童委員

の運営協議会を午前中開催をいたしました。その時

点では特に、特別な支援、食事を含めてでございま

すが、それが必要な方というのは報告をいただいて

おりません。もしあったとすれば適宜必要な対応を

行うという体制をとっているところでございます。 

○２番（田中和矢君） それは幸いなことだったと

思います。ただしかし、今後もまだ９月10日です。

きのうが９月９日の防災の日でもありましたし、こ

れからますます、救急の日でありましたし、今後ま

すます台風も次から次へと、ここ五、六年私たちの

市には台風が直撃しなかったということで若干の油

断もあったと思いますが、昨日からの同僚議員が皆

さん詳しく質問されておりますので、重なることは

避けたいと思います。 

 情報が一番の大事なことだと市長もみずからおっ

しゃってましたが、この情報の件で、24日の夕方に

対策本部を立ち上げたとおっしゃいましたが、この

対策本部というのは、簡単でいいですが、どのよう

なメンバーで対策本部はつくられているのでしょう

か。 

○まちづくり防災課長（久木野親志君） 24日の午

後５時だったですかね、立ち上げたのは、警戒本部

であります。その前の段階です、24日の午前８時に

は、警戒本部準備会議というのをやりました。これ

は、台風が近づいてくるということで、準備会議は

副市長をトップに、それから、まちづくり防災課長、

それから防災対策監、総務課長、消防長がまず準備

会議のメンバーになります。これがまず台風を分析

するといいますか、今後の進路等を想定してどうし

ようかと。その席にはメンバーではなかったですが、

生活環境課長、ごみの収集をどうするか、福祉課長

は保育所の開園は翌日25日はどうしようかと、そう

いう意味で、準備会議の段階から入っていただいて

おります。 

 夕方のほうは、警戒本部ですが、これはまだメン

バーが広がりました。例えば土木課長なり、そうい

う関係課長がまた約10名ほどの関係課長、やっぱり

トップは副市長になりますけれども、関係課長が集

まって、この台風に対する備え、どうするかという

打ち合わせをしたところです。 

 結果、まちづくり防災課が当然、台風の来る夜は

ずっと待機する。あわせて、農政課、土木課も待機

する。消防署も待機ですが。そういう体制を警戒本
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部の段階で確認をして、対応したところであります。 

○２番（田中和矢君） 倒木が860本、断線が690本

と先ほど市長がおっしゃいましたが、かなりの倒木

がありました。まず、停電に関して質問したいと思

うのですが。応援が延べ550人、車両が310人、かな

りの数で集中的に頑張っておられるのは十分理解し

てますし、感謝の気持ちはいっぱいでございます。

それで、より効率的な、断線の場所とか、倒木によ

る電線を切断する可能性のある場所等を連絡するた

めに、九州電力に対して、そういった九州電力との

連携がということを反省点として昨日からおっしゃ

っております。効率的な動きをするために、電線の

危ない箇所を九州電力に依頼する、要請するという

のは具体的にはどのような動きがありましたか。 

○まちづくり防災課長（久木野親志君） まず、停

電に関して、九州電力さんのほうでは電圧ですね、

この前言いました、電柱と電柱といいますか、その

間、これは川内営業所のほうでどこが切れているか

というのが把握できるというシステムになっている

そうですので、この路線のこの部分が通電してない、

停電してるということは、その九州電力の管理下の

部分は九州電力さんで把握できますので、それに対

して九州電力さんはそこに集中的に投下していくと

いいますか、そういうシステムになっています。 

 ただ、市長が何回も先日から申しております連携

というのは、その現場に行くまでの道路、林道、市

道も含めて、そこの倒木に非常に九州電力さんが手

間取ったと。そういう情報が市でもいただければ、

生活道路を当然優先的に土木開削しましたけれども、

そういう一部の業者さんを、九州電力復興のために

使えたであろうと、そういう意味の連携が不十分で

あったという部分がありました。 

 そういう意味で、今後はそういう連携を九州電力

さんと密にしていくことで、今回みたいな停電のと

きに少しでも早く対応ができるのではないかという

ことであります。 

○２番（田中和矢君） 私もあちこちずっと回って

まして、今、まちづくり防災課長がおっしゃるよう

に、切れたらコンピューターなり、何らか技術的な

ことはわかりませんが、わかると、しかし、切れる

可能性のあるような倒木、つまり電線にかなり大き

な木がもたれかかっていると、このままいくと、断

線するという感じのところを早く連絡をとり合って、

早目に対処する。そういったことが二次災害を防ぐ

ためにも必要だと思うんですが、その際の手だてを

先ほどお聞きしたつもりなんです。私としては、九

州電力の電柱にステッカーというかあります、３桁

の番号と、片仮名で例えばヒノ、ヒとかアとか、そ

して後にまた３桁の番号。これを言って九州電力に

直接お電話しましたら、もう早いときには１時間半

ぐらいで切っていただけました。そういったことも、

よく我々市会議員とか地区の重だった方とか、そう

いった方法もかねがね知っておいたほうがいいので

はないかなと思います。 

 それで、倒木に関して、撤去する条件。市有地の

木が公道、国道、県道、市道にかかわらず、道路に

国道であるとか、県道であるとか、市道であるとい

うのは書いてないわけですから、もたれかかってい

る状況のときに、それは市が切っていいとか、ある

いは完全に道路に倒れこんでるのは切るんだとか、

そういう基準は明確にされてますか。 

 いろいろと私がお聞きするのは、決して今回の15

号のことを対処が悪かったと言ってるのではないの

で、そこを誤解していただきたくないんです。今後

もあり得ることですので、そういう倒木の伐採の優

先順位というんですか、そういったものもしっかり

決めておくべきであるし、台風後に雨も何日かかな

り降りました。さらに倒れてるものもありますので、

そういった切り倒す基準等があれば、簡単でいいで

す、時間がないんで、簡単に教えてください。これ

が準備になると思います。 

○土木課長（平石英明君） 今回の台風で優先して

倒木の伐採をしていきましたのは、まず生活に必要

な道路を重点的にしようということで、まずは幹線

道路の大きな道路から入ったわけですが、国道はほ

とんどそういった倒木はございませんでした。県道

は、やはり山のほうに行ったら、県道にも倒木があ

りました。そういったところにつきましては、県道

につきましては、伊集院の日置出張所がございます

ので、そこへ連絡しまして、場所等を報告して、倒
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木がありますよ、切ってくださいというふうにお願

いをしたところです。 

 市道につきましては、土木業者で順番とすれば、

幹線道路から、そしてだんだん山のほうの中のほう

に、生活道路をまずは通行できるようにしてくださ

いということで、お願いをして伐採したところです。 

○２番（田中和矢君） 市と九州電力との連携を密

にするために、ホットラインとかはあるんでしょう

か。色はべつに赤い電話でなくてもいいんですが、

ホットラインというのはありますか。 

○まちづくり防災課長（久木野親志君） 今回の台

風に関して、そういうホットラインというのが全然

機能しなかったというか、そういう具体的なルート

というのは通常の営業所の電話ぐらいしか私たちも

知らなかったんですが、今回の台風15号の停電を踏

まえて、九州電力さんともそういうホットラインと

いいますか、そういうのを構築していきましょうと

いう、今、申し合わせをしてるところであります。 

○議長（下迫田良信君） 田中議員。できる限り通

告に従って質問をしてください。 

○２番（田中和矢君） 市役所は市民への最大のサ

ービス機関であると昨日の市長の御答弁にありまし

た。その最大のサービス機関の最たるものは、健康

と命、財産を守っていただくということですので、

今後のこういった台風の災害等に備えて、ホットラ

インであるとか、直結できるような、当市では原子

力発電所から20キロ圏内でもありますし、ぜひホッ

トラインを設置していただけるように要請いたしま

すが、市長、お考えはいかがでしょうか。 

○市長（田畑誠一君） 昨日来、議員の多くの皆さ

ん方から台風15号が大変な災害であったということ

は、御質問をいただいております。議員の皆様方に

も住民の皆様方から、たくさんの電話での要請とか、

現場へ来てくれとかいうことがたくさんあられたと

思います。本当に御苦労されたと思います。 

 今、田中議員が冒頭にお述べになりましたとおり、

やはり災害をできるだけ、最小限に食いとめるため

には初期の態勢だと思うんですよね、おっしゃると

おりですね。そういった意味で今回は例えば、電気

が３日も４日も地域によっては停電でまことに申し

わけなかったんですが、冷蔵庫の中のものまで腐っ

てしまうと、大変な迷惑をおかけしたんですが、何

よりもその真っ暗な中で、冒頭でお話されましたと

おり、真っ暗な中で情報はない、とっても不安であ

られたと思うんですね。 

 一番大事なことは、今回は倒木によるのが大きな

要因ですけれども、あまりに膨大な倒木。だけど、

そんな中で九州電力との連携がとれとったら、例え

ば春日町に木が倒れてますとか、そういうことが確

実に連携がとれたら、１時間でも３時間でも、もっ

と早く復電もなされたと思うんです。だから、そう

いった面で、今度は市民の皆さん方から役所に寄せ

られる電話というのも、とにかく九州電力にしたっ

て全然出ない、通じないということがまず一番多か

ったわけですよね。だからやっぱり、行政として住

民生活を守らなきゃならん、行政と事業者というの

は今言われるように、もとになる、かねてからホッ

トラインというのを何本かやっぱりこういったのを

開設しておくべきだなということはつくづく痛感を

いたしております。 

 いっぱいやらなきゃならんことはありますが、九

州電力とそういった連携をこれから密にしていきた

いというふうに思っております。 

○２番（田中和矢君） それでは、水道水のことを

お聞きしますが、当然、停電によるポンプアップが

できなかったり、水位が下がると汚濁したり、いろ

いろな問題が発生するのは想像できますが、この台

風15号のさなか、水質が下がったとか、あるいは、

水質が下がったがために、水質管理をするために塩

素濃度をかなり上げたとかいったことはありました

か。 

○上下水道課長（濵涯三喜義君） 水質については

変わっておりませんので、塩分処理はしておりませ

ん。 

○２番（田中和矢君） 防災無線で、水の節約とか、

少し濁っている場所もありますがというようなのも

耳にしましたが、特に塩素濃度を上げるというよう

なことがなくてよかったと思います。 

 しかし、今後は風に加えて、今、栃木や茨城で起

こっております雨の災害等も発生しますので、やは
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り一番大事なことは、それから、市来のまちなかに

おいても、携帯電話がうまく通じないということも

ありました。やはりこの２日間の間に、自家発電の

ことなどもさらに言われてますが、自家発電という

のは、大体何日間もてるようなのを２基増設すると

いう、前の方の回答にもありましたが、何日間自家

発電できるような能力があるんでしょうか。 

○上下水道課長（濵涯三喜義君） 非常用自家発電

機に関しましては、軽油を補充していけば幾らでも

もちますので、その大きさによって軽油のもつ時間

が違いますので、状況を見ながら補充しております。 

○２番（田中和矢君） 軽油も油ですので、備えて

おかなければ全くただの機械であります。油が切れ

たことを油断といいますので、その油断のないよう

に、常々ちょっと多目にストックしていただくよう

に。場合によっては１週間、10日そのぐらいの、油

断がないように、今後備えていただきたいと思いま

す。 

 さらに、自然の猛威の前には人間の力の無力を知

らされたと市長もおっしゃいまして、例によって、

私は感動した言葉はすぐメモするんですが、この言

葉、先ほどの、市役所は市民への最大のサービス機

関である、非常にすばらしい言葉をお聞きしてます

ので、ぜひ今後もこういう災害対策、原子力発電所

もありますので、ぬかりなくよろしくお願いいたし

ます。 

 この項の最後になりますが、この台風15号のこの

倒木やら停電やらいろんなことで、断水やらで市民

の、住民の多くの方がおっしゃったことを、これは

答弁は要りません、聞きおいていただければいいで

すが、「これでこんな状況だ、もし原発がどーんと

なったたらとてもじゃないけど、対処できないよね、

逃げることもできないよね」と。まちづくり防災課

長が３つのルートを確保してあるとおっしゃいます

が、そのうちの幾つが今回だめになったのか、もし

回答する気があれば教えてください。言いたくなけ

れば結構です。 

○議長（下迫田良信君） 田中議員、質問を続けて

ください。 

○２番（田中和矢君） では、回答なしということ

で次に移ります。 

 ただ、市民のそういうたくさんの声があったとい

うことは、執行部、行政の方々にお伝えをぜひして

おきたいと思います。 

 次に、街路樹の管理についてですが、これは前回

の一般質問でも私が触れたんですけれども、街路樹

が茂り過ぎて、電話線とか電線に触れている。こう

いったことが今回の被害にも、長引いた原因の要因

でもあると思います。 

 昨日、今日の同僚議員の質問に市長は街路樹のこ

とについては、考え方を少し変えていかなきゃいけ

ない時期だなということもおっしゃいましたので、

やはり低木、中木、高木とあると思いますが、高木

も高い木が茂り過ぎると、分数で言うと仮分数とい

うんでしょうか。仮分数だとどうしても風の力を受

けます、根もそう張っておりませんので、これを仮

分数は帯分数に直すとか、あるいは早く切ってしま

うとか、あるいは木の種類を変えるとかして対処し

ていただきたいと思います。 

 それから、低木のことで、前回に引き続き質問し

たいんですが、あれは20年以上前のはやりだったん

でしょうか、高木の元、足元というんですか、つつ

じを中心にどこも植栽してありますけれども、あの

つつじの植栽は非常に茂り過ぎて、物すごく雑草に

近いぐらい力強い、本当に繁殖力がありますので、

つつじはぜひやめていただいて、でき得るならば、

あれを撤去して、何て言うんですかね、これも市長

がいいことをおっしゃったんです。緑の中にまちが

ある、そんなようなことを、まちに緑をと、もっと

光をじゃないですが、まちに緑をというようなこと

をおっしゃいました。だけど、こういった事態が発

生してきて、高くなり過ぎて、少し考えないといけ

ない時期になると思われてますので、できれば、あ

れは、他地区でも、実は鹿児島県でもあちこち行き

ますと、高木の下は何もなくて、ほんのちょこっと

緑があるぐらい、あれも結構いいもんだと思います。

植栽があり過ぎて、実は車の運転をしていると、目

線からいって、歩道を歩いている人が見にくいし、

子供は見えないし、そういう安全性の問題が１点。 

 もう１点は、あの低木の植え込みのために、非常
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に、せっかくの、つくってある通路が狭くなってい

ます。３分の１しか通れなくなっている。邪魔して

いるという事実もあります。 

 具体的に申し上げますと、まちなかから高速イン

ターのトンネルを過ぎて、左右にあります。多目的

グラウンドの手前の左右の、あれは物すごく見苦し

いです。しかも、その中に茅があって、すごい状態

になっています。あれをぜひ、今日議会が終わった

ら、関係部署の方は見ていただきたいと思います。

これを私が一般質問する前に切ってもらうと効果が

ないので、切るな切るなと念じながら今日を迎えた

ようなわけです。ぜひ見てください。 

 しかも茅が、茅っていうのは雑草の中でも一番強

くて、ある人に聞きましたが、この夏の時期には、

本当かどうかちょっと信じがたい話ですが、あの雑

草は１日に５センチ伸びるという話を聞きました。

本当かどうかは私はその知識は持ち合わせておりま

せん。それが１カ所。 

 それから、平江地区の平江橋を渡って、羽島に向

かうときの左側の植栽、これはもうひどい状況です。

これも切るな切るなと思いながら迎えたところの一

つですが。今日、ぜひ担当部署の方は見ていただき

たいのですが、３メートルの歩道が、一番極端なこ

とを言うと40センチしか残ってないです。そのぐら

い茂りに茂って。西中の子供たちは左側は、左とい

うのは平江橋から渡って左側は一切通れません。あ

のオコン川の橋、平川商店の手前までずっと、30セ

ンチしかあいてないです。これはぜひ見て、ばっさ

りと思い切って刈り上げていただきたいと思います。

本来の意味の通路の機能を果たしていただきたいと

考えます。 

 それから最後に、この具体的な例の三つ目です。 

 東塩田町のスーパーセンターニシムタ、Ａコープ

の後ろに五反田川の土手との間に植栽してあります。

これは幅が約１メートル20センチぐらいあります。

この植栽を、つつじです、撤去することによって、

あそこはただでさえ離合はできませんが、どちらか

一方がとまらないとスムーズに離合できません。あ

そこの植栽を撤去することによって、それは県道か

市道か、国道じゃないですね、知りませんけれども、

先ほどから、道路には国道、市道と書いてありませ

ん、市民にとっては道路なんです。だからあれは全

部切り取って、アスファルトを敷くなり、セメント

を敷けば、最小費用で最大効果が得られると考えま

す。ぜひこれもあわせて見ていただきたいと思いま

す。 

 結構最近では、金山の下の道路が混むものですか

ら、羽島地区の方も五反田川の今申し上げました、

スーパーセンターニシムタの裏の通りをかなりの車

が通って危険です。ぜひここもチェックしていただ

きたいと思います。 

 そのことに関して御意見お願いします。 

○市長（田畑誠一君） 緑は目に優しいと思います。

そしてまた、目によく映えると思います。快適なま

ちづくりというのは、できるものならヨーロッパの

先進国にあるような、緑の中に博物館があるとか、

緑の中に清掃工場があるとか、そういったところま

でいけば理想的なまちづくりだなと思いますが、国

土の狭い日本では、いろんな無理な面もあるかと思

います。 

 ただ、そんな中で工夫をして、街路樹というのは、

まちの景観、そしてまた、人々に対する憩いの並

木々といいますか、それからまた、何よりも空気の

浄化をしてもらう、我々の炭素ガスを吸ってもらっ

て、酸素を出してくれるそうですが、空気の浄化と

いうことも含めて、緑は非常に大事だと思います。 

 しかしながら、そんな中で、余り高くなり過ぎた

木は、電線に当たって支障を来しているし、災害の

ときなんか困るんじゃないかということを田中和矢

議員のほうから前々御質問でお聞きをしたことがあ

ります。 

 今回の停電の原因の一つに、やはり高木による、

高くなった木が電線を切ったとか、電線にもたれか

かったとか、そういったのもあったんじゃないかと

思います。 

 私自身の考え方は、今までは、緑はできるだけ切

らないという方向で、そういう大きな役割がありま

すから、と思っておりましたけれども、今度のこの

台風で、田中議員からかねて提案のあった、余り高

くなり過ぎるのも考えものなのだと思って、まさに
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むべなるかなということを考えた次第でありますが。 

 そういったことで、今後は根の張り方の状態とか、

木の高さ、それから枝の張り具合とか、そして茂っ

たとおっしゃいましたが、仮分数とおっしゃいまし

たけど、そのバランスの問題とか、それから高くな

り過ぎた街路樹につきましては、まず基本的に配電

線を超えないような範囲が適切なのかなというふう

に今考えております。 

 さらに、今度は低木の問題ですけれども、まちの

美観の向上ということで、道路環境の保全を目的と

して、低木は今まで市街地に約４万本ぐらいありま

す。 

 管理につきましては、街路樹管理業務委託の造園

業の方々と、それから直営班にお願いして、剪定と

か害虫駆除とか除草などを行ってきておりましたが、

市街地の街路樹は昭和50年代までに植樹されたと言

われておりますので、少なくとも30年、40年以上経

過してるんですね。ということから、さっきから言

われておりますように、枝張りがとても広くなって

いる。だからまた、そして、その広くなった低木の

中から雑草も多く生えてきているということで、や

はり景観上もよくありませんが、何よりも歩行者の

安全確保という点で、この横の広がりの低木につい

ても植えかえをするとか、いろんな角度から検討す

べき時期に来てるなということを痛感しているとこ

ろであります。研究をしてまいりたいと思います。 

○２番（田中和矢君） 市の管理する管理灯が346

機あるということで、これはこういった台風被害で

あらたにＬＥＤ化とかされるんですが、市の管理で

ない、通り会とか公民館、こういった街灯もかなり

危険性の高いものがあります。手をちょっと添える

とぐらぐら揺れたりする感じもあります。順次それ

ぞれの所有組織、会で取りかえるべきではあります

が、何しろこういう不況というか、お金のない時代

です。ＬＥＤ化とともに、何とか、現在も補助金制

度はありますが、さらにこれを機会に補助金の充実

をしてもらいたいと思います。いかがでしょうか。 

○議長（下迫田良信君） ここで申し上げます。 

 本日の会議時間は議事の都合により、あらかじめ

これを延長いたします。御了承ください。 

○まちづくり防災課長（久木野親志君） 公民館が

設置している安全灯を、実際今回の台風で今、議員

が仰せの、倒壊したとかということで、よく御相談

にお見えになります。過去、台風災害等においても、

通常の補助金での対応になるのですが、件数として

は、やはり台風で何件か倒壊しましたというのはあ

ります。繰り返しますが、特別な加算とか、そうい

うのはないんですが、通常の、ＬＥＤであれば３分

の２補助、こういうことで対応させていただいてお

ります。 

○２番（田中和矢君） 台風関係は、最後の質問に

なると思いますが、先日のまちづくり防災課長の同

僚議員への回答で、うちはついてないんだけど、周

りはついてる、うちだけついてないという連絡が来

たと。そういったときに、どのようなアドバイスを

なさったか教えてください。 

○まちづくり防災課長（久木野親志君） その当該

の家の状況にもよるんですが、基本的には、系を分

けた幹線の違う場合がありますね、同じ集落におい

ても違う場合がまずあります。ですから、こちらの

幹線は通電してるけど、こちら側、たまたまここが、

この公民館は数件しかなかったとかそういうのもあ

るかと思いますが、ほかに九州電力さんではキャッ

チできない部分として、この幹線から引き込み線、

これは九州電力さんでもキャッチできない。ここは

やっぱり台風等で切れてる場合もあるということが

やっぱりありますので、そこは個々で九州電力さん

のほうに連絡していただかないと、九州電力さんと

しても対応できないということでありますので、場

合によってはそういう引き込み線のところの不具合

も当然考えられるだろうということは考えられます。 

○２番（田中和矢君） 今、課長がおっしゃったよ

うに、周りは全部ついていて、１軒だけ、10数軒じ

ゃなくて１軒だけついてなくて、やはり忍耐強いと

いうか遠慮なさる方は３日間、私の近くであったの

ですが、４日たっても黙って我慢してた人がいまし

た。それを私が聞いてすぐ、それは引き込み線です、

だから引き込み線を何で、九州電力にすぐ言って、

一般の電気屋さんでは扱えませんので、九州電力に

すぐ言ったらつきますって言ったら、すぐついたと。
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そういったことを知らない方がおられますので、こ

ういったことも、すごくいいあれをされてるなと思

いました。 

 台風15号とか街路樹のこういったことはこれで終

わります。 

 あと、最後の指定管理者の契約期間についてとい

うところですが、この指定管理者の契約については、

昨日の東育代議員がかなり詳しくおっしゃいまして、

私も、すばらしく勉強なさってるんだなという気持

ちもいたしますが、私なりの、どうして指定管理者

の契約についてとしないで、あえて指定管理者の契

約期間についてというふうにしてるんですが、その

理由は、さのさ荘とか吹上浜荘とか、ああいった５

年、10年中長期的なスパンで考えて経営していかな

きゃいけない指定管理者の方もあります。それはそ

れでいいと思う。さのさ荘は５年が契約期間だと思

いますが、それはいいんですが、私がここで取り上

げたいのは、都市公園と書いたら、土木課長から都

市公園は38しかないんで、観音ヶ池とか、そういう

話をしてもだめだと言われましたが、ここで都市公

園等のというふうに入れないといけなかったのかな

と思います。それで、どうして、契約期間のことを

申し上げるかといいますと、契約期間はところで、

何年でしたっけ、公園等の契約期間は。 

○土木課長（平石英明君） ３年であります。 

○２番（田中和矢君） 私は勘違いで５年だと思っ

て、こらいかんと思って、勇んであれしたんですが、

まあ３年と。 

 しかし、３年であってもちょっと長いのではない

かと思うところがありますので、質問させていただ

きます。 

 単純作業と言ってはいけないのですが、その仕事

の質のことではなくて、やはり契約して３年間は、

言葉使いは悪いですが、ちょっと指定管理者の方に

は失礼な物言いにもなるかもしれませんが、契約を

してしまうと３年間は安泰と、もしそういうような

気持ちがあれば、市民にとっては非常に困りますの

で、昨日の東議員がおっしゃった、契約の際の申出

書というんですか、申込書の中にもいろいろと書い

てあるけれども、それをしっかりとチェックする、

チェック機関の部署がチェックするということだけ

ではなくて、やはり期間を短くすることによって、

妥当な、適当な緊張、行政とあるいは執行部との緊

張感を持っていただくためにも、なるべく、極力、

こういう公園の剪定とか草払いとか、そういったよ

うな業種に関しては、極力期間を短くしていただく

ほうがいいんじゃないかと思いますが、そのことに

関してはいかがでしょうか。 

○市長（田畑誠一君） 指定管理者の指定期間につ

きましては、市の運用方針の中で、委託契約のよう

に単年度ではなく、サービスの継続性の確保、指定

管理者のリスクの軽減、長期固定化による弊害の排

除などを総合的に判断をして、原則５年以内とする

と定めております。 

 運用としましては、初めて指定管理者制度の導入

を行った施設については、適切な管理が行われるか

などの判断や、管理のあり方を見直す機会を設ける

ため、指定管理期間を３年としております。更新時

においては、都市公園などの維持管理が主たる業務

については、事業者の育成及び安定、継続したサー

ビス提供を考慮するとともに、事業者の新規参入機

会の確保等も勘案して、指定管理期間を３年として

おります。 

 その他の施設につきましては、指定管理期間を原

則５年とし、民間事業者等の持つノウハウを活用し

ていただき、サービス水準の向上、コストの削減に

つなげていただくこととしておるところであります。 

○２番（田中和矢君） 指定管理者の方々からする

と、面倒くさいというか、なかなか厄介な書類づく

りとかあって、継続的な、安心して管理するという、

いい面もあるでしょうが、やはり住民、市民からし

ますと、結構この問題は苦情があって、直接言って

くれとか、市に話をしてくれという話がかなり頻繁

に来ます。やはりそういった意味でも、契約期間と

いうのは長くて２年、できれば１年というような、

短い期間で、しかもどんどんほかの業者さんも参入

できるような機会を開く。そういったことをやって

いただくことによって、公園とか墓地とか、そうい

う単純な作業の指定管理をより市民にサービスが行

き渡るように配慮していただきたい。 
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 そのためには、指定管理者の申込書を行政の皆さ

んは、ああいった書類を書くのはなれておられるだ

ろうし、パソコンもお上手でしょうけれども、やは

りそういった業者の方々、中には物すごくうまい人

もおられると思いますが、書類はできるだけ簡潔に。

書類上立派な文章をつくったり、書類をつくれば通

るというのではなくて、実をとって、まじめにしっ

かりと誠実にそういった仕事をやってくれる業者を

選んでいただくためにも、適度の緊張感を持ってい

ただきたいという意味で、指定管理者の契約期間に

ついて質問をいたしました。 

 このことに関して、再度回答いただきたいと思い

ます。 

○市長（田畑誠一君） 大切なことは、市民の皆さ

ん方にやはり喜んでいただける、そういう仕事をし

ていただくということがまず一番大事であります。 

 また、行政としましても、民間の方々でできる分

野については、民間の方々にお願いをする。そのこ

とによって地域産業興しにもなるわけですし、雇用

の増にもつながるということで、できるところは、

また基本的に、まずコストの削減ですね、そういっ

た意味で指定管理者をお願いをしているわけであり

ますが、そういった観点に立ったとき、やはりサー

ビスの継続性の確保という点等を考え、それから指

定管理者のリスクの軽減とか、そういったのを考え

合わせますと、また、余り長期の固定化はもちろん

いけませんが、そういう弊害やらを考え合わせたと

き、今、普通の公園の場合は３年ということにして

おるんでありますが、まずはそういったいろんな点

から考えますと、一生懸命頑張っていただければ３

年程度が適切じゃないかなと、サービスを続けてい

ただくと。これを受けたからもう安心じゃなくて、

私たちにチェックする義務もありますけれども、そ

の辺はやっぱり３年間しっかり緊張感を持って、そ

れこそ。要は市民の皆さん方に喜んでいただく仕事

をしてもらう、管理をしてもらうというのが指定管

理者ですので、その辺をこの３年間でしっかりやっ

ていただいたら、このあたりが更新の、ゆだねる年

限というは適切じゃないかなというふうに判断をし

て、今３年としているところであります。 

○２番（田中和矢君） 最後になりますが、実は一

般の市民の方から言われたことをそのまま言う、一

般質問でするということは避けるようにしてるんで

すが、私自身が観音ヶ池の散歩をよくやるんです。

私事でありますが、遠いけれども、犬の散歩がてら

しょっちゅう行くんです。観音ヶ池の中に遊歩道が

ありますけれども、観音ヶ池のさくら祭りのときは

本当に立派に、きれいに伐採してあったり整地をし

てありますが、最近、台風の跡じゃないですよ、台

風で荒れてる状況ではなくて、野分けの後ではなく

て、１カ月前からずっと気づいてるんですが、西側

の歩道のところに枯れた木が約２メートル近くの散

歩道に、車が入ってはいけないというところです、

もうすぐ護岸工事をする予定のところでもあります

が、そこには本当に長い期間朽ち果てた木が、私も

もちろん散歩がてら自分でできることは市や行政に

言うだけでなくて、いつも私言いますが、道路でも

歩道でも掃除をするようにしてます。だけども、私

では引っ張れないような木がかなり長期間放置され

てました。そういったことが１点。 

 同じ観音ヶ池の中に、遊歩道の中に、ずっと歩く

ようになってるんです、あちこち。そこが犬を連れ

てかき分けかき分け、草茅を乗り越えて、何か竹で

も持って、こうして行かないと通れないような状況

です。これは本当に指定管理をされてる方に申しわ

けない、こういったようなところで言うのはちょっ

と反感を買うのを覚悟で申し上げているんですが、

こういったことがあるので、一般質問であえて取り

上げさせていただきました。 

 やはり３年とか長い期間であると、どうしても手

が回らなかったりすると思います。そういうことで

あれば、指定管理者を解除するとかではなくて、指

定管理者の方には、今、仕事がなくて困っておられ

る方もおられるし、生活保護を受けてる方なんかで、

働ける人がいれば、昔の失対、表現悪いですが、失

対事業ではないですが、生活保護を受給されている

方を、その方の能力に応じて軽作業をしてもらって、

そして、労働の対価としてお金を援助する、そうい

った方法もとっていただきたいなと考えますが、最

後にお答えお願いします。 
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○市長（田畑誠一君） 私ども行政に課せられた使

命というのは、できるだけスリム化して、そして市

民の皆さん方の満足度を高めるということに、その

使命があると思っております。そういった意味で、

コスト削減という意味で、先ほど申し上げましたと

おり、民間の方でおできになる仕事は民間にゆだね

て、そしてまた民間の仕事を増やしてあげる。そし

て市民サービスを十分行っていただくということで、

継続的なサービスの確保という観点から３年が適当

じゃないかなということで、今このような形で３年

間というふうにしておるわけでありますが、一生懸

命、指定管理をお受けになられた以上はもちろん決

まりにのっとり市民サービスに努めておいでだと思

いますが、問題は、今お話しをお聞きしております

と、私どもやっぱり指定管理者の皆さん方を、適切

な管理がなされておるのかといった面の我々の指導

が足りないなということを、今御質問を聞きながら

私は思っておるんですが。そういった点につきまし

ては、指定管理者をお受けになられた方々もそれぞ

れ使命感を持って市民のために役に立ちたいという

思いで応募されたはずでありますから、あとは私ど

も行政のほうで、管理が適正なのかという指導をも

っと刮目していかなきゃいけないということを今考

えた次第であります。今後そういった方向で努力を

してまいります。 

○２番（田中和矢君） これで質問を終わらせいた

だきます。ありがとうございました。 

○議長（下迫田良信君） 以上で本日の日程は終了

しました。 

────────────── 

   △散  会 

○議長（下迫田良信君） 本日は、これで散会をい

たします。お疲れさまでした。 

         散会 午後５時19分 


